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この資 料は,日 本 自転車振興会か ら競 輪収益

の一部 で ある機 械工業振興 資金の補助を受け,

「昭 和56年 度 情 報 化 の 推 進に関す る調査研

究」の一環 と して とりまとめた ものであ ります。
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は じ め に

近年わが 国における コンピュータ ・システム技術,特 に分散処理,日 本語情

報処理,デ ータベース,マ イ クロコンピュータ等応用技術の進展が著 し く,そ

の利用 において も,産 業 分野におけ る生産事務 の オー トメーシ ョンを始め,社

会や 国民生 活におけ る公共情報処理システムの形式へ と拡が りを見せてい る。

このよ うな情 勢の 中で,情 報処理分野の標 準化が ます ます重要 となってお り

利用の進展に応 じ,新 規項 目の追加,事 務分野 との対応等が必要であ り,特 に

非 関税障壁問題 ともか らんで,ISO等 国際規格に対 しての整合性や積極的 な参

加が要 請 され るな ど,従 来の進 め方等 について再検 討の時期 にきている。

このため,今 後 の対策 の検討 に資す る目的で,当 協会 「情 報処理標準化調査

委員会」 では,ソ フ トウェア関係の標準化 について,ソ フ トウ ェアの分類 と体

系,ソ フ トウェアの効率的 な生産 ・利用のための標準化項 目等 について調査検

討 を行 った。 本書は,こ の調査結果を とりまとめた もので ある。

最後に本調査に ご協力いただいた関係各位 に深 く感謝 し,厚 く御礼 申し上 げ

る次第である。

昭和57年3月
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1総 論 ・, 、,

我 が 国に お い て は,1970年 代 に入 る頃 か ら情 報 処 理産 業 が 急 速 に発 展 し,

1975年 頃 以 後,特 に ソフ トウ ェアが商 品 と して流 通す る よ うに な りtS・1980

年 代 を迎 えて ます ます そ の 傾 向 が 強 ま りつ つ あ る。 この よ うな時 機 に当 り,ソ

フ トウ ェア産 業 に お い て,い か な る事項 を標 準 化 す べ きか を組 織 的 に考 察 し,

今後 の我 が 国 の標 準 化 に 関 す る 施策 に積 極 的 に反 映 させ る ことは,我 が 国の情

報 処 理 産 業 の健全 な発 展 の た め に極 め て重要 な こ とで あ る。

ま た,GATT承 認 とい う国 際 情 勢 の 下で は,ソ フ トウ ェア に関 す る標準 化項

目ttを考 察 し,国 際 的 に必 要 と考 え られ る項 目につ い て は,ISO/TC97へ こ'

れ らの 項 目をnewwork、itemと して提 案 し,か つ 我 が 国 が主 導 的 にその 規格

作成 に寄 与 してい くよ うにす べ きで あ ろ う。 　

上 述 の よ うな立 場 に 立 って,当 委 員会 に おい て は,ソ フ トウ ェ アに関 す る標

準 化 項 目につ い て 多 方 面 に わ た って討議 を行 った。 そ の 内容 を 以下 の よ うに ま

とめ た。

ll各 論

2.1ソ フ トウ ェア とは

2.1.1ソ フ トウ ェ ア分 類 の考 え方

2.1.2プ ログラム開発 に関す る新 高 度化 計 画 に お け る ソフ トウェ アの分 類

体 系

2.2ソ フ トウェ アの標 準 化 、 ・

2.2.1標 準 化 の 目的 とそ の考 え方

2.2.2標 準 化項 目の 体 系

2,2.3ソ フ トウェア に関 す る標 準 化項 目

2,2.3.11SO,JISCに お け る標 準化 の 現 状'1・

2.2.3.2利 用 者 ・生 産 者 間 イ ンター フ ェー ス におい て 必 要 な標 準化 項

目

2.2.3.3効 率 良 く生 産 ・利 用 す る ため に必 要 な標 準 化 項 目

一1一



皿 ソフ トウェアに関連 して標準化が望 まれ るその他の項 目

IVISO/TC97/SC7の 幹 事 国 の問 題

皿にお け る各 節 の 概 要 は 以 下の よ うで あ る。

2.1で,こ こで考 察 の対 象 とす る ソフ トウ ェア とは 何 で ある か を 明確 に し,

2.1.1.に おい て,こ こで 扱 う ソフ トウ ェアにつ い ての 分 類 体 系 を如何 に考 える

べ きか の一 般 論 及 び そ れ に関連 す る種 々の 問題 を述 べ る。2 .1.2で は プ ログ ラ

ム開 発 に 関す る新 高 度 化 計 画 に お いて,通 商産 業 省,メ ー カ,ユ ーザ の委員 が

約10ケ 月 にわ た って 議 論 して得 た一 つの 具 体 的 分 類 体 系 を示す 。

2.2に おい て,2.1で 限 定 した,ソ フ トウ ェアに 関 す る標 準化項 目を論ず る

が,先 ず2.2.1で は何 を 目的 と して標準 化 を考 え るの か,そ の根本 的 な考 え方

を述 べ,2.2.1に お い てそ の立 場 か ら考 察す る とき,標 準 化 すべ き項 目を,ど

の よ うな場 にお い て,ど の よ うな面 か ら考 えるべ きか を論 ず る。2.2.3で は,

最 初 に2.2.3.1でISO及 びJISCに お い て ソ フ トウ ェ ア に 関 し て ど

の よ うな 項 目が ど の よ うに標 準 化 され て い るか,ま た 標準 化 され よ うとして

い るか,そ の現 状 を述 べ る。 次 に2.2.3.2及 び2.2.3.3で,2.2.2の 視座か ら,

具 体 的 に必 要 とな る標 準 化項 目を導 出 し,必 要 に応 じて そ れ に関 して 考慮す べ

き問題 を述 べ る。

皿にお い ては,2.1及 び2.2に お い て 考察 の対 象 か ら除 外 した もの で,ソ フ

トウ ェア に関 連 して 問 題 とな る項 目を示す 。

IVに おい ては,1981年12月 に開 かれ たISO/TC97の 総 会 において,

SC7の 幹 事 国 スエ ー デ ンが,財 政 上 の理 由で 幹 事 国 を 他 国 に代 って欲 しい と

申 し出 た こ とに対 す る 当 委 員会 の 意見 を述 べ る。 これ は,今 後 の ソフ トウェア

の標 準化 に 対 して 重 大 な 影 響 を も っ問 題で あ る。

?

●
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2.・1ソ フ トウ ェi7と1ま 一+jt'∵ ・.』'一'

コ ンピ ュー タの 誕 生 と共 に生 れ た ソフ トウ ェアは,'第2世 代 まで は開 発 す

べ き ソフ トウェアの 量 は さほ ど多 くな く,従 来 の ・ミンチ カー ドマ シ ンの配 線

盤 の 配 線 を組 む ことの 代 り位 と しか 考 え られ てい なか った。

これ の 開発 が,メ ー カ,及 び ユ ー ザ に 於 て 問 題 たな り始 め たの は,お よ

そ15年 前 のIBM360で 代 表 され る第3世 代 コ ンピ ュー タの 出 現以 降 で あ

る 。

しか し,そ の 頃 の ソフ トウ ェア需 要 は,主 と して メー カが ハ ー ドと共 に提

供 す るオ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ム(OS)と,顧 客毎 に開発 す る ア プ リケ

ー シ ョ ン ・プ ログラ ムで あ り,流 通 商 品 と しての ソフ トウェア の 成立 はIB

Mの ソフ トウ ェア価格 分 離政 策 の 実 施後 まで 待 た ねば な らな か うた。 日本 に

於 て,ツ フ トウ ェアパ ッケー ジの 流 通が 本格 化 したの は,こ こ2～3年 で あ

る。

この よ うに,コ ンピ ュー タの 付 属 物 として生 れ た ソ フ トウ ェアは,そ れ ま

で 存在 しな か った全 く新 しい もの と して捉 えるべ き特 質 を 持 って い た にも拘

らず,扱 う人 のそれ まで の経 験 や 立 場 に よ って,様 々な 捉 え方 が な されて き

た。

(1}ソ フ トウ ェアの様 々な 捉 え方

(a)ハ ー ドウ ェアの 対 照 語 と して

こ の 言葉 の語 源 で あ ろ う。 こ の語 感 か ら くる解釈 は,明 らか に 「ハー ドウ

ェ ア以 外 の す べ て」 で あ って,漠 然 と プ ログラ ム,ド キ ュ メ ン ト類,ノ ウ

ハ ウ,サ ー ビス ,そ の他 ハー ドウェ ア以 外 のあ らゆ る もの を含 む 。 この よ

うな 広義 の捉 え方 は,法 的保 護 の項 で 後述 す る よ うに,プ ロ グ ラム とほ ぼ

同義 とす る狭 義 の捉 え方 と並 ん で,代 表 的 な 捉 え方 で あ る。

(b)利 用技 術 とい う捉 え方

ソ フ トウ ェア出現 の初 期 に見 そ れが 利 用 技 術 と訳 され た と ころ か ら,ソ

フ トウ ェアは コ ンピ ュー タ を利 用す る際 に必 要 な操 作 ノ ウハ ウ と捉 えられ

一3一



た こ とが あ った。 こ の言 葉 は 色 々な意 味 で誤 解 を招 き 易い の で,最 近 は あ

ま り使 わ れ て い な い。

'.(c)生 産者 と しての捉 え方 ・.、 ,

ハ ー ドウ ェア ・メ.一力が,オ ペ レ}テ ィ ング ・シス テ ムの よ うな コシ ピ

ュ,一久の機 能 の 重要 な部 分 を受 持 っツ フ トウ ェア を生 産 し,1供 給 す る場 合

'は
,バ ー ・ドウ ェアCメ ー カの 伝 統 と,ソ フ トウiア を含 め たシ ステ ム全 体

の 機 能,品 質,性 能 に対 す る顧 客 の期 待 か ら,当 然 ソフ トウ ェアを工業 製

品 の一 つ と考 える。,

この よ うな 立場 か ら見 れ ば,ソ ・フ トウ ェアは エ ンジ ニア ソ ングの対象 で

あ りプ 現 実 に ソ フ トウ ェア ・エ ンジ ニア リ ングに よ って,そ れ は技 術的 に

大 き な進 歩 を もた ら した。,"・ ・

しか し,後 で述 べ る よ うに,法 律 上,あ るい は産 業 分類 上 な どの 別 な見

方 か らは,そ れ は 明 らか に 「工 業 製 品 」 と して の位 置 づ け がな され てい な

いo)「

三(d)産 業 分 類 上 の 捉 え方,t

行 政 管 理 庁 が ま とめ て い る 日本 標 準 産 業 分類 では ジ ソフ トウ ェアは,次

よ うに サ ー ビス業 の 一部 と して位 置づ けて い る。

大 分 類 中 分 類 、 小 分 類 ・.細 分 類

サービス業

情報処理
サービス

情報提供
サ ービス業

その他情報

サー ビス業

一4一
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"ま た
ゾ 小分 類 に 於 て情 報 サ ー ビス業 を,ぞ ユー ス 供 給 業,興 信 所,及

び 広 告 業 と同例 に扱 って い る こ と,.情 報 サ …;ビス業 の中 に,処 理 手 段(ソ

フ トウェ ア)と 成 果 物(処 理 サ ー ビス,提 供 サ ー ビス)を それ ぞ れ 業 とす

る ものが 同居 してい る こ と,な どは 興 味深 い。,

「ソ フ トウ ェア とは 何 か 」 は今 日で も屡 々論 じ られ,そ の際 の 論 点の一

つ は 「イ ンタ ンジ ブ ルで あ るか否 か 」'であ るが,こ の産 業 分 類 で は,ソ フ

トウ ェアを イ ンタ ンジ ブ ル な側 面 か ら捉 えて い る ど考 え られ る。 .

ソフ トウ ェア産 業 発 生 の 初 期 に 於 ては ・ツフ トウェア業 の実 態 は プ ログ

ラ マ派 遣 業 で あ った か ら,当 時 と しては この捉 え方は 已 む を得 なか った で

あ ろ うが,・請 負契 約 が増 え,流 通 商 品 を持 つに至 った 今 日で は,やX不 適

切 な感 を免 れ ない 。',一 、 。

(e}成 果 物の 法 的保 護 か らみ た捉 え方

現 在 長 も論争 の活 溌な 問 題 の 一つ で あ り,そ の 調査 研 究 の成 果 は ソフ ト

ウ ェア産 業 振 興 協会 の ソフ トウ ェア法 的 保 護調 査 委 員 会 の 成果 に侯 つ と こ

ろが 大 きい 。 そ の 中 間 報告 書 の 第 皿章 には,法 律 や 著 名 な 著 作物 上 に記 述

され て い る ソ フ トウ ェアの 定 義8件 が 抄 録 され て お り,こ れ らを大 き く次

の2つ に区 分 してい る。

① ソ フ トウ ェア を,プ ロ グ ラム とほぼ 同 一視 す る考 え方(狭 義 の ソフ ト

ウ ェア) 、 、 、

② ソ フ トウ ェアを,プ ロ グ ラム を含 む コ ンピ ュー タの 効果 的 使 用 に必 要

な知 識 ・技 術 と見 る考 え方(広 義 の ソフ トウェ ア)

そ して,ソ フ トウ ェア の法 的 保 護 の 限界 を 論ず る場 合 に は,そ の保護 が

及 ぶ ソフ トウェ アの 外 延上 の広 が りの ボ ー ダー ライ ンを明 確 に してお く理

論上 の 必 要 が あ り,こ の観 点か ら,ソ フ トウェ アの 範 囲 は 広義 に定 義 され

るの が妥 当 で あ る,と 報 告書 は述 べ てい る。ω

注ω ⇔ ソ フ トウ ェ、ア産業振興協会 ソフ トウェア法的保護調査研究特別委員 会 ソフ トウェア

法的保護の調査研究 に関す る中間報告.昭 和56年3月(P11～15)
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さ らに,同 報 告 書 は,法 的 保 護 の対 象 と して の ソフ トウ ェアが 持つ 法的

特 質 に つい て,次 の2つ を挙 げ セい る。 ・,t・

(D知 的 無 体 物 と しての 性 格 ・

これ に対 す る権 利 と して無 体 財 産 権 が あ り硫そ れ は さ ら に工業 所 有権

と 著 作権 に 分 類 す るこ とが で き る。

特 に ジ ソフ トウ ェア の成 果 物 の一 部で あ る シス テ ム 設計 書,プ ログ ラ

ム設 計 書,フ ロー チ ャ'一ト,'ソ ー ス ・プ ログ ラム,な どの プ ログ ラム関

連 資 料 に つい ては,比 較 的容 易 に そ の 「著 作物 性 」 が 認 め られ る。 しか

し,機 械 語 で 書 か れ た オ ブジ ェ ク ト ・プ ロ グラ ムが 著 作物 性 を持つ か否

か に つい ては;議 論 の 分 れ る とこ ろで あ り,文 化庁 の 著作 権 審 議会 報 告

書 で は否 定 の 立場 を と り,米 国で は 肯 定 され て い る よ うで あ る。

昨 今の マイ コ ンブ ー ムに伴 な う,マ イ コ ン専 門 誌上 を賑 わ して いる

BASICソ ー ス ・プ ログ ラ ムは,こ の側 面 を示 して い る とい って よい で

あ ろ う。

(ii)財 産 的 性 格 ・t

ソフ ト'ウェアは,無 形 の 知的 産 物 として,無 体 財 産権 の 対 象 とな り得

るが,仮 りに特 許 権 また は 著 作権 の 対 象 と して の適 格 要件 を 欠 い た と し

て も,相 当 な経 済 的 価 値 を も った 無形 の 財産 で あ る。 経 済 的価 値が あ る

とい うた め に は,ソ フ トウ ェアは 交換 価値 を持 た なけ れ ば な らないが,

ソ フ トウェ アの ア ンバ ン ド リン グ以 来,独 立の 交換 価 値 が 認 め られる に

②至 って い る
。

す な わ ち,こXで は再 び ソフ トウ ェアの 「物」 と しての 側 面が 登場 す

る。

ソ フ トウ ェアの 法 的 保 護 を 考 える場 合,結 局 「ソ フ トウ ェア とは何 か 」

とい う根 源 の 問 題 に さか のぼ らざ る を得 ず,ム中 間報 告 書 に は様 々な定 義

注② ㊨ ソフトウェア産業振興協会 ソフ トウェア法的保護調査研究特別委員会ソフ トウェア

法的保護の調査研究に関す る中間報告書 昭和56年3月(P18～21)
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や見解が採録 きれ てい る。 これ をみ ると定説 が現われるまでに,ま だか

な りの年月 を要す ると思われ る。

こ の問 題 につ い て の興 味 深 い 主張 の一 つに,コ ンビ ュタ関係 の法律 専

門 家,米 国 ボ ス トン大 学 フ リー ド氏 に よ る次 の説 が あ る,そ れ は 「ソフ

トウ ェ ア とい う言 葉 を形 容 詞 と して使 い,softwareprogram,

softwaredocumentと い うよ うに,コ ンピュー タ ・プ ロ グ ラムの 存

在 形 式 に よ って,用 語 を規 定 す べ きで あ る。 」 とい うもの で あ る。

た しか に,ソ フ トウェ アをそ れ の 権 利 保 護 の面 か ら考 える と,ソ フ ト

ウ ェアが た と え仮 りの 姿だ と して も,あ る形 を した 存在 とし て捉 え,印

刷 物,ソ ー ステ ー プ,フ ァー ム ウ ユア な ど,そ れ らの 個 々につ い て論 じ

る必 要 が あ ろ う。

② ソフ トウ ェアの特 性

法 人 税 基 本通 達8-1-7(昭 和55.5.15改 訂)に,ソ フ トウ ェア開 発

費 用 に つ い て,次 の よ うな説 明が な され てい る。

「他 の 者か ら ソフ トウ ェアの 提供 を受 け,又 は 他の者 に委 託 して ソ フ トウ

ェ ア を開 発 した 場合 にそ の提 供 を受 け る,又 は 委託 す る た め に要 した 費用 は,

令14条 第1項 第9号!・(役 務 の 提供 を受 け るた め に支 出 す る権 利 金 等)に

規定す る繰延資産 に該 当す る。」
/

さ らに,法 人税法 施行 令第14条 が規定 す る繰延資産の範囲に ついては,

①創業費,② 建設利 息,③ 開業費,④ 試験研究費,⑤ 開発費,⑥ 新株発行費,

⑦社債発 行費,⑧ 社 債発行差金,⑨ その他支出の効界が支出の 日以後一年 に

及ぶ もの,と な ってお り,ソ フ トウェアは この⑨ に該当す る,と している。

基本通達 には,派 遣による コーデ ィング作業 を除外 してい るが,資 産増 加

を避け るため に,こ の派遣 コーデ ィングを促進す ることが考 えられ る。この

場合,ソ フ トウェアに対す る社会的責任の増太 に伴 って,ソ フ トウ ェアの開

発が素人の手作 りにな り勝 ちな 自社 開発指 向か ら,徐 々に成果物 に責任 を持

つ請負契 約 に変 りつXあ った時に,そ の傾 向にブ レーキをかける取扱いが打

出 された ことについては,今 後の影響が注 目され る ところであ る。

一7一



一

ソフ トウ ェアの捉 え方 は,こ の よ うに 多様 で あ るが,層そ の原 因 につ い て考

江 ㌶ ≒・次媒 うにまとめ醐 る・

(a⑭ 去に類似の興 ミ酷 し㌍ ・
、

.あ○ は具 つつ似ているものが多⑰ る・≒言うぎ かもしれない・

そ して・ この故 に・多様 な擬 方が蜘 てし1る?
.、

(b)範 囲が 広 い。

ハゴ ㍗ アの解 語 『派些 ぱ め}こ・ハー ド㍗ ア以物 すべて・

を握 ることは堅 自然飾 る・このため・,、互い頃 つ癒 味で ソフトウ

∴エアという肇 を取 締Lを 招 くこと紅 くある・
○ 目的 や 用 途 に従 って,表 現 形態 が変 遷 す る。

プ ログ ラ ム設 計 の た め に シ ス テ ム設計 書 が あ り,プ ロ グラ ミ ングの た

めにプ ログラム設計書がわ る。 プログラマが コンピュータに読 ませ る

ために ソース'プ ロ
、グ ラム提 ぎコ ソ'〈九 の結果作 られるオガ

エ ク トゾr㌘ 峠 ㌣ ピe
,rタ の メモ リ唖 ま障 ための形態 で

あ る。実 際 に 稼 動 中 の ソ フ トウ 干ア は・ コ ンピ ュー タの 機 構が 受 け 付

け 得 る 剖 上 ρ オ ソ?オ フ信 号 の雑 で あ る・
..._lt,

問 題 を複 雑 にす る原 因の 一 つ は,こ れ らすべ て を ソ フ トウ ェア と呼 ぶ

こ とにあ る。`∵ パ ・

・(d未 だ激 しい 技術 変 革 の さ中 に あ る。:-tt?t

'か
っで メ イ・ツメモ リEで 動 い た ソフ トウェ7はtr今 はROMや マイ ク ロ

'
プ ロゼ ッサ な ど,ICやLSI'上 で 動 くよ・うに な6た6

作 り方 も大 き く変 りつXあ る。 例 えば業 務 プ ・グ ラムの分 野で は,プ ロ

グ ラ マで ない 一 般 の 人・々 が使 え る プ ログ ラ ミ'ソグシ ス テ ムが使 わ れ 始 めた

『が
,:一 般の.べが マ シ ンに与 える コマ ン ド群 は ∴今 ま で扱 って きた ソフ ト ウ

〉
エ ア とはか な り異 質 な もの どな る。
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2.1.1∴ ソ フ トウ ェア 分 類 の 考 え 方

分 類 には2つ の アプ ロ ーチ が あ る6一 つ は対 象 に対す 見 方 を整 理 す るため

の もの で あ る。'・ 』

6つ の側 面 か ら眺 めた 図面 か ら,立 体 を表 現 で き る よ うに対 象 を 幾 つか の

性 格 を異 にす る側 面,す なわ ち属性 で捉 え,個 々 の属 性 を 定義 す る と同時 に,

同 じ属 性 に属 す る区 分 を定 義 す る6通 常 区分 は時 代の 変 化 に伴 なbて 変化す

るが,属 性 は 不 変 で あ る。

も う一 つ は,個 々の 対 象 を箱 に入 れ るた めの分 類 で あ る。 統 計 な どの実 務

で は,こ れ は欠 か せ な い6そ して,こ の分 類 を決 め る に 当 って も,前 者の 属

性 の整 理 は極 め て 有効 で あ る。"し ・

特 に,前 述 の よ うに様 々な捉 え方 が な され,し か も今 な お 日進 月 歩 であ る

ソフ トウ ▲アに対 して は,属 性 の 整理 か ら着 手す る こ とが 妥 当 で あ ろ う。

ソフ トウ ェア の捉 え方 を大 別す る と,コ ンピ ュー タ ・プ ログ ラム とほ ぶ同

義 として捉 える狭 義 の ソフ トウ ェ ア と,バ ー ドウェ ア以外 の サ ー ビ ス,そ の

他 す べ て を含 む広 義 の ソフ トウ ェ アが あ るが,問 題 を整理 す るた め に,狭 義

の ソフ トウ ェアの 属 性 と,そ の 他 の もの に対 す る属 性 とを 区別 して扱 うこ と

に した。

(1}プ ログ ラム と して の ソフ トウ ェア

言語 プ ロセ ッサ とい う名 称 に は,コ ンピ ュー タ言 語 を入 力 して 目的 プ ログ

ラ ムを 出 力す る,と い う意 味 と,コ ンパ イ ラと して の構 造 を持 つ,と い う意

味が含まれ る。前者は取扱か う情報形態を示 し,後 者は作 られ方,つ ま り内

部 構造 を示 す。

ま た,産 業 用 プ ログ ラ ム とい う呼 び方 は,明 らか に そ の プ ログ ラムが製 造

会 社 の 業 務 の た め に作 られ てい る こ とを意 味 し,適 用 業種 を示す 。,汎 用 コ ン

ピ ュー タ用,あ る い は マ イ コ ン用 とい う呼 び 方 は, 、そ の プ ログラ ムが 稼動 す

る場 と して の コ ン ピ ュー タ種 別 を示 す。

この よ うに,よ く用 い られ る プ ロ グラ ムの 名称 を幾 つか挙 げ てみ ただけ で
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も,こ れ らが全 く次元の異な った分類概念の下 に分類 され ていることがわか

る。前述の,実 務 に用 い る,箱 に入れ るための分 類では本 来の多次元属性を

一 次元に圧縮せ ざるを得 ないの だが
,こyで は本来の属性 に さかのぼ って,

それを整理 してみ たい。

(D稼 動す る場 か らみ た属性

ソフ トウェアは,発 生 の当初は個々の コ、ソピュータ個有の附属物であ っ
1

た か ら,ま ず そ れ が 稼 動 す る場 と しての,フ ォ ン ・ノイ マ ン形 ハ ー ドウェ

アに よ る分 類 が 考 え られ る。 現在,汎 用 コ ン ピ ュー タは 同一 アー キテ クチ

ャーの 下 に シ リー ズ あ るい は フ ァ ミ リー化 され て い るの で,ソ フ トウェ ア

か らみ る と,同 一 機 種 と して 扱 うこ とが で き る。

下 位 属性 とし て,コ ン ピ ュー タの 種別 よ り重 要 な もの は,オ ペ レーティ

ン グ ・シス テ ム(OS)で あ る。 将 来 機種 を超 えたOSが 普 及 すれ ば,OS

が 上 位 属性 と して扱 か わ れ る よ うに な るで あ ろ う。

結果 と して,稼 動 す る場 と して は,(コ ン ピ ェ一 夕 ・ア ーキ テ クチャー)

+(OS)を 主 な 属 性 と考 える こ とが で きる。 例 を示 せ ば 次 の よ うにな る。

、

`

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

ミニ コ ン ピ ュ ー タ

オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ

専用プロセッサ「 灘 機

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ/プ ロ セ ッサ

DIPS-10401'02'03

F　 「1燃

ACOS"リーズTii§1三i
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この属性は,

(ii)機 能 お よ び 構造 か らみ た 属性1t.tt、 ■ ・.

ソ フ トウ ェアの 守 備 範 囲 か らみ たの が機 能 属 性 であ る。 汎用 大 型 の コ ン

ピ ュー タ ・シス テ ムで は,基 本 プ ロ グラ ムは あた か も大企 業 の組 織 の よ う

に,機 能 炉 階 層的,有 機 的 に構 成 さ れ てお り,そ の外 側 にア プ リ.ケーシ ョ

ン ・ フ.ロ グ ラ ム が 位 置 づ け さ れ る 。 ・., .・.1

個 々の機能 について,通 常個有の作成技術や,特 有の構 造が対応す るの

で,機 能属性 は概 ね構造属性 として捉 えるこ.ともできるが,同 一機 能で あ

って も言語 プロセ ッサな どでは異 なった技術体系に属 す るものがある。

個有の技術 を著漬 し伝承すべ き領域 として,こ の.属性}ま重要 な意味を持

ρ

基本ソフトウェア

「

ノ .

,

次の よ うに展開で きる。

～

～
システム』開発 ご運用支媛プログラム

アプリケーシロン'プ ログラム一丁

… 礪

、 ・ 、 、.。

　　聖篭 タ ー ∵

デ　 ス用プログラム寸 誌 議 履き…㍊:グ1㌧
.」

一 ・プ・ケー プ・グ・・上1曇 導:ヌ . 、
業種別 ア プ リケー シ ・ン ・プ ログ ラム ・..,∴..』'
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(iii)シ ステ ム形態 か らみ た 属性"・"・d

・よ く用 い られ るが 「,例 えば ネ ッ トワ'一グ ・シス テ ム用 プ ロ グ ラ ム の よ

う『に,単 独 で用 い た 場合 は範 囲が 広 過 ぎ て 誤 解 を招 く恐れ が あ る。 常に 他

の属 性 と組 合せ て用 い るべ きで あろ う6tttl

例 えば,次 の よ うに展 開 で き る。・ 甲 一

・ ,iマ ル チ プ ロセ ッサ用 ・i'"

"/: 1"Uン ピ ュご…タ ・ネ ッ トワ ーtク用∫"』"'i"∴

分 散 処 理 用 ㌧"…

会 話 型1ジ ス テ"A用 ・ 』:"t'… ・ ・:'一':"・'tt

む ド ロ モ

オ ン ライ ソシ ステ ム用

バ ッチ シ ステ ム用

㈹ 直接制御す る対象か らみた属性

その プログラムが プロセ ッサの外に向 って何 を直接制御 しているかを示

す。特 にハー ドウェアを制御対象 とす る場合この属性 展開は,よ く用い ら

れ る。

これ は1次 の よ うに 展 開 でき る。

ト

他 のCPU

入 出力 機器`

通 信制 御 装 置

フ ア:イ.くレ∴,

フ フ ソ ト

NC装 置

単 体 タ ー ン キ ー ・マ シ ン:

:
1

升

二12一



●

M扱 か う情報形態 か らみた属性

漢字,図 形,音 声,画 像 と取扱 う情 報形態が拡大す るにつれて,こ う

した属性か らも ソフ トウェアを捉 える必要 が生 じた。 パ

これは,次 のよ うに展 開できる。

文 字 アイテム一 霞 ㍑

選 一]蕊 三
図図形『 螺

音 声

セ ンサ

(Vl)対 象業務か らみ た属性

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グラ ムに於 ては,こ れ が 目的 で あ る た め,極 め

て 重 要 な属 性 で あ る。

これ は,一 般 に 用 い られ る業 種 一 業務 一 サ ブ業 務(例 えば 産 業 用

一 生 産 管 理 用 一 工 程 管 理用)と い う属性 展 開 と共 通 す る。

(vD特 殊 な理 論 や処 理 技 法 に よ る属 性 ・'tt…

適 用 してい る理 論 や 処 理 技 法 が特 に重 要で あ る特 殊 アプ リケ ー シ ・ンプ

ログ ラ ムに於 て は,技 法 が属 性 とな る。 〆"'パ ・パ

例 えば,次 の よ うな もの が あ る。
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ソフ トウ ェア ・シ ミュ レー タ

PERT/CPMプ ログ ラム

数 理計 画 法

有 限要 素 法

値計 算

統 計 計 算,

グ ラ フ理 論

構 文 解 析

i・
1

(VliD商 品 としての属性

商品にする こ とを意図 して作 ったものであるか否か,ど うい う販売上の

性格を もった商品で あるかは契約上の扱かいに大 き く影響 を与 える。

現在定着 しつSあ る区分は,次 の通 りである。

バ ン ドル ・ ソ フ トウ ェ ア

アガソトル'ソフト∵ 嘉 鷲

カ ス タ ム ・ソフ トウ ェア

(i>0そ の他 の 属 性

以 上 の 他 に も幾 つ か 挙 げ られ るが,こ れ らは以 下 に列 記 す る に止 め る。

○記述 言 語 か らみ た属 性

○扱 か う情 報 フ ァイ ルか らみ た属 性

例 えば ・ 、.

環 境 情 報 シス テ ム

一14一
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■

・ ・ 科学 技 術 文 献 情 報 シス テ ム

特 許情報 シス テム

労 働情 報 シス テ ム等

② プ ロ グ ラムに 関す る ドキ ュ メ ン ト及 び 媒 体..

広 義 の ソフ トウ ェア と狭 義 の それ との差 は,ノ ウハ ウ,サ ー ビス な どの 無

形 な も の と,書 類や 媒 体 に 記 録 され て,何 等 かの 形 態 を も っ もの とに 分 け ら

れ る。

無形 な ものは議論の対象か ら外 し,有 形ρ もの について属性 を考 えると・

一つ は記録 され ている内容であ り,も う「つは記録 されてい る形態で ある。
■

これ ら2つ の属性 を組合せ ると,お よそ次の よ うになる。

熊

内 囲
容

紙

印

刷

物

磁

気
テ

|

プ

磁

藝

〉

R

O

M

IL

CS

I

回

路

設計 ノウハウ ドキュメン ト 専門書

システム仕様 〃

設 計 仕 様 〃

1

使 用 法 アニ ュマル

ソ ー ス ・
"プ ロ グ ラ ム

"

コー デ ィン グ

シ ー ト

ソ ー ス

リス ト

ソ ー ス
o

チ ー フ

ソ ー ス

デ ィス ク

オ ブ ジ ュ ク ト・

プ ロ グ ラ ム

オ ブジュク ト

リス ト

オブジェクト
o

チ ー フ

オブジュク ト

ディス ク

ロードされた

ROM

フ ァ ー ム

ウ ェ ア

デ ー タ ベ ー ス ○ ○ ○

(注)形 態 と,そ れに入れ る内容は,技 術進歩 によって今後大いに変化 し得 る。
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前 述 の よ うに,法 律 家 の 「ソフ トウ ェア を形 容 詞 として 用 い るべ きだ 」 ど

い う主 張 は,こ の マ トリ ッ クスの各 々の エ ン トリにつ い て,個 別 に法 的取 扱

か い を議 論 し規 定す べ き こ とを意味 して い る。

最 近 の 法 的 保 護の 論 点 は,著 作権 に よる ソ フ トウ ェアの権 利 保護 が ・ マ ト

リッ'クスの どの 部 分 ま で カバ ーす べ き か,と い うこ ととダ ソフ トウェアの特

許 性 の有 無,あ る とす れ ば それが 成立 す る条 件 につ いで,で あ る。'

(3)ま とめ

以上述べた よ うに,ソ フ トウェアは多次元の属性空間の中にあ り,そ れ ら

個 々の次元が他 の分野 に若 干の類似性 を持つ。この ことを認識 した上℃ 実

務上は実際の 頻度や重点に照 らして,現 実的 な捉 え方 をす るべ きで あろう。

傷
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'

2.1.2「 プ ログ ラム開 発 に 関す る新 高度 化計 画」 に お け る ソフ十 ウ ェア(プ

ログ ラム)と は

ソ フ トウ ゴア とは,2.1.1の ソフ トウ ェア分 類 ・体系 に 記 され て い る よ う

に物 と して定 着 し得 ない 又 ソフ トウ エアの属 性 も種 々 の立 場 が あ り;定 まっ

た 見方 が で き るもの で はな い。、そ こで 当 委員 会 と しては,コ ゾセ プ ト面,生

産 実積 予測 面 等か ら種 々検 討 され た結 果,通 商 産業 省 の 「電 子 計 算機 利 用 高

度化計画S3}に お ける情 報処理の振 興を図るため,開 発 を特に促進する必要が

ある プログラムの開発 目標及び情報処理の振興を図るため,利 用 を特 に促進

す る必要 があ る電 子計算機 の設置 目標について定めたものか らプログラ ム開

発 目標で使用 された分類体系 に従 うことに した。・.

(1}プ ロ グラム開発 に関す る新高度化計画 ・ 、

この計画 は,大 き く分けて2つ に分かれてお り、,まず41番 目につ いご(,今

後5年 間にわ たる情報処理量 の飛躍的増加,社 会 ・生活領域の情報化,分 散

処理の進展,プ ログラムの開 発 ・保守 コス トの増大等情報処理 をめ ぐる環境

の変化を踏 ま えた新計 画の基本理念 について述べ,開 発す べ きプ ロ久ラムを

明記す る とともに,ユ ーザイ ンタフェー ス,通 信 プロ トコル,プ ログラム言

語等の標準化 を推進 し,プ ログラムの流通基盤 を整備す るこ とに重点 を置 く

ことを 明言 してい る。㌦ ・

2番 目について は,具 体 的に各 プログラムにおいて開発すべ き事項 を述べ

ている。前回の計画 と大 き く異なる点は,次 の2点 である。

川 前 回計 画は,開 発 すべ き事項 として,単 に性 能向上,汎 用化,実 用化

の3種 類に類別 していた が,今 回の計画では',さ らにその内容 を操 作性の

舟向上 とか信頼性 の向上 とい うよ ケに
プ各 プログラム毎 に開発すべ き事項を

具体的 に明記す ることによ ってわか りやす くな った こ と。 、.,,・

「

注(3)昭 和55年11月 以 来,会 長 代理野見山勉(情 報処理振興事業協会理事長).Kノ}一 ドウ,

エア専 門委員 グループ(主 査宮川公男一橋大学教授)及 びソフ トウェア専門委員グル ープ

(主 査米田信夫東京大学教授)を 設けて検討 を進め6月30日 同 審議会 に諮 り,7月18

日告 示
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(ii)近 年,大 量 情報 の効 率 的 管 理 の 必要 性 の増 加 を考 慮 し て,5と してデ

ー タ ベ ー ス用 プ ログラ ムを大 項 目と して追 加 した こ と
。

以上 の2点 が 全体 と して大 き く変 わ った 点 であ る が,細 か い 変 更 点 につい

て は,後 に詳細 説 明 を行 う際 に 述 べ る こ ととす る。'

全 体 の プ ログ ラ ム高 度 化 計 画 は 図2-1,図2-2に 示 す よ うに制 御 プ ロ

セ ッサ,シ ス テ ム関 係,運 用支 援 プ ログラ ム,デ ー タベー ス用 プ ロ グ ラム及

び ア プ リケ ーツ ヨン ・プ ロ グラ ムに分 け られ て お り,,そ れ ぞ れ の プ ロ グ ラム

説明は次あようになる。

1.制 御 プ ロ グラ ム',『:t,

コ ン ピェ ー タが 効 率 的 に 運転 され るた めに は,中 央 処 理 装 置,入 出 力装置

記 憶 装 置 な どを,ジ ョブ に合 わ せ て,量 的 あ るい は時 間 的 に最 適 に割 り当て

る必 要 が あ り,・ま た利 用 者 に対 して'も容易 に利 用 で きる手 段 が 提供 さ れ る必

要が あ る。'制御 プ ロ グラ ム と}ヰ,こ の よ うに コン ピ ェー タの 全 体 の 動 きを統

括 す る プ ログ ラムで あ る。

現 在 の コ ンピ ュー タシ ス テ ムは,バ ッチ処 理,オ ンライ ン リア ル タイ.ム処

理,タ イ ム シ ェア リン グ処 理 等 を 同 時 に 行 ケこ とや,複 数 の コ ン ピ ュー タを

結 合 して 利 用す る こ とが盛 ん に な って お り,制 御 プ ログ ラ ム に要 求 され.る機

能 が 多 様 化 して きて い る。 この た め,制 御 プ ログ ラ ムが 巨大 化 し,処 理 効率

や操 作 性 が低 下す る とい う弊 害 が 出 て きてい る。㌧

制御 プ ログ ラ ムは,全 体 と して,高 価 な ハ ー ドウェア を如 何 に効率 良 く利

用す るか どい うこと に主 眼 を置 き,ソ フ トウ ユア 資産 の利 用 を前 提 と した汎

用 的 な制 御 プ ロ グラ ム と,近 年,マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ等 ハ ー ドウ ェア の価

格低 下 に 伴 い」 特 殊 用 途 を指 向 した専 用的 な制御 プ ロ グ ラムの 太 き ぐ分 けて

2つ の流 れ が あ る。

前者 の汎 用制 御 プ ロ グ ラム にお い て は,パ ッチ 処理 やTSS処 理 等 を一 体

化 した もの が主 体 とな って お り,か な り性能 向上 が 図 られ た が,今 後,更 に

注〔4)電子計算機利用高度化計画関係資料集 昭和56年7月 通商産業省より抜粋 ・
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図2-1 電子計算機利用高度化計画

`

● ・
プ

ロ

グ

ラ

ム

開

発

に

関

す

る

新

高

度

化

計

画

1.制 御 プログラム

[
任)汎 用 コンピュ一 夕シヌテム用制御 プOグ ラム

(2}専 用 コンピュー タ.システム用制御 プログ ラム

㈲ 仮想 マシンシス テム用制御 プログラム

之 通値制御プログラム

巨き ㌶辮 多:1
3.富 田 プロセプサ

[
{D汎 用言語プ ロセ フサ

{2}簡 易泡語プロセ7サ

{3}シ ステム記述用言語プ・oセ,サ

C4)問 題 向き言語 プロセフサ

アプ リケーシ■ン,プ ログ ラム

U)基 礎共通的情報処理用プログラム

社会公共用プログラム

産業用プログラム

④ 研究開発用プログラム,L' ■∨ 幽,

■

●
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(

1 制御プログラム'..

ほ)汎 用コンピュータシステム用制御プログラム
.コ ンピ

ュ→タ.システムの大規模化,オ ンライン化 利用者層の拡大等

に対処するため,機 密保護機能,信 頼性,保 全性及び操作性の向上,フ

ァームウェア化による処理効率の向上,巨 大化したプログラムのモジュ'.
一ル化,分 散化等を図る。'㌧

専用コンピュータシステム用制御プログラム ビ 　 の

周辺機器制餌」並列処 理 データベース管理,ソ フ トウェア開発等の

特定の用途に用いられる専用コン ピュータシステムの利用の高度化を図

るため,機 能分担及び負荷分担の最適化,マ ンマシンインタフェースの

改善による操作性の向上等を図る。

3)仮 想マシンシステム用制御プログラム'/t

コンピュータシステムを仮想化す るζとによりプOグ ラムの流通促進

及び長寿命化を図るため,仮 想制御機能の向上,フ ァームウ三ア化によ

る処理効率の向上等を図る。 ㌧..

通信制御プログラムr、,

1)コ ンピュータネ ットワーク用通信制御プログラム'..「.

電子計算硫 端末機,回 線網等のネプトワーク資源の統一的利用を促

進するため,フ ァイル転送,ジeブ 転送等における高位プロ トコルの整`

備に即応しつつ,処 理効率及び機密保護機能の向上,マ ンマシンイ.ンタ

フメースの改善による操作性の向上,ネ ットワークアーキテクチ〔の異

なるコンピュータネットワークを接続す るためのプロトコル変換機能の

向上等を図 る。.】

コンピュータネフトワーク運転管理局プログラム ・

コンピュータネッ トワークの拡大に伴い,ネ プトワークを効率良 く運

転管理するため,ネ ットワーク資源の最適化管理機能及び遠隔保守機能

の向上,ネ ットワークの自動運転機能及び異常対処機能の向上等を図る。

3ド デ一夕交換網用通信制御プログラム

データ交換網の高度利用を推進す るため,交 換機能の向上,付 加機能

及び網管理機能の充実当を図る。

秦 高度通信制御プログラム

、 文字,音 再 図形 画像等の多様な情報形態及び構内通信等の多様な

通信形態において,通 信を効率良く行 うため,多 様な情報形態を体系的

に扱うことのできる通信プロ トコルの整備に即応しつつ,情 報形態相互 』

の変換機能の向上,高 速 ・広帯域伝送制御機能,通 信管理機能の向上等

を図る。

5.言 語プロセッサ.・

)汎 用言語プOセ ッサ
＼ プログラム言語の汎用化及び標準化を推進するため,国 際標準の動向

に準拠した言語プロセ ッサの開発を促進するとともに,対 話機能の実充

等による操作性の向上,処 理効率の向上,処 理内容の高度化等を図る。

2}簡 易言語プロセッサ.

一般ユーザによる電子計算機の利用に容易にするため,対 話機能及び

ガイダンス機能の充実等による操作性の向上,適 用範囲の拡大等を図る。

(3)シ ステム記述用言語プロセvサ

システムソフ トウェアの開発を効巻良く行 うため,シ ステム記述用言
'
語の高水準化,生 成プログラムの処理効率の向上等を図る。

4)問 題向き言語プロセフサ"

特定の分野におけるプログラムの作成を容易にす るため,対 話機能及

・ びガイダンス機能の充実等による操作性の向上,処 理効率及び図形処理

機能の向上,適 用分野の拡大等を図 る。

4,シ ステム開発 ・運用支援プログラム

1}'シ ステム開発管理支援プログラム

システムの開発工程 ソフ トウェアの履歴等を一貫して効率良く管理

す るため,プ ログラム,ド キュメン ト,管 理情報等のデータベース化,

要員,資 金等に関する有効な計画 ・管理機能の実用化,マ ンマシンイン

タフェースの改善による操作性の向上等を図る。

働 システム設計支援プログラム

ノ＼一 ドウ土ア,ソ フ トウェア,デ ータベース等のシステム構成を効率

良 く設計するため,対 話機能の充実等による操作性の向一ヒ,日 本語処理

機能及び要求分析 ・要求定義機能の実用化等を図る。

31ソ フ トウェア作成支援プログラム

ソフトウェアを効率良 く作成するため,プ ログラムの自動作成機能の

向上,対 話機能の充実等による操作性の向上,プ ログラムモジュールの

管理 ・編集機能の向上,テ ヌ トデ一夕作成機能の向上等を図る。

}シ ステム検査"評 価支援プ ログラム

完成したシステムの検査及び評価を適正かつ効率良 く行 うため,.客観
ロ

的な検査及び評価の基準の整備に即応しっつ,定 量的検査機能の向上,
'処 理能力の測定機能の向上等を図る

。

5}'ソ フトウェア保守支援プoグ ラム
'完成したソフ トウ

ェアを効率良く保守するため,プ ログラム解析機能

,の向上,プ ログラムの一部変更に伴う影響の解析機能の実用化,ド キュ

メン ト編集機能の向上,対 話機能の充実等による操作性の向上等を図 る。

[6)シ ステム運用支援プログラム

システムを効率良 く運用す るため.自 動運転機能の向ム システム運

転情報の管理 ・分析機能の向上,負 荷に応じた運転構成の決定機能の向

上等を図る。

7}プ ログラム変換支援プログラム

プ ログラムの流通促進及び有効利用を図 るため,変 換率及び変換検証

機能の向上等を図る。

5,デ ータベース用プログラム 「.

1}デ 一夕ペrス 管理システム用プログラム

複雑かつ大量のデータを有機的に収容し,ま た,巨 大化 し,分 散化し,

多様化す るデータベースを効率良く管理するため,マ ンマシンインタフ

ェースの改善による操作性の向上,ア クセヌ手法の改善による処理効率

の向上,機 密保護機能の向上等を図る。

2)デ ー タベース運用支援プログラム

データベース管理システムを効率良 く運用するため,デ ータベース作

,成 ・再構成機能の向上,デ ータベース間のデータ変換機能の向上等を図

る0

3}情 報検 索用プログラム

・ 情報検索を容易に行うため,検 索効率の向上,マ ンマシンインタフェ

ースの改善による操作性の向上等を図る。

アプ リケーションプログラム

{1i基 礎共通的情報処理用プログラム

電子計算機の利用の容易化及び高度化を図るため,パ ターン情報処理

機能の向上,日 本語,図 表等に係る文書処理機能の向上,自 然語解釈,

推論等の知識情報処理機能の実用化,機 密保護機能の向上等を図る。

(2}社 会公共用プログラム.
'
国民生活の利便の向上に費するため,医 療用プログラム,教 育用プロ

グラム,環 境管理用プログラム,防 災・防犯用プログラム,生 活情報サ
ービス用プログラム等の開発を促進す るとともに.マ ンマシンインタフ

ェースの改善による操作性の向上,機 密保護機能の向上等を図る。

{3}産 業用プログラム..

産業の各部 門における業務の高度化に資するため、経営計画 ・経営管.

理用プ ログラム,設 計 ・生産用プログラム,流 通・サービス用プログラ

ム等の性能向上を図るとともに,デ ータベース利用機能の向上 マンマ

シンインタフェースの改善による操作性の向上,業 務内容が定型化した

分野におけるプログラムの汎用化等を図る。

ω 研究開発用プログラム. ..`

開発計画の立案..開発の実施,開 発成果の評価等の各段階において,

研究開発を効率良 く総合的に行い,ま た,技 術先端分野における研究開

発を促進するため,実 験支援 ・解析用プログラム,シ ミューシ ・ン用

プログラム等の性能向上を図るとともに,.データベース利用機能及び高

速計算機利用機能の向上,マ ンマシンインタフェースの改善による操作

性の向上.処 理効率の向上等を図る。
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利用 者の運用,操 作性 を向上 させ るため にξ信頼性,保 全性,処 理 効率 を高

める とどもに,構 成ユニ ッ ト間の 負荷配分や多数の人 間が同時 に使 うため,

機密保護機能の充実等が望 まれ る。 ・

後者の専用的な制御 プ ログラムについ てはte目 的に合 ったもg)が,ス タソ

ボ ア ロソ型 を中心に種 々開発 され ているが一 日本語処理 に よる操作性の 向上

や ホス トコ ンピェータと接続 した場合の機能分担や 負荷分担 の最適化機能の

向上 等 を 図 る必 要 が あ る。1、 ノ.、 ・:

また,コ ンピ ュー タ関連 費 の中 で,ソ7:ト ウ ェ7コ ス トが 増 大 して い る今

日,ハ ー ドウェ アやOSが 変 更 され る毎 にプ ログ ラ ムを作 り直 す こ とは 困難

に な りつ つ あ る。 この た め,プ 創 グラ ムの モジ ュール化 や 仮 想 す シ ソシステ

ムが 利 用 され る よ うに な って お り,仮 想 制 御機 能 や処 理 効 率 の 向上 等 が 望 ま

れ てい る。t"・t'.,・.1

そ こで本 計 画 で は'　 ,,'・

"
(1)汎 用 ゴ ソピ ュー タ シス デ ム用 制 御 プ ロ グラ ム

(2)専 用 コ ソ ピュー タ シ入 デ ム用 制 御 プ ログ ラム ・ ・tt`,

(3)'仮 想 マ シ ジシス テ ム用 制 御 プ ログ ラム"J

に3分 類 し,そ れ ぞれ 計 画 に示 され て い る機 能 の向 上 を 図 る こ とを 目標 と し

て い る。 ・,、

2.通 信 制 御 プirグ ラ ム

通 信 制 御 プ ログ ラ ム とは,通 信 回線 と情 報処 理 システ ム.の結 合 点(フ ワン

トエ ン ドプ ロセ ッサ等)あ るい は,コ ソピ ュー タ ネ ッ トワーニクの ノー ド上 に

位 置す る プ 亘 グ ラムで,コ ン ピ ュー タ と端 末の 間 の通 信 や 通 信 網 を有機 的か

つ体系的に制御 ・管理す るプ ログ ラムの ことで ある。 ・

」データ通信 につい ては
,デ ジダル交換網がすでに実用化 され,ま た通信に

際 してめ発信 ・受信の規約で ある通信 プロ トコルについて も国際的 な標準化

が進み1特 に低位 プtiト コルの標準化 はほぼ完成の域 に達 しているため,効

率 の 良い 安 定 し た通 信 制 御 プ ログ ラム が提 供 され つ つ あ る。^'一 、
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この よ うに通信制御に関す る基本的 な プログラムは確立されてきているため・

開発の重点は,更 に高度な分 散処 理,操 作性 の向上,パ ケ ット交換 網の機能

充実等 に移 って さてい る。 具体的には,フ ァイル転送,ジ ョブ転 送等の高位

プロ トコルの整備,異 種ネ ッ トワー クの相 互接続機能の向上,文 字 ・音声 ・

画像等 の多様 な情報形態及び通信形態を体系的に扱 うことのできるマルチメ

デ ィア機能の向上等 が望 まれてい る。

そ こで本計画では,

田 コンピュータ間及び コンピュータ,一端 末間の通信 をコ ン トロールする

ネ ッ トワー クシス テム用通信制 御 プログ ラム

② コ ンピュー タネ ッ トワー クの拡大に伴い,ネ ッ トワー クを効 率良 く運

転管理す るための コンピュータネ ッ トワー ク運転管理用 プログラム

③ パ ケ ッ ト交換,回 線交換等 のデー タ交換網の高度利用 を推進す るデー

タ交換用通信制御 プログラム

(4)文 字 ・音 声 ・画像等の多様な情報形態及び光通信,構 内通信等 の多様

な通信形態 を体系的 に扱 うための高度通信制御 プ ログラム

の4つ の プログラムに分類 し,そ れぞれの プ ログラムの開発の 目標 を定めて

いる。

3.言 語 プロセ ッサ

言語 プロセ ッサ とは,FORTRAN,COBOL等 の言語 をコソピェー タが

理解で きる機械 語や 中間に介在す る言語に翻訳す る プロ グラムのこ とで,プ

ログラムの開発や実行に際 して必要 となる ものである。

近年の半導 体技術 の進歩 に伴い,ハ ー ドウェアの価格は減少 しているが,

プログラム開発 の効率化 は進展がみ られ るものの,ハ ー ドウェアの性能 向上

に比べ て進歩が著 し く遅 い。 そ こで,COBOL,FORTRAN等 の 汎用高水

準言語 プ ロセ ッサの 処理効率を向上 させ,そ の結果 としてで きた オブジ ェク

トプログラムの 処理スピー ドを上げ るとい う考 え方に基づ いて,各 種性能 向

上 が行 われた。 また一方においては,コ ンピ ュー タの知 識をあま り持たない
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ユ ーザが1コ ン ピ ュー タ を利用 す る機 会 が 高 ま っ て きてい る た め・簡 易で使

い易 い言 語 プ ロセ ッサ の 開 発 が要 請 され てい る。

この よ うな状 況 をふ ま え,今 回の 計 画 では

(1)COBOL,FORTRANの よ うに あ る程 度 コ ンピ ュー タに関 して知識

を持 って い る人 々が 使 う汎 用 的 な 言 語 プ ロセ ッサ

② コ ン ピ ュー タに 関 して,ほ とん ど知 識 を持 た な くて も使 うこ との でき

る簡易 言語 プ ロセ ッ、サ

(3}コ ンピ ュ ー タメ ー カ等 に お い てか な り専 門知 識 を持 った人 が使 う,O

S等 の シ ス テ ム を記 述す る た め の言 語 プ ロセ ッサ

{4)実 際 の 利 用 分 野 に お い て,各 業 務 に精 通 した ユーザ が,特 定 の 問題 を

処理 す る た め に使 う問 題 向 きプ ロセ ッサ

の4つ に分 類 し,そ れ ぞ れ の達 成 す べ き 目標 を定 めてい る。

前 回 の 計 画 と大 き く異 な る点 は,② の一 般 ユ ーザ に よる コ ン ピ ュー タの利

用 を容 易 にす るた めの 簡 易 言 語 プ ロセ ッサ とい う もの を大 き く打 ち出 した 点

で あ る。

4.シ ス テ ム開発 ・運 用 支 援 プログ ラム

シ ス テ ム開 発 ・運用 支 援 プロ グ ラム とは,コ ン ピ ュー タ シス テ ム を開 発 ・

保 守 ・運 用 する 際 に,各 種 プ ログ ラ ムや ドキ ュメ ン トの 開 発 ・保守 ・管 理や

シ ス テ ムの性 能 評 価 な どを,コ ンピ ュ ー タを導 入 す る こ とに よ り,生 産 性 ・

信 頼 性 を向 上 させ るた め の プロ グ ラ ムで あ る。

過 去5年 間 に お い て は,コ ン ピ ュー タ と対 話形 式 で ソフ トウ ェア を開発す

る た めの プ ログ ラムが 充 実 す る な ど,あ る程 度 実 用 レベル の も のが 開 発 され

たが,ま だ 性 能 が 十 分 で な く,限 られ た範 囲 の比 較 的 レベ ル の 高 い使 用 者 に

よ って利 用 され てい る に と どま ってい る。

近 年,ソ フ トウ ェアの開 発 及 び 保 守の た めの コ ス トが 増 大 し,今 や コ ンピ

ュー タ関 連 費 用 の うち,約8割 に達 してい る と言 われ てい る。(表2-1)
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表2-1八 二 ドウ ェア,ソ フ トウ ェ7の 開発 ・保 守 の 費 用 比 率

(TRW社 のB.W.k－ ムtによる参考 文 献)L

o

(!!!)

1`

、

1

,
シ(… ズ)

要 求 仕 様
明 硫 化 7'

'

、

.

、`

No

㊨N: 契約書の作成 ≒(・ …)

,

s

F.¶

ξ

受注活動として事前
調査と要求
仕 要 の敷 収

受注仕様の作成
と見積●作成
ノ

一

、 へ.

4

`

晶

.

一.

、 、̂、

'パ

じ

この た め,コ ン ピ ュー タを利 用 し,〉あ る程 度 ソフ トウェ ア を 自動 的 に生産

す る'ことに よ りジ 』 ス トを 減少 させ る こ とが必 要で あ る。'X

そこ で;ラ ブ'ド ウェ ア開 発 を,設 計,作 成,検 査;評 価:保 守 〆蓮 府 とい

う各段 階 で とち え;か ら ∴ ニ ドウ ≡ア も含 め た シス デ ム全 体 と して 効 率良 く

経 済 的 に 開 発 す る 重 要 性 が 高 まら て き て い る。'tt'tt-'・1・ ∵ ジ ・

こめ ま らな理 由か ら;'前 回 計 画 で は,'「 ソフ トウ≡ ア開 発 管理 支援 プロ グ

ラムヨ 芝な っそい た もの を,今 回は ン・一 ドゥェ ァ・と'ゾラ トウ ェアを 含 めた コ

シ ピ ュご ダジ ステ ム全 体 と しk・:t'ら え,'項 目を'「ウ スデ ムー開発 ・運用 支援 プ

ロ グ ラ ム 」 と 改 め,"㎡ ・":一 ∵ し

(1}シ ス テ ム 開 発 管 理 支 援 プ ロ グ ラ ム"t・'1'

か ら'一 ・'ル;一'∵ ・・ … ㌧'・ ぐ・:い:三

(7)プ ロ グ ラ ウ 変 換 プ ロ グ ラ ム

'
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まで,コ ンピュータシステムの ライ フサ イ クノrに沿って プログ7ム を整理 し

て い る 。,.、

5.デ ー タ ベ ー ス 用 プ ロ グ ラ ム 、..

、データベース用ブpグ ラムとは,大 量のデータを有機的に収容しているデ
ータベースを端 琴又は糊 す障 め財 ログラ耳 近年・情 報のはんら

んと呼ばれ硯 聖 跡 で・大量鰯 を辮 的}r鯉 頭 重難 の増力 こ伴

シ・吟 興 たに大鯛 として江 た⑭ であり・このプログラムは今後とも

ますます重要照 るもの課 わ姫 ・

過 去5一年 間 に,コ ンピ ュ:・タ メ三 力は 各社 とも,こ の*う な デrタ づ 一 ス

用 プ ログラAをOSの 中に用意 し,又 ㌣汎用的t4・『ッ乞一ジbiプ ログ ラムリ

開発 も行 わ れ,か な り普 及 してY・る(㌧.L, 、、 、 、

今 後 は・ 分 散 型 デー タ ベ ー スや 大量 デ ー タベ ース の構 築 を 目指 し・ 操作 性

の 向上 や 機 密 保 護 機能 の 向上 等 を図 る必 要 炉 あ る○㍉、p 、.:

6.ア プ リケー シ ョ ンプ ロ グラ ム

ア プ リケー シ ョンプ ログ ラム とは,産 業 界等 に お いて 最終 ユ ー ザ(エ ン ド

ユ ーザ)の 問 題 を,コ ンピ ュー タを利 用 して処 理す る際 に使 わ れ る プ ログ ラ

ムの 総称 で あ る。

ω の 基礎 共 通 的 プ ログ ラム とは,文 書処 理,パ ター ン情報 処 理,知 識情 報

処 理 等,プ ログ ラムの 使 わ れ る場 所 に関 係 な く,共 通 的 に用い られ る プ ログ

ラ ム を ま とめ た も ので ある。

(2)は,医 療,教 育,環 境管 理 とい った 非常 に公共 性 の 高い プ ログ ラ ムで,

前 回 計 画 の社 会 開発 用 プ ログ ラ ムに対 応 す る。、

(3)は,製 造部 門,流 通 ・サ ー ビ ス部 門等 の 産業 分 野 で用 い られ る プ ログ ラ

ムの こ とで,CAD/CAM等 の設 計 ・生 産 用 プ ログ ラ ム,配 送在 庫管 理 用

プ ログ ラ ム,経 営 計 画 用 プ ログ ラ ム等 を ま とめた もの で あ る。

(4}は,研 究 分 野で 用 い られ る プ ログ ラムの こ とであ り,今 後,研 究 開発 分

野 が ます ます 重要 に な る こ とを 予想 し,研 究 作 業 の初 率化,自 動 化 を 目指 し
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た り,原 子 力 ・宇宙等 の技術先端分野 にお ける研究 開発を促進するため,ス

ーパー コンピュー タの利用等に重点 を置いてお り
,前 回計画の科学技術計算

用 プログ ラムに対応 してい る。

アプ リケーシ ョンプログラムは,ハ ー ドウェアの コス トパフ ォーマ ンスの

上昇,デ 三夕ペースの性能向上,日 本語処理 の発展等 の関連分 野の進展 と相

まって,全 般 的に実用化 及び性能 向上が進んだ。 しか し,社 会公共用 プログ

ラムの一部 と生産用 プログラムの一 部に関 しては,十 分 な開発が行われ てお

らず,ま た,重 複開発が 目立 ってお り,汎 用化 が進 んでいない。

今後,ア プ リケー シ ョンプ ログラムの発展を促進す るためには,質 の良い

プログラムを開発す る と同時に,業 務内容が定型化 した分野においては,プ

ログラムのパ ッケージ化を行い,汎 用性を持 たせ,プ ログラムの流 通を促進

す ることが重要である。"

以下,巻 末に詳細V資 料(127頁 よ り)参 照

一26一



ソ フ トウ ェア の標 準化
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2.2・ ソフ トウ エ ア の標 準 化

ここ では,2:1に おい て 限定 した ソフ トウ ェア に関 して,い か な る項 目を

標 準 化す べ きか を論 ず る。標 準化 す べ き項 目を,組 織 的 ・系統 的 に導 出す る

た め に,先 ず2.2.1で,何 を 目的 と して標 準 化 を 考 え るの か とい う根 本 問題

を 論 じ,2.2.2に お いて その 立 場 か ら考 察す る と き,標 準化 す べ き項 目を プ

どの よ うな場 に お い て,ど の よ うな面 か ら考 え るべ き か を論 ず る。 す なわ ち,

2.2.1及 び2.2.2に おい て 標 準 化項 目を導 出 す る視 座 を 確 立す る。

次 に,2.2.3に お い て,具 体的 標準 化 項 目 を論 じるが,最 初 に2.・2.3.:1で,

ISO/TC97及 びJISCの 情 報 部 会 にお い て どの よ うな項 目が ど の よ

うに標 準 化 され て い るか,ま た 標 準化 され よう と して い るか,そ の現 状 を述

べ る。 続 い て2.2.3.2及 び2.2.3.3に お い て,2.2.2で 定 め た視 座 か ら,具

体 的 に必 要 とな る 標 準化 項 目を 導 出 し,必 要 に応 じて それ に関 して考 慮す べ

き問 題 を述べ る。

2.2.1標 準化 の 目 的 と そ の考 え方

2.1で 述 べ た よ うに,こ こで は製 品(プ ロ ダ ク ト)と しての ソフ トウ ェ ア

を考 える。 製 品 に は,大 き く分 け て 一般 流 通 品 と注 文 品 とが ある。 これ らの

製 品 を媒 介 と して 次 の三 つの 場:プ,

・生 産 の場

・利 用 の場

・両 者 の イ ン タ フ ェ ースの 場

が 存 在 す る。 これ らの 相 互関 係 を図式 的 に示 す と次の よ うに な る。

品

(汎 用 ソフ トウェア)

注 品

受注 ソフ トウェア)
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さて,製 品に対 する 自然 な要求 は,利 用の場か らすれば,良 い製品 を有効

に使用で ぎるとい うことで あ り,生 産の場か らすれぼ,良 い製 品を効率 良 く

つ くるとい うことで あ り,イ ンタフェースの場か らすれば,流 通品 につい て

は,良 い製品を選択 できるとい うことであ り,注 文 品については,利 用者(

発注者)・ 生産者(受 注者)間 で,製 品に関す る情報が 適確に相互伝達 でき

るとい うことであ るとす なわ ち,そ れぞれの場 における上 述の 目的 を整理す

ると以下の ようにな る◇ ・

(1)利 用の場 ・

旬 良い製品 を入手す る。'「 、 ㍉

(b)そ れ を有効(効 率 良 く)使 用す る。

(2)生 産の場

'(a)良 い製品 をつ くる
。

(b)そ れを効率 良 くつ くる。

(3)イ ンタフェースの場

(a)一 般流通品(汎 用 ソフ トウ ェア):良 い製品 を選択で きる。

{b)注 文 品(受 注 ソフ トウ ェア):発 注者 ・受注者間で情報が適 確に相互
'
、 ・ 、・ 伝達 できる。

標準化の 目的は,こ れ らそれ ぞれの場 における 目的を実現 す ることであると

考 える。 そ こで,こ こに示 した各事項を更に分析 して,ど の よ・うな項 目をど

の ように標準化 したな らば,こ れ らの 目的が実現 されるか を考 察す る。

2.2.2.標 準 化 項 目の 体 系t-.'・ 、

前 節 に示 した考 え方 は,ソ フ トウ ェ アに限 らず 工 業 製 品 一般 に 適 用で きる

もの であ るが,こ の節 で は,前 節 に 述べ た各 目的 を一 層 分 析 す るに 当 って,

製 品 を ソ フ トウ ェ アに限 定 した 場 合 につ い て考 察す る。 ・

前 節 の(1)a),(2)a),(3)a)に おい て は,い ずれ も"良 い 製 品"と い う

ことが 問題 に な っ てい る。 ま た,(3)b)も 結 局 は,注 文 品 に 関 して"良 い 製

L
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品"を 製 作 し,入 手 す る こ とが 目的 で ある。 そ こで 第 一 に2.2.2.1に おい て,

ソフ トウェ アの場 合,"良 い 製 品"と は何 か を考 え る。

前 節 の(1)b),(2)b)は,い ず れ も"効 率"を 問 題 に して い る。 そ こで 第

二 に2.2.2.2に お いて,ソ フ トウ ェアの 場合 パ"効 率 良 くつ くる1'〈,"効 率

良 く使 用す る"と は何 で あ るか を 論ず る。

最後 に,2.2.2.3に おい て 前節 の(3)の 目的 が実 現 され るた め に は,ど の よ

うな情 報 が必 要 で あ る か を述 べ る。

`

2.2.2.1.良 い製 品 と は 何 か

(1)一 般 流 通 品(汎 用 ソフ トウ ェアう の場 合t・:・j、 、

(a)ニ ー ズの充 足性:そ の製 品 の処 理機能 が,利 用者 の ニ ーズ を ど の くら

い 満 して い るか とい うこ と1。これ が 判断 で きるた めに は,次 の こ とが 必 要

で あ る。 一、.

(i)処 理 機 能の 表 現 法 の 標 準 化,,.

舶 標 準 的 処 理機 能 の 設定 、,い,

(b),高 性 能:処 理 速 度 が 速 い こ と及 び 処理 の 仕方 が 良い こと。 これ が 適確

に表 示 され る た めに は,次 の ことが 標 準 化 され て い る必 要 が あ る。

(i)ど の よ うな条 件 の下 で,ど の よ うな機 能 が,ど の くらい の 速 さで 処

理 され るか とい うこ との表 現 法 。 ㌧、,..

(ii)ど の よ うな条 件 の 下 で,・ど の よ うな機 能 が ・どの よ ラ,に処 理 さ、れ る

か とい うこ との表 現 法。・.、

(c)高 品 質:処 理機 能 が 保証 され て い るこ と 三才 ペ レー シ ・ンが 容 易 で あ

ること,及 び使用法の ガ イダ ンスが 良いこと。 これ らの ためには,次 の こ

とが 必要 であ る。 ・ ・

(D処 理 機 能 が標 準 化 され て い る ζ と。,.,、t、,

⑯ 処 理 機 能の ク ラス化 と,そ の ク ラス ご との オdレ ー1シ ョ ンの標 準 化 。

Oil)ド キ ュメ ン トが整備 されてい て,か つ必要 な情報 が容易 ・適 確 に得
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られ る こ と。''"

(d}ポ ー タ ビ リテ ィ:ポ ー タ ビリテ ィば,今 日で は 同種 言 語 異種 処理 系 の

場 合に つ い て い うの が 普通 で あ る。 将 来 は,シ ス テ ム独 立性 に まで 拡 張 さ

れ る可 能 性 は あ るが,次 の よ うな場 合 を含 めて,先 ず 次 の こ とが 必 要 と な

る。

(Dプ ロ グラ ム言 語 の標準 化

冊 プ ロ グラム言 語 の メ ー カマ ニ ュアル の 内 容項 目の 標準 化 一 ㌦

(e)導 入性:容 易 か つ適 確 に シ ス テ ムへ接 続 で きる こ と及び シ ステ ム依 存

性 の少 な い こ と。 この た めに は,次 の こ とが 必要 であ る。t、.t

(D導 入 マ ニ ュ アルが 整 備 され てい るこ と ・'㌧

(iDJCLの 標 準 化"・

"ω 管 理 運 用 性:操 作
,管 理,保 守 が 容 易 ・適確 に で きる こ と。 こ の ため

には,次 の こ とが 必 要 で ある。

(D設 計段 階 に,管 理 運 用性 を考 慮 に入 れ てお く こど。

冊 管 理 運 用に 関 す る マ ニ ュア ルが整 備 され てい る こと。

(9)拡 張 性:量 的 拡 張 及 び 質的 拡 張 が 考 え られ る。 このた めには,次 の こ

とが必 要 で あ る。

(1)パ ラ メ タ ラ イズ され てい る こと。

間 機 能 単 位 が 標 準化 され てい る こ と。

{ii)拡 張 に関 す る マ ニ ュア ルが 整備 ざれ てい る こ と。

(h)順 応 性:外 的 環 境 条 件の 変 化 に対 して,ど れ だけ 順 応 で き るか。 この

ため には,次 の こ とが 必 要 で あ る。

(i)設 計 段階 に おい て,順 応 性 を 考慮 に 入れ て お くこ と。

ai)順 応性 に関 す る マ ニ ュ アルが 整 備 され てい る こと。

(i)価 格 との バ ラ ンス:製 品 の 良 さ は,製 品 の 能 力 と価格 との バ ラ ンス と
'
い うこ と も問 題 にな る。

(2)注 文 品(受 注 ソ フ トウ ェ ア)の 場 合
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(a)要 求充 足性:要 求仕様 とそれの実現度を評価する こと。 これのために

は,次 のこ とが必 要であ る。

(D仕 様 と実際 との差の 検査法

(ii)検 査結果の評価法

b)価 格 とのバ ラ ンス:(1)i)と 同様

2.2.2.2.効 率良 くつ くる及び使 用す るとは ㌔

(1)生 産 の場におけ る効率

生産の場 には,設 計 面 及 び 製 造 面 が あ る・効 率良 く生産する とは,品 質

の保証 され たものを,い か に安 ぐつ くるか とい うことであ る。 この 目的 を実

現するために,.設 計面及び製造面でそれぞれでの ような ことが 考 えられるか

を以下に述べ る。

(a)設 計面:先 ず,設 計法が組識立 て られてい ることが必要であ るが,そ

の場合,設 計要求に対する順 応性,設 計の完全性,設 計品質 の保証,非 熟

練者で も一定水準 の設 計が保証 されることな どが実現 され る手段を考 える

必要が あ る。 このためには,次 の よ うな事項が考 えられる。

(D設 計方法論 の整備

㈲ 標準的機能単位 の整備

lii)設 計表現法

IV)設 計too1の 整備

(V)設 計情 報のIRシ ステムの整備

杣 設 計原価計算法 の確立

(b)製 造面:製 造 管理法が確立 している ことが必要であ るが,そ の場 合,

設計者 と製作者との情 報伝達 が適確にできること、非熟練者で も一定水準の

製品が できること,作 業者交 代が可能であること,省 人 力な どが実現 され

る 手段 を考 える必要が ある。 このためには,次 の ような事項 が考 えられる。

(i)機 能単位を用 いた アセ ンブル製造法'
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(旧 各 製 造 工程 にお け る検査 項 目

{ii)製 造too1の 整 備

iv)製 造 原価計 算 法 の 確立 』'

② 利 用の 場 に お け る効 率

利 用の 場 に お いて,効 率 が 良い とは,購 入 した 製 品 が ピニ ∨ ズを充 足 し,

高 品質,高 性 能 で,か つ 使 い 易 く,し か も能 力 に比 して 価 格 が安 い とい うこ

とで あ ろ う。 これ らの うち前3者 は3す で に2.2.2.1(1)a')',・b・),c)に

おい て 論 じた。 そ こで,こ こでは 使 い 易 さに は どの よ うな 面 が あ るか を 述べ

る'。't,・,・`…tt・t"・J

(a)一 ドキ ュメ'/・・トの 整 備:こ れ は 更 に細 か くみ る と,体 系 面,内 容 面∵I

R面,記 述 面 が あ り,こ れ'らの 各面が 整 備 され てい る こ とが必 要 で あ る。

(b)導 入 性:こ れ は2.2.2.1(1)e)と 同様 で あ る。

(c)、管 理 運 用 性:'こ れ は',2.2.2.1(1)f)と 同 様 であ る。 《

・(d)拡 張 性::こ れ は ,2.2.2.1(1)g)と 同 様 で あ る。

(e)順 応 性:こ れ は,2.2.2.1(1)h)と 同様 で あ る。

(f)契 約 面:使 い易 さ とい うこ とには,ト ラブ ルが 起 った場 合を含めて、ア

フ ター サ ー ビ スの問 題 も含 まれ る。

(9)価 格 及 び 経 費:購 入価格 に関 して は,2.2.2.,1(1)i)と 同 様で あ るが,

購 入 した ソ フ トウ ェア を走 行 させ る場 合 の 経費 も問題 に な る。

2.2.2.5.イ ンタフェー スの場で必要な情報"

(1)一 般流 通品(汎 用 ソフ トウェア)の 場 合

利用者が,複 数個の商品の中か ら,ど れか一つを選 ぶ際 に,商 品 に関 して

どんな情報が あれば選択 の判断を下せ るか を考 える。.

(a)適 用分野:そ の製 品が有効 に利用で きる分野 ・業 務 ・処理対象 が何 で

あ るか,ま た有効 でない それ らは何 であ るかについての情報が必要で ある。

このためには次の ことが必要である。

[
一32一



ω 適 確 な情 報が 伝 達 され るた めに,用 語 とその 定 義 が 標 準化 され て い

る こ と。'㌔'

制 製 品 機 能 と入 出力:製 品 の機 能 表 示,必 要 な 入出 力情 報 が必 要 であ る。

この た め には',次 の よう な こ とが標 準化 され て い る必 要 が あ る。

(D機 能 単 位 ・用 語 、

餉 デ ー タの 記 述r,'・vA"

肋 属 々 用 い られ る フ ァイ ルの 名 前 及 び その 内 容

(V)機 能 単 位 を ク ラス分 け し,tク ラス ご との 出 力形 式

(c)製 品構 成:製 品 と して どの よ うな機 能単 位 が,ど の よ うに構 成 され て

い るか を示 す 。 この 場 合次 の こ とが 必 要 で あ る。 ・

(D機 能 単 位Je用 語 の 標 準化'

伽 機 能 単 位 の 構成 表 示 法

d)性 能:こ れ は,2.2.2.1(1)b)と 同 様で あ る。

(e)品 質:こ れ は2.2.・2.1(1)c)と 同様 で あ る。 、

(f)製 品 の物 理 的 構成:製 品媒 体 及び モ ジュ ール の物 理 的 構 成 を示 す 。 こ

れ に は次 の こ とが必 要 で あ る。

(D媒 体 及び 関 連 ハ ー ドの標 準 化

{iD物 理 的 構 成 表 示 法

㎏)環 境 条 件:そ の 製 品 を使 用す る際 に必 要 な 処 理系 に対 す る制 限 事項 を

示す 。 す な わ ち,入 出力 デ ー タ,ソ フ トウェ ア上 の条 件,ハ ー ドウ ゴ ア上

の条件 で あ る。 この た めに は,次 の こ とが標 準化 され る必 要 が あ る。

(i)分 野 別 に 必 要 デ ー タ及 び その 名前

舶 ハ ー ドウェ アに関 す る シ ステ ム表 現 法 及 び機 器 名 ・

(li)OSの 機 能 と名 前 」 〉

卸 ポ ー タ ビ リテ ィ:'こ れ は,2.2.2.1(1)d)ど 同様 で あ る。

(i)ア フ タ ーサ ー ビス:こ れ につ い ては,次 の ことが必 要 で あ る。

(i)サ ー ビスの 種 類 の定義 と用 語 の標 準化

(」)価 格 又 は 契 約条 項:価 格 につ い て は,2.2.2.1(1)i)と 同様。
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(D分 野別に,標 準 ソフ トウェアをえらび標 準価 格的な もの を公示す る。

⑪ 契約条項を標準化す る。

② 注文品(受 注 ソフ トウェア)の 場合

受注 ソフ トウ ェアの場 合,発 注者 と受注者間の情報 の伝達が本質的 である。

受注 ソフ トの場合は,製 品が受注 されてか ら納 入され,か つ実際 に使用 され

る過程 を,い くつかに段階を分けて考 える。'

b)発 注段階:こ こでは,要 求仕様 の表 現法,発 注者C受 注者間の情 報伝

達法,契 約条項 が問題 にな る。そ こで 次の よ うな ことが標準 化 され ること

が必要であ る。

川 要求仕様 言語

(iDfeasibilitystudyか ら発 注 時までの,発 注者 ・受注者間情報

伝達法

Oii)契 約条項

(b)生 産段階:こ こでは,次 のよ うなことが必要 となる。

(i)イ ンタフェー ス面か らみての生産工程 の標準化

(ii)各 工程 での要 求実現度の評価法

㈲ 導入段階:こ こでは,次 の よ うなことが必要 となる。

(i)導 入手順の標 準化

(ii)要 求実現度の評価法

㈹ 事 前サ ー ビスの種類

⑥ 運用段階:こ こでは,次 のよ うな ことが必要 となる。

川 操作 に関す る トラブル処 置の手順

ai)保 守 に関 する手順

「Jii)要求実現度の評価 法

(e)改 良 ・拡張段階:環 境 変化 に対す る順応,ま た量的 ・質 的改 良を実施

したい場 合,次 の よ うなこ とが必 要で ある。

(i)マ ニュアル整備

働 改良 ・拡張の実 施法の 手順
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2.2.5ソ フ トウエ アに 関す る標 準 化 項 目

こ こで は,2.2.2で 示 した 視 座 か らt-一 層 具体 的 に 必要 とな る標 準化項 目を

導 き,必 要 な場 合 は それ に関 して考 慮す べ き事 項 を述べ る。'

この よ うな こ とを行 うに当 って,先 ずrsO及 びJISC(日 本 工 業標 準 調

査会)に おい て・ソ フ トウ ェアに 関 し して どの よ う、な項 目が 規格 化 され てい る

か ・ また・され よ うとして い るか を知 る こ とが必 要 で あ る と考 え ,2.2.3.1に

お い て これ につ いて 述 べ る。

次 に,2.2.3.2に おい て具 体 的 に ソ フ トウ ェ アに 関 し て標 準 化 す べ き項 目

を論 ず る。!

2・2・5・11・1SO,JISCに お け る標 準化 の現 状

(1)ISOの 現 状

ISOで は,TC97が 情 報処 理 に関 す る問 題 を担 当 して い る。 特 に ソフ

トウ ェ アに 関す る 問題 は,TC97/SC1 ,SC5,SC7が 扱 っ てい る。

す な わ ち,SC1は 用 語 を,SC5は プ ログ ラ ム言 語 を ,SC7は 設 計 と文

書 化 を担 当 して い る。

2.2.2で 示 した ソフ トウ ェ アに関す る問 題 は ,SC7のscopeに 属 す る もの

が 多 い 。 そ こで,こ こで はSC7の 活 動 状 況 を中 心 に紹 介 し ,SC5,SC

1に つい て は簡 単 にふ れ る こ とにす る。・

(a)SC7の 現 状

SC7は,そ のtitleは 何 回 か 変 更 があ ったが 現 在 は ,"Design

andDocumentationofComputerBasedInformationSystems"

とな って お り・,幹 事 国は ス ウェーデ ンである。SC7で 過 去 に制 定 したLS

O規 格 は,ISO1028-1973(流 れ 図記 号)及 びISO2636

-1973(流 れ 図 記 号 の用 法)の 二 つ で あ る
。 それ 以 後,SC7は あ ま

り活発 な活 動 を して い なか ったが,1975年 頃 よ り徐 々に 活 動 的 とな り,

1978年 以後 はworkitemも 増 加 し,以 前 に くらべ る と格段 に活 動的

一35一



,
L

に な っ た 。 ∴ ∴ 、'.∵ ・ ・,㌦,・ ＼ ㌔』 ・-

1 .S.C7の 中 に 設 け ら れ て い ・るWGは,次 の 四 つ で あ る 。 ・'t

WG1:Syrhbolsicha'rtsanddiagrams .,・'.、∵ 幽・'三 ㍉1"1

、、 … で 一 ・幹 事:!ギ.リ ス 〈BS'1)...・.:-1"

WG .:2、t:・Items'f・.or・documentalt'.i・on.・tt・,,'、

:・ ・幹 事:イ.ギ リ.ス(BSI)1.・ ・'・ 『i.∵

WG3:Programdesign、'.t`.)t

'
、.',:・'・.』..・ 幹 事:.カ ナ ダ(SCC)い'・ ・1.、"ドttへ

WG4:Decisiohtables・ ・t'・,1∴1・

幹 事:フ ラ ン ス(AFNOR♪

ま た,SC7で 現 在 扱 っズ い る テ.rマ は,'次 の よ う で あ る6・ 左 欄 は 項 目 番

号 を 示 す 。';∴ ㌧ ∵

Item,3:,Informat.ibn.proCeSsing三 ・GuiderineSfo.r・.the 　
.一.'・H'documentation'・ofcomputer、.='lbaSed'『.appli.cat・'ion

"

,tt.,㌧systems、's"'、4いt-

Item6:Programdesjgntt・

Item7:・-Decis'ion・tab、1eS'・'、 ・ 』t

・Item
..8:.Symbolsandcon-v、entiohs,.forthef.lowcharts,

programnetworkandsystemre§our.Cescharts

Item10:Guidelineforprogramdocumentati㎡on、.lll

Item・11:、Basicconstructs`forprogramsandconventions

,.fortheir.use'tt…"・.・ 一 ・ 」'・

Item.12:StgructuresProgranmingdes'ign・rules

Item.13'.:Criteria・'fotthe'evaluationof'programS;.'

'Item14:Cr ・iteriaforthe.evaluatiohofOroetrarrmi'ng

,.-method§ ・、:・-ttt・1・ ・… 、・'・1',l

I'tem .15:Progr'am・ §tructu.re'diagrams・."c・ ・.1".・ 、

一
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Item,,16.:Computer.systemconfigura逢i6ndia'gramsymbols

L '.}-and、-conven'tions・ ."・ ＼,

Item17:Guidelinesfordataduc㎜entation

次 に,上 記 各itemに つ い て の 説 明 を 簡 単 に 述 べ る 。'.

'・ltem∵3>:・ こ れ は,・19・76年 頃 よ り 原 案 が 審 議 さ れ て き た も・の で ある

..が',受 注 ツ フ'ト ど'し て のComputer二based.application

㍉t.'…systemを ∵ 設 計 ・製 作 し て い く 各 段 階 で 発 注 者 ・受 注 者 間

ド ・: ttで ・,どの よrう な 文 書 を 作 成 して い くべ き か を 示 し た も の で あ

・.',る6現 在.,、DP6,5 .92'と い'う ,文 書 に ま とめ られ て い る が,

t'一〇 ・こ れ をDJ♪Sと9し て 処 置 す る こ とが 第8回S℃7国 際 会 議

'
t-('r980)・ で 決 め られ て い る。 こ れ ち の.内 容 は,2.2.2で

述 べ た 受 注 ソ7ー トに関 す る イ ン タ フ'エ ー ス の 場 及 び 生 産 の 場

.に お け る 多 くの 標 準 化 項 月 を 含 ん で い る。 ・・

Itぷn6':'Program..d'esignと い うtitleで あ る が,こ こ で 実 際 に 扱

・:われ た も の は
,・DP6593;(Programflowfor

processingsequentiaピfile'intermsofrecord

groups)で あ り,直 列 フ ・アイ ル の 処 理 を 標 準 化 し た もの で

あ る。:こ れ はr978年 の 第7回 国 際 会 議 でDISと し て の

処 置 を と る'こ と が 決 め られ たも ・、

Item7:,Decisiohtable'で あ るが,1こ ・こ で 扱 わ れ た もの は,D

P,5806('Spe`cificationforsingleThitdecision

tablesindataprocessing)と い'う も`の で,こ れ も第

'7回 国 際 会 議 でDI'Sと し て 処 置 す る こ と が 決 め ら れ た
。

Item、8:こ れ は,流 れ 用 に 関 す る'1・SO規 格LO2.8及 び2、6,36の

改 訂 版 で あ る 。 第9回(1981)国 際 会 議 で,DISと し

∵.て の 処 置 を と る こ どが 決 め られ た 。 これ は 、,198'O年 にD

ilSに す る 投 票 が 行 わ れ た が,反 対 の 国 が 多 く,1980年
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の 第8回 国際 会議,及 び1981年 の 第9回 国 際 会議 で改 訂

され た もの で あ る。 この 改訂 に は,日 本 か らの 寄 与 が か な り

多い 。1981年12月 にDISと して の投 票 の 対 象 に な る

文 書 が 送 られ て きて い る。

Item10:こ れ は,第6回(1976)ベ ル リン国 際 会議 の 際 に 日本が

提 案 したN157が 原 案 で あ って,DP6592の 完成 後 に

」 作 業す る予 定 に な って い た もの で あ る。t前 述 の よ うにDP6

592が 一 応 の 完成 をみ た ので1・981年 の 第9回 国際 会 議

か ら,具 体 的作 業 に入 る ことに な った。 この ため,日 本 か ら

更 にN2・41と してNT57の 改 訂 版 を第9回 国 際 会議 に 提

出 した とこ ろ,基 本 的 にN241に 沿 って今 後 国 際 的 に検 討

してい く ことが 決 め られ た。SC7国 内 委員 会 で は,具 体 的

例 に つ い てN241を 適 用 して,一 層 の改 良 を検 討 しつつ あ

る。 また,ド イ ツ,イ ギ リス も同様 の検 討 を す る こ とに な っ

てい る。.N241'の 内 容 は,partIとpart皿 か らな り,

partIは 主 と して2.2.2に お け る イ ン タフ ェー スの場 に お

い て必 要 と な る情 報 の項 目か ら成 り,partllは2.2.2で 述

べた 利 用 の 場 に お い て必 要 となる情 報の 項 目か ら成 って い る。

Item11:こ れ に関 す るWPは 数 年 前 よ りイ ギ リスか ら提 出 され てい た

が,1'981年 の 国 際 会議 で,具 体的 に議 論 され 始 めた。 こ

れ の 内容 は,プ ロ グラム の基 本構 造 を選 定 し,そ れ の機 能 と

用 語 を 定 義 し よ う とす る もので ある。 これ は,2.2.2.3(3)で

特 に必 要性 を強 調 した機 能 単 位 の一 例 と解 す る こ とが で き る。

Item12,13,14:こ れ らは,末 だ 具体 的 検 討 の対 象 と な る よ うなWPが

提 出 され て い ない の で,今 後 の 問題 で あ る。

Item15:こ れ は^,structuredprogra㎜ingカ ミ盛 ん で あ った 時期 の

NaSsi-ShneidemanやChapinの 論 文 及 びBurroughs社

一38一
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の社 内規 格 を 参 考 に して,1978年 の第7回 国際 会 議 に,

伺 本 か らNl183と して提 出 した のが始 ま りで あ る。 そ の後

オ ラ ン ダがN232と して 同様 の もの を提 出 してい る。 しか1

しこれ らを 具 体 的 に 審議 す る段 階 には 末 だ な って い な い。

Item16:流 れ 図の改 訂 が議 論 され 始 め た 頃,日 本 は特 に入 出力関 係 の

記 号 の 改訂 の必 要性 を コメ ン トした。 第7回 国 際 会議 で,N 、

168と して 流 れ 図の 改 訂 版が 具体 的 に提 出 され た 時,日 本

は その 原案 中 にprogramnetworkchart及 びcon.figUmti-

onchartを 含 め る こ とに反 対 した。 そ れ は,こ れ らは"流

れ"を 示 す も の では な く,dconfigurationchart・ は む

しろ ハ ー ドウ ェア的 な もの で あ るか らで あ る。 ドイ ツの 代 表

は,N168で は ソ フ トウ ェ アの立場 か らみ たconfigura-

tionで あ る と主 張 した。 そ こで 日本 と しては ,configura-

tionを む しろ別 規 格 と して定 め るべ きで あ る こと を強 調 し

て 来た 。1981年 の 第9回 国際 会 議 で もこの 点 を 力説 し,

各国 も これ を 承 認 し,流 れ 図中 で は,configurationと い

う用 語 を 用 い ない こ と とな り,systemresourceschart

とい う∋こ とが 決 め られ た。 日本 は1981年 に ハ ー ドウェ ア

的 なcanfigrationchantをnewworkitemと す る こ と

をTC97に 提 案 した と ころ,各 国 の賛 成 を得 て,こ のit㎝

16が 承認 され た。 具 体 的 原案 と して は,N175.と して第

7回(ス トックホ ル ム)国 際 会議 に,そ れ の 改 訂 版 と して第

8回(ハ ーグ)国 際 会 議 にN207を 日本が 提 案 した。 目下

国 内委 員 会でN207の 一層 の 改 良 を検 討 して い る。

Item17:こ れ は,デ ー タの 文 書 化 で あ って,1981年 、ドイ ツが 提 案

し,newworkitemと して承 認 され た もの で あ る。2.2.2t

にお い て,こ れ の必 要性 は指 摘 さ れてい る。 ・
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(b)SCら の 現 状/t"tト ∵ 、ttttt.t、 ∴

rlSO/TC67/sC・5は,vothグ ラ ム言 語 の 標 準 化 を 担 当 し て い る 。

ソ フ トウ 三 アの 標 準 化 に お い て,高 水 準 プ ロ グ ラ ム 言 語 の も つ 役 割 は,明

らか で あ る 。'一 一1.,,t'1'.、1!..'

以 下 に`1簡 単 に'SC5で 標 準 化 が 行 わ れ た も の 及 び 行 わ れ よ ヴ と し て い 『

り

　 き イ

る もの を示す 。

F6RiFRAN:・11'9'.72年 にR－1539と な って い たが,FoRT

':RAN77Kの 改 訂 が行 わ れ
,現 在 は・ISO1',5'39-1980と な

"づ そ い る
。・更 に改 期 改 正 をめ ざ してFORTRAN.8× ・がANSIで

'作 成 され つつ あ る。 一 一:tt'一'1i'

ALGOL:AtGOL60め 言語 と入出力は,FORTRANと ともに1972年 にR

:(REbbMMENDATIoNの 略)と な つていたが ,1978年 に 廃 止 となった。

COBOL:1972年 に・,TANSCOBOLをR.-1・989と した 。

そ の 後 改 訂が 行 わ れ,現 在 はISO1989-1978と な っ てい る。

1'SO及 びCOD'ASYLで は;更 に次 の 改 訂作 業 が行 わ れ て い る。

PL/1:'ECMAIとANSIが 協 力 して 原 案 をつ くり,現 在ISO

6160-1979・ と な ってい る。 一';・

この ほか 次 の言 語 が審 議 され つつ あ る。'miuimalBA'SIC,

BA§IC・OPASCAL・,ADA)Database,APL,'Graphic

Ke'rnelSystem'(GKS)・,プ ロセ ス制御 用語,テ キ ス トプ ロセ ッシ ン

グ言語,modified'AL(}OL606・

(c)SC1の 現 状't-'"い

ISO/TC97/SC1は,情 報 処理 に関す る 用 語 の 標準 化 を担 当 し

てい る。 用 語 はIS'O規 格 と しては,2382と い う番号 がつ け られ,分

野 別 にSeCtionが 分 け られ,現 在SectionIか らX『Xま で設 け られ てい る。

用 語 につ い て ぼ ∵各Section－ 別 に審議 され るの で,・規 格 の段 階(WD,

DP,DIS, .IS)がSectionご とに異な っでいる6そ の 現状 を表2r2に 示す。
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表2-2 ISO用 語集の現状
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(2)JISCの 現 状

我 が 国 では,財 工 業 鮮 調査 会(J・pa…el・d・ …iえIS・ ・nd・ ・d・

C・㎜ittee・JISC≒ 跡)が 標 準 化 の 鯵 を行 ってい る・ISO}『 は

195'2年 に 加 入 し
.てい る。 ・∵

JISCの 下r情 報部会があ り・この部会が情報処理関係噸 化担

当 して い る。 情 報 処 理関 係 あJISは,1960年 代 よ り今 日に到 る まで に,

約70種 制定 され 卿 正が徹 れたものも多数ある・その獄 を表2'
,3に示す・

表2-:3情 」報処理関係JIS－ 覧 －

JIS番 号 名 称 制 定 改 正
:確
i'認

B6325-77 数 値制御プロセッサの出カーCLDATA 77.12.1 80.9.

B6326-80 数値制御プロゼッサの出カー2000タ イプレコー ド, 80.9 :
繁

CO803-71 印刷電信機のけん盤配列および符号 61.11.1 一 78.3.r

C6201-76 電子計 算機 プログラム用言語FORTRAN(水 準7000) 67.5.1 76.11.1
シ

C6202-76 電子計算機 プログラム用言語FORTRAN(水 準5000) 〃 〃 〃

C6203-76 電子計算機プログラム用言語FORTRAN(水 準3000) 〃
〃 〃

C6205-72 電子計算機プログラム用言語COBOL 72.8.1 80.9

C6210-72 電子計算機 プログラム用言語ALGOL(水 準7000) 67.51 72.3.1 78.3.1

C6211-72 ,電子計算機プログラム用言語ALGOL(水 準6000)
〃 〃 〃

C6212-72 電子 計算機プログラム用言語ALGOL(水 準5000) 〃 〃 〃

C6213-72 電子計算機プログラム用言語ALGOL(水 準4000) 〃 〃 〃

C6214-72 電子計算機プログラム用言語ALGOL(水 準3000) 〃 〃 〃

C6215-72 電子計算機プログラム用言語ALGOLの 入出力(水 準70) 〃 〃 〃

C6216-72 電子計算機プログラム用言語ALGOLの 入 出力(水 準60) 67.5.1 72.3.1 78.3.1

C6217-72 電子計算機プログラム用言語A.LGOLの 入 出力(水 準50) 〃 〃 ・ 〃

C6218-72 電子計算機プログラム用言語ALGOLの 入出力(水 準40) 〃
'

〃 〃

C6219-72 電子計算機 プログラム用言語ALGOLの 入 出力(水 準30) 〃 〃 〃

C6220-76
'

「 69.6.1 76.1.1

C6221-73 情報交換用および数値制御機械用符号のテープ上での表現 〃 73.3.'1 76.3.1

C6222-69 情報交換用符号の磁気テープ上での表現 〃 一 76.1.1

C6223-72 情報交換用符号の紙チーフ士での表現 72.3.1 一
78.・3.1

C6224-77 情報交'セ ットテープ上での表現 77.3.1 一 －

C6225-79 情報交換用漢字符号系のため制御文字符号 79.6.1

C6226-78 情報交換用漢字符号系 78.1.1 一 －

C6227-76 情報交換用機能キャラクタ図形表現 76.1.1 一

C6228-75 一 753.1 一 78.3.1

C7229-78 ためD情 報交換用符号 74.6.1 78.3.1

一42一
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じ

＼

号番SIJ

7

0

0

2

7

6

5

8

1

3

4

5

6

0

0

5

9

9

3

0

7

7

1

0

0

7

6

5

3

6

8

5

5

5

5

5

0

0

8

7

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

7

7

7

7

8

7

7

7

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

7

一

一

一

一

ー

－

F

－

ー

ー

ー

一

一

一

一

]

一

一

ー

一

一

ー

一

一

一

一

ー

ー

一

一

ー

一

一

ー

一

一

ー

ー

ー

一

〇

3

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

6

7

9

0

1

2

3

0

1

2

3

4

5

6

0

3

2

4

4

4
.
4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

9

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

名 称'

』

情報処理系けん盤雪苗lj

情報交換用磁気テープ

NRZI方 式による情報交換用磁気テープの情報記録様式

情報交換用田気テープリール

情報交換用紙テープ

情報交換用紙カー ド

情報交換用磁気テープのラベルとファ、イル構成

情報交劇用紙テープ孔の位置と寸法

情報交換用紙 カー ドの孔の位置と寸法

6枚 形磁気ディスクパ ックの機械的互換性

6枚 形磁気デ ィスクパックの磁気的特性

光学式文字認識のた覚の字形(英 数字')

磁気インキ文字読取用字体および印字仕様(E13B)

光 学文字認識のための字形(片 仮名)

光学式文字認識のための印字仕様

光学式文字認識のための手書き文字(片 仮名)

光学式文字の認識のための手書き文字(数 字)

者随 府県コー ド

市区町村コー ド

日付の表i示(コ ー ド)

骸1」〈2)iikEift(コー ト◆)

性別のコー ド

産業分類コー ド

職業分類コー ド

商品分類コー ド

勘定科目コー ド

情報処理流れ図記号

2値 論理素子記号

電子計算機組織構成機器の性能表示

情報交換用単位記 号

情報交換用磁気カセットテープ

情報交換用磁気カセットテープセ〉情報記録様式

位相変調方式による情報交換用磁気テープの情報記録様式

情報処理用連続伝票

11枚 形磁気ディスクパ ックの機械的互換性

11枚 形磁気デ ィスクパ ックの磁気的特性,

1枚形磁気 ディスクカートリッジ(上面着脱形)の 機械的互換1生

フレキシブル ・デ ィスクカー トリッジ

制 定

70.10.1

72.2.1

70.4.1

72.8.1

71.1.1

70.4.1

72.2.1

70.4.1

71.3.1

73.3.1

74.3.1

75.8、1

70.6.1

71.3.1

73.8.1

75.2.1

79ユL1

〃

70.4.1

〃

〃

〃

71.1.1

71.4.1

72.3.1

74.3.1

76.1.1

70.4.1

73.3.1

72ユ2.1

75.3.1

75.3.1

〃

75.2.1

〃

〃

76.11.'1

〃

78ユ1.1

改 正

77.12.1

80.2.1

77.3.1

76.11.1

75.8.1

78.IL1

76ユ1.1

80。

80.'2.1

1

1

1

4

4

2

'

-

〃

3

0

7

7

R
V

7

80.

〃

77.12.1

75.2.1

76.1.1

78.8.1

80.2.、1

〃

確 認

改正中

76.4.1

78.8.1

80.4.1

78.8.1

80.4.1

76.3.1

80,4.1

78.8.1

78.2.1

76.4.1

80.4.1

76.3.1

78.3.1

78.2.1

76.3.1

78.3.1

78.8.1

〃

78.2.1

〃

〃

80.4.1
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JIS番 号
≠

名 称 制定 改 正 確i認'

C6301-74 学歴区分コード 74.3.1 一 77.3.1

C6302-78 大学 ・高等専門学校コー ド 〃 78.11.1 77.3.r

C6303-74 続 柄コード 〃 _$ 80.4.1

C6304-76 地 域 メ ッシ ュコ ー ド'} 76.1.1

C6360-71 伝送回線上のキャラクタ構成と水平パリティの用法 71.4.1 77.王1'

C6361-71 モデムと通信制御装置お・よびデータ端末装置とのインタフェース 71.4.r 二 77.'1.1

C6362-75 基本形データ伝送制御手順 75.8.1 78.8.1

C6263-78 ハイレベルデ」タリンク制御手順のフレーム構成 78111.1 一 －

C6264-78
`

ハイレベルデータ・リンク制御手順の要素 〃 一 －

C6265-78 フ・イレベルデ一夕リンク制御手順 クラス 〃 一 一

今 まで のJISは,多 くの 場 合,あ る項 目がISOでDISど して 承 認 さ,

れ る と,工 業 技術 院 より,そ の 項 目につ い てJIS原 案作 成 の委 託 が,情 報

処理学 会 規 格 委 員 会,圃 日本 情 報 処 理 開 発協 会 又は(社)電 子 工 業 振 興 協会

に出 され,原 案 作成 委 員会 が 組 識 され て 原 案 の具 体的 作 成 ・審 議 が 行 わ れ,

情報 部 会 の承 認 をへ て,制 定 され て来 た。

この よ うな制定 手順:は,GATT承 認 とい う国際 情 勢 の下 では,日 本 固 有

の項 目を 除 い て,常 に ふ ま な けれ ば な らな くな る で あろ う。 したが って,I

sOで 採 用 さ れて い る項 目に つ いて は,そ れ がJIsに な る こ とを前 提 どし

て,積 極 的 に 日本 の 意 見 を 反映 させ,規 格 作 成 に参 加 してい く必 要 が あ る。

表2か ら明か な よ うに,2.2.2で 述べ た ソフ トウ ェア に関 する 項 目でJI

sと して 制 定 され てい る もの は,現 在(1981年)FQRT ,RAN,'

ALG ,OL,及 び その 入 出 力,COBOL,情 報処 理 用 語)'t流 れ 図記 号 だ け

で あ る。 この うち,FORTRANは そ の 内容 をFORTRAN7.7}t改 め

た改 正原 案 が1981年 に完 成 し,1982年 に公表 さ れ る ご と1こな つてい

る。情 報 処 理 用 語 は,1981年 に 大 改 正が 行 われ,改 正原 案 作 成 時(19

579年 末)にDIS以 上 に な って い たISO2382の 各Section(た だ し
,

Sectiion16を 除 く)を す べ て 含 む よ うに な った。 流 れ 図記 号tClつ い ては,t・

1§O/TC97/SC7のltem8で 述 べ たJlラ に,1981年 末 現 在,

DISと して承認 され る可能性の高い文書が送付 され て来てい るので,JIS

としても近い時期に改正原案の作成 を開始す る必要が あるであ ろ う。
'-44一
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(3)利 用 者 ・生 産 者 間 イ ン タ フ ェー スに おい て必 要 な標 準項 目

A汎 用 ソフ トウ ェ ア

歴史 的 に は,汎 用 ソ フ トウ ェ7は コン ピ ュー タの 附 属 物 とし て ハ ー ドウ

ェア とバ ン ドル され た オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムか ら出発 した 。 独立 し

'た 商 品 と し
ての 汎 用 ソ フ トウ ェ アが 本 格的 に市場 に流 通 し始 めた の は,昭

和45年 の1βMに よる
.)7フ トウ エア'ア ンバ ン ドリン グ政 策 実 施以降 で

あ る。

その後・ ・ンピー一 ・鮪 の発展に伴なって・朋 ・フ
、トウーパ 多様

な発 展を遂げたが,そ れ をイ ンタフェース標準化 の面か ら整理 す ると,次

の よ うにな る。.

区 分 例 主な契約形態

A バ ンドル ・ソフ トウェア
IBM

SCP
ハ三ドウェア と一括

旦
C

アンパン ドノレ・ソフ トウ ェア

(㌶㌫ 奪ダクリ

バ ージョン～ リビシ ョろ ア ップ

を 伴 な う も の

COBOL

MARKW

レンタル/リ ース

売切 り十保 守
〃 〃 〃

を伴なわないもの 有限要素法 売切 り

上 表 で,Aは ハ ー ドウェ アの 一 部 と しての 位 置づ けで あ り,Cは ノウハ

ウ販 売 に 近 く,結 局,個 々の ソフ トウ ェアに関 して,利 用 者 と生 産 者が 半

永 久 的 に関 りを持 つ,Bの バ ー ジ ョ ン ・ リビジ ョン ・ア ップ を伴 な う,ア

ソバ ン ドル ・ソプ トウ ェア を中 心 に,そ の標 準 化 項 目を検 討す る こ とと し

た い。

川 商品 として の ソフ トウ ェアの 特 質

ソ フ トウェ アを取 巻 く環 境 の 面 か ら眺 め る と,閉 ぢた 環 境 と,開 い た

環 境 に大 別 で き る。 前 者 は,単 一 的,タ ー ンキ イ的 な シ ス テ ムで,専 用

的 に使 わ れ る。 この 場 合 の ソフ トウ ェアは,た と え独 立 商 品 で あ って も

ハ ー ドウェア機 能 を ソ フ トウ ェアに 置 き換 えた もの と考 える こ とが で き

るか ら,ソ フ トウ ェア商 品 と して の特殊 性 に乏 しい 。 他 の 商 品 に比べ て

際 立 った特 質 を持 つ の は 後者 で あ る。

汎用 コ ン ピュー タの 世 界 を リー ドして きたIBMは,成 長 の初 期 に於

一45一



て 「マ シ ンで な くサ ー ビス を売 る」商 売 を レ ン タル とい う制 度 を通 じて

行 って きた。 コ ンピェ ー タや 入 出力 機 器の 発 展 に伴 な って,サ ー ビス対

象 と しての オ ペ レーテ ィ ング ・シス テ ム(OS)は,メ ー カの費 用で 機

能強 化 が 続 け られ た。 これ がOSの バ ー ジ ョ ン/リ ビジ ョ ソ ・ア ップで

あ る。

独立商品 とな って も,市 場 ほ当然継続的な機能強 化 を期待 し,ソ フ ト

ウェア'・ベ ンダは ソフ トウェア製品 の保守 とい うかたちでその期待に応

え,そ の結果 と して ソフ トウェア市場 が大 き く成長 した。 、

保 守 と呼ばれる ものは,ハ ー ドウェアのそれ と著 る しく異なった意味

を持つ。 ソフ トウェアの保守に於ては,故 障や暇庇 の補修は偉 く一部 に

過 ぎない。その 大部分は,使 用環境の変化に適応 して生命 を保つた めの

機能強化 である。

通常,汎 用 ソフ トウエアは,数 多 くの構成要素 と共 に,シ ステムを構

成す る。 そ して,こ の構成要 素の各々は,次 の よ うな要因 によって,か

な り頻繁 に変化す る,そ して市場はそれが この変化 に追随す ることを望

むo

システム構成要素 変 化 要 因

処 理 装 置 メモ リ増 加

そ の も の の グ レ ー ド ・ア ップ

周 辺 装 置 新装置の付加

台数の増減

オペ レーティングシステム 機 能 拡 張(バ ー ジ ョン ・ア ッ プ)

グ レ ー ド ・ア ップ

コ ン パ イ ラ' 機 能 拡 張(バ ー ジ ョ ン ・ア ップ)

グ レ ー ド ・ア ッ プ

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

ン

業務の変更に伴なう改造

汎用 ソフ トウェア
上のすべて,お よび汎用 ソフ トウ ェア

自体の瑠庇修正 および改良

一46一
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これ に対 応 す るた め に,汎 用 ソフ トウ ェア ・メ ー カは,汎 用 ソフ トウ

ェ アを 発 売す る際 に,こ れ らの要 因 に よる定 期 的 バ ージ ・ンア ッ プを投

資 計 画 に折 込 み,さ らに,保 守 契 約の 代 価,あ るい はオ プ シ ョン化 に よ

る別 建 て 価 格 の 設定 な どの 政策 を販 売 計 画 に折 り込 む。'

この 保 守 費 の額 は,米 国 の 例 で は初 期 開 発 費 の2～3倍 と言 わ れて お

り,こ れ が 発 売 後長 期 に わ た って支 出 され る点 が,汎 用 ソフ トウ ェアの

大 きな特質 の一 つ で あ る。

この保 守 とい う名 の 改 良 を継 続 す る とい う特 色 は,コ ンピ ュー タの機

種 交 替 の 際 に は特 別 の 意 味 を持 つ 。 す なわ ち,ハ ー ドウェ アの世 代交 替

を超 えて,汎 用 ソフ トウ ェアが そ の寿 命 を 保 ち続 け る こ とが可 能 とな る。

事 実,ア メ リカの 成功 例 では,IBM360か ら370;3030,4300,

お よび3081と4世 代 に わ た って寿 命 を超 えた,半 永 久 的な 寿 命を 保

ち得 る こ とも,汎 用 ソ フ トウ ェアの も う一 つの 特 質 で あ る。

使 用 者 と生 産 者 の利 害 に直 接 関連 を持つ,汎 用 ソフ トウ ェアの これ ら

らの 特 質 を踏 ま えた上 で,以 下 に 両者 の イ ンタ.フェー スに おい て必 要 な

情 報 を,区 分 毎 に 述 べ る。

出 購 入 希 望 者が 選 択す るた め の項 目

購 入 希 望者 は,あ る対 象 業務 につ い て,何 等 か の 目的 意 識 を持 って,

自 らの制 約 条 件 の下 で 適用 可 能 な 汎 用 ソフ トウ ェ アを探 し,幾 つかの 候

補 を選 ぶ で あ ろ う。 この際 に,少 な。くとも,適 用 分 野,機 能,構 成,使

用 環 境,価 格 とそ の条 件,な どに つい て の概 略 の 情報 が必 要 で あ ろ う。

これ らの 情 報 は,公 平 を 期 すた め に少 な くと も項 目の 標準 化 が 必要 で

あ る。 さ らに,汎 用 ソ フ トウ ェアが国 際 的 に流通 し よ うと してい る時,

この 標 準 化 は 国 際 レベ ルで 行わ れ る こ とが 望 ま しい 。

(注1)(注2)(注3)
昨 年ISOのTC97,SC7に 於 て,今 後ProgramDocu-

mentationの 標 準 化 を,日 本 か ら提 出 され た原 案 に沿 って審 議 す る こ

とが採 決 され た が,こ の 原 案 のPartIに は,請 人 希 望者 が 選 択す るた

め の項 目 と して,次 の項 目が 挙げ られ て い る。
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6・7Secur'ity

6.8Documentation

6.90thers

また,表 現の正確 さと公平を期す ために,言 葉の使 用に対 して宣伝 に

走 らぬよ うなある種の規制が必要であるが,少 な ≦とも技術用語に関 し

ては,JISC-6230情 報処理用語 に従 って使用 されねばならな

ない。JISに 規定 されない技術用 語は,説 明文脈の 中で 自己 定義 され

るべ きで あ る。.

脚 購 入希望者が購 入 を決断す るための項 目

幾つ かの候補の中か らさらに条件を絞 り,購 入 を決断す るためには,

前項で 挙げた項 目の詳細 の他に,次 のよ うなことをもっと詳 しく知ろ う

とするのであろ う。

O何 がで きるかは判 ったが,果 して期待す る性能 の下でそれが得 られ

るであろ うか,… …… 性能

○設計や プ ログラ ム上 の欠陥 に悩 ま されるこ とは ないか………品質

○将 来の環境の変化 に対応 できる設計思想,あ るいは構造にな ってい

るだろ うか………拡 張の可能性1

0将 来 コソピェ一 夕やOSを 変 えた場合に も追随 し易 くなっているだ

ろ うか………可搬 性

o将 来の環境の変化(ハ ー ドウェア,OSベ ンダの意志 によるもの,

及 び 使 用者 の 意 志 に よ るもの を含む)に 対 して,ど こまで追随 し

て くれ るのか,ま た,そ の費用 は幾 らか…一…保守サ ー ビスの範囲

と限界

oど うい う契約形態が,費 用の面 で利用形態に適 してい るか,… ……

契約条件 と価格

これ らの各項 目に対 して,次 にそのポイ ン トと問題点 を挙 げる。

○性能
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ソー ト・プ ロ グラ ムの よ うに,入 力 と出 力の 関 係 が比 較 的 明確 な も

の は,標 準 的 な性能 測 定 法 を決 め る こ とは可 能 であ ろ うが,条 件 の

数 が 多い ため,一 般 には 極 め て困 難 で あ る。

しか し,よ く使 わ れ る条 件 を仮 りに定 め てで も,概 略 の 性 能 は表

示 す べ きで あ る。 性能 曲 線 が た とへ 巾 を持 つ もの にな った と して も

グ ラ フで示 され る こ とが 望 ま しい 。

○品質

数 え方 と把 握 の 困難 さか ら,こ の表 示 も極 め て困 難 であ る。使 用 者

は,こ れ の 代 用指 標 とし て,販 売 件 数,他 の使 用 者 の評 判,会 社 の

信 用 度,な ど を用 い てい るの が 現状 であ る。

現在,ア メ リカの 一 部 で,テ ス ト ・カバ レー ジ比 率 で 品 質 を評 価

し,表 示 す る こ とが行 わ れ て い るが,こ れ が普 及 し,表 示 され る よ

うにな れ ば,有 効 な品 質指 標 とな るで あ ろ う。

○拡 張 の 可能 性

前 述 の よ うに,汎 用 ソフ ト品 と しての ソフ トウ ェアの 特 質は 環 境

の 変 化 の 激 し さに あ るた め,こ の項 目は特 に重 要 な意 味 を持 つ。

一 般 に ,シ ス テ ム ・ソフ トウェアの 変化 要 因 の 多 くは,ハ ー ドウ

ェ アやOSで あ る か ら,そ の 対応 策 をそれ 自体 の 中 に組 み 込 むか,、

保 守 契 約の 中 で バ ー ジ ョンア ップ と して行 わ れ る こ とが 多い 。 した

が って,拡 張 の 可 能性 は,イ ンタ フ ェー ス仕様 の フ レキ シ ビ リティ

と,保 守 サ ー ビスの 内容 に よ って決 ま る。

ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トウェア は,使 用 者 側 の 業務 に変 化要 因

が存 在す る こ とが 多 い た め,使 用 者 の手 で拡 張 せ ざ る を得 ない場 合

が あ る。 この場 合 は,そ の ソフ トウ ェアを 改 造 す る ため に 必要 な次

の よ うな情 報 や サ ー ビスの 有 無や 良否 は特 に重 要 で あ る。

記 述 ラ ンゲー ジ

ソー ス ・プ ログ ラ ム ・ リス ト
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、

プ ログラ ム ・ ドキ ュ メ ンテ ー ジ ゴン

改 造 の た めの 説 明 書'』'

コ ンサ ル テ ー シ ョ ン ・サ ー ビス.

これ らの うち,プ ロ グラ ム ・ ドキ ュ メン テ ー シ ョンに つ いて は ,

受 注 ソフ トウェア と同様,規 格 に 従 っ て記 述 され た もの であ る こと

が 望 ま しい 。・

O可 搬 性

現時 点 で,コ ン ピュー タ ・シス テ ムやOSを またが って 汎 用 ソフ

トウ ェア を使 用 す る,と い うこ とは,あ らか じめ ソフ トウ ェア ・ベ

ツ ダが 用意 した幾 つ かの サ ポ ー ト条 件 の異 な るバ ー ジ ョ ンの うち,

適 した もの を選 ぶ 行 為 に等 しい。 しか も,用 意 され る範 囲 は,概 ね

同 じあ るい は類 似 の コ ン ピュー タ ・フ ァ ミ リィに限 定 され る。

しか し,現 在す で に,UNIX,CP/Mに み られ る異 機 種 共通 に

使 え るOSの 普 及,異 機 種 間 ボ ー タ ビ リデ ィ を標 傍 す る記 述 ラ ンゲ

ー ジADAの 出現 な ど ,コ ソピ ェ一 夕の機 種 パ ウ ン ダ リィを越 えて,

ソフ トウェ ア資 産 を 共 有 し よ うとす る動 きが活 溌 に な りつSあ る。

これ らの もの が,事 実 上 の 規 格,と い う段 階 を経 て,正 規 の規 格

にな れ ば そ の利益 は使 用 者,生 産 者 の 双方 に と って,は か り知れ な

いo

O保 守 サ ー ビ スの範 囲 と限界

保 守 サ ー ビス は,生 きた シズ テ ム環 境 の 中 で,汎 用 ソ ブ トウェ ア

を生 き た もの と してお くた め に は 不可 欠 の サ ー ビス で あ る。・

しか も,生 産 者 に と って,'不 確 実 な,し か も他 動 的 なサ ポー ト環

境 の 変 化 に追 随す る こ とを,あ らゆ る場 合 に対 して確 約 す る ことは,

コ ス トの 面か ら不 可能 で ある 。

した が って,通 常,保 守 サ ニ ビスの 内容 と,そ の 各 々の 項 目に対
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して,保 守費(あ るいは本体価格 の一部)に 含まれる もの,有 償 と

な るものが 明示 され る。

この表示は,と か く誤解 を生 じ易いので,可 能 な限 り具体的記述

が な され るよ うな規格の設定が望 まれる。'

,『契約条件 と価格

汎用 ソフ トウェアを取引す る上 で特 に注意を要す ることは,価 格

に含 まれ る取引対象が変 化に富み,し かもプ ログラム以外の対象が

t/そ れ と 同p位 重 要 な こ と で あ る 。,,.,・

例 えば,単 な るオ ブ ジ ェ ク ト ・プ ログ ラム,そ れ に ソー ス プ ロ グ

ラ ムや ドキ ェメ ソ.トが 加 わ る場 合 ・そ れ らに さら に保守サ ー ビスが

つ い た 場 合,の3つ の ケー ス で は,そ の 価 格 に は数 倍 か ら十 数倍 の

開 きが あ る。 なぜ な らば,ソ ース プ ・ グラ ム,・ ドキ ュメ ン トは設 計

ノ ウ!・ウ と同 じ価値 を持 ち,保 守 サ ー ビスは プ ログ ラムの効 用の持

続 期 間 に 直接 に関わ るか らで あ る。 ・

⑩ 使 用 者 が使 い こな す た め の項 目

導 入 を 決定 した後,そ れ を うま く使 い こなす た め に,今 まで 述 べた 項

目の 他 に.さ らに次の よ うな ものが必 要 で あ る。

O操 作 法

通 常,オ ペ レー タが使 用す る もの で,マ ニ ュアル 化 され てい る。

現 在発 行 され てい る マ ニ ェ アルの 内容 は,生 産 者 に よ って,精 粗,

文 体,図 示 法等,千 差 万別 で あ る。 これ につい て も,容 易 に,し か

も誤 りな く操 作 を 行 う こ とを 目的 と して,少 な くと も記 載項 目,図

示 法,用 語 の統 一 が 必 要 で あ ろ う。

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムの うち,デ ー タ ベ ー ス を 用VIて レ ポ

ー トを作 成 す る よ うな比較 的 単 純 な もの は,非 手 続 型 の ソフ トウェ

ア シス テ ムによ って素 人 が 行 う傾 向が顕 在 化 してお り,こ の傾 向が

強 まれ ば,オ ペ レー シ ョン ・マ ニ ュア ルの ウエ イ トは 軽 くな ってい
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くと思われ る。

○運 用法 、,・

汎 用 ソフ トウ ェアを正 しく使用す るために,フ ァイルの世代管理,

デー タベー スの更新 など,あ らか じめの環境 を整 えてお く必要があ

る。 この よ うな,コ ンピュー タ ・システ ムを運営菅埋する マネー ジ

ャ向きの仕事を円滑 に行 うために,運 用マニュアルが必要 であろ う。

そ.して,こ れ らは,コ ンピュー タ自体,あ るいは周辺器機 に固有

の媒体等 に対する運用管理法 と併せ て利 用 されねば な らないが,こ

の面は,例 えばlsSの 運 用法に適切 な ものがない よ うに,現 在の

ところ著 る しく不備 の状 態にある と思われ る。 この面の標 準化が望

まれる。,

○改造 のための詳細

実際 に使用 者が改造 しよ うとす る場合,そ の機 能に関わる部分の詳

細情報が必須であ る。そ して,こ れ は使用者,生 産者の両者に とって,

必要最少 限の詳細情 報で あることが望 ま しく,こ のため には,起 り得

る改造 ケースを予想 し,こ れ らの各 々の場合 についての改造手引書が

作 られてい ることが望 ま しい。

,
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B受 注 ソフ トウェア

ユ ーザの 依 頼 に 依 って ソ フ トウ ェアを生 産 す る場 合,発 注 者 側 と

の間には ソフ トウェア ・プ ロダク トを中心に開発工程全搬 にわた って種 々

の情報が往来 し,分 析 ・整 理 されて最終的にはプ ログラムが納品 されるこ

とになる。

この場合;情 報伝達がス ムーズで しか も正確に行わ れない限 り,良 い ソ

フ'トウェア ・プロダク トとな り得ない。そ こでこの受注段 階に於いて ソフ

トウェア生産上如何な る情報を必要 とし,し か も如 何な る標 準化を必要 と

す るかを検 討する。

(1)'発 注段階

この段階は,色 々な事柄が 不透 明で必ず しも明確 にな っていない場合

が多い。 この段 階で重要 な ことは,発 注者側の意図 している内容や ニー

ズを明確 にす ることシステ ム範囲を確i足して見 積を如 何に正確 に行 うか

である。 この場合受 注者側で この作業に携わ る要 員は,企 業毎 の組織体

制や業務処理手順 な どに依 って異 なるが,営 業部門が独立 していてプロ

ジ ェク ト規模が比較的小 さい場合な どには直接営業部員が担当す る。

(勿論 開発部 門の協 力は必要 とす るが)一 方営 業部門が独立 していない

場 合や大規模 プPジ ェク トの場 合,開 発部 門の責任者やS.E.が 担当す

ることにな り,生 産 性 とい う観点か ら眺 めると必ず しも得策 でない。'し

か しこのどちらかの形態 を とるか否かはプ ロジェ ク ト規模,企 業規模,

組織 環境や歴史 とい った こ とか ら決定せ ざる を得ない。

ただ発注段階 に於 いて どのよ うな要員が担当す るか否かは別問題とし

て,大 きな作業 として図2-3の 作業が考 えられる。 しか し発注先が一
'
般企業 か官公庁 かに依 ってはこの発注段階 に於け る手 続が異 なる場合が

多いので,こ こでは一般的 なモデル として考察す る。
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図2-3発 注段階 に於け るモデル
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(刀 発注者側か ら眺めた場合

ソフ トウェア ・プロダク トに依 っては開発 当初か ら定量効果 を明確

に予測で きる場合 も多いが,し か し定性的に しか開発効果 を評 価 し得

ない場合 もある,こ の ような場合 この効果を如何 にアピールす るかが

発注者側 の悩 み としてあるが,こ の評価問題に対す る標準 的な評価手

法が確立 される とソフ トウェア開発が更に促進 され るもの と思 う。 次

に発注者側が持つ問題 点を述べ る。

① 発注者側の意図が受注者側 に十分伝わ っているか,即 ち コミュ ニ

ケーシ ョン ・ギ ャップがないか

②提出 され る見積が どの程度信 頼で きるのか,又 この妥当性は どう

か

③ 納品 され て くる ソフ トウェア ・プ ロダク トの 品質問題や性能問題
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は どうか

④ ソフ トウェア:プ ロダク トが納 期通 りに納入 されるか

⑤ ソフ トウェアの生産に対 して如何な る管理が行われ るのか

げ}受 注者側か ら眺 めた場 合

工 業製 品のように可視性の ある,し か も護れ もが或る程 度納得出来

る物 を作るの とは異な り,ユ ーザ ・ニーズ とい う目に見 えない要求を

この段 階では どの程 度迄明解 に し,吸 収す ることが出来るかで今後 の

作業に大 きな影響 を及ぼす ことにな る。

つ ま り受注者側はで きるだ け リスクを ミニマイズす る為に同種の開

発 を経験 した要員の活用や開発経験 の豊 かな要員に見積を させ るな ど

して,か な り経 験度 を重視 した活用 を行 ってい るが,し か しこの段階

での 見積技術 が プロジェク トの採算や納期問題 に大きな影響 を及ぼ し

てい るのが実状であ る。 この段階に於ける問題点を述べ る。

① 見積技術が個人的 なknow-howと して沈澱 してしまい必ず し

も組織 として蓄積 され に くい。

②見積技術 が技 術 として必 ず しも確立 され てし・ない。

③ 発注者側の ニーズが必ず しも明確 でない段階で発注者側の要請で

非常 に ラフな予算を提出せ ざるを得 ない場合が多 く・ しか もこの ラ

フな予算が最終的な開発費用の足枷 になって しま う場合が多い。

④ システム開発技術が まだ まだ未成熟 で開発要 員の個 人的能力差 に

依 って品質の良 し悪 しが決 まる場合が多い。 しか もどの機能 もと り

入 れる とシステ ム規模 にどの よ うな影響 を与 えるか とい った尺度が

は っき りしない まま,発 注者側の要望を取 り込 んだ為 に採算問題や

納期問題 が発注する場合が ある。

⑤契約内容 に依 っては,ド キ ュメ ン ト作成量 とレ}った工数 に影響を

及ぼす ことがあ るので システム範囲な どと同様 に十分検討する必要

があ る。
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⑥ システム範囲が必ず しも明確でな く,何 に依 って システ ム範囲 を

規定す るか十 分検討す る必要がある。

以上の よ うにこの発注段 階を受注 者側, 、発注者側か ら眺め ると様 々な

問題 点がある。 これ らの問題点解決の ために或 る種 の ガイ ドラインと

して標 準化項 目が設定 され る と発注者,受 注者の双方 にとって多くの

メ リッ トが期待で きると考 えられ る。

(ウ)標 準化 項 目 「,1

ソフ トウェアの特異 な点 として,ソ フ トウェア自体の優 劣の判定が

難か しくしか もシステム ・エ ンジニア といわれ る要員 とその他に紙 ・

鉛筆 ・コンピュー タとい った道具があ りさえすれば開発す ることが出

来るわけである。つ ま り標準化 とい った粋 を遵守 しな くて もプログラ

ム言語 の文法 とい った言 語 とのイ ンタフェースさえマスターすれば開

発す る事 が可能 な訳であ り,そ れ と同時 に大 きな問題点で もある。 手

工業的 な生産で我慢 できる間はこれで も良い だろうが,最 近のハー ド

ウェア ・コス トの低価格化傾 向に対 して,企 業 レベルで さえも開発 ・

運用 ・保守 とい った ソフ トウェア ・プロダクトに係 る要員数 の増大傾

向があ り,ソ フ トウェア,コ ス ト問題や生産性 向上 問題が一 層大 きく

浮かび上 ってきた。 ま して国家的な見地 か らソフ トウェア問題 を眺 め

てみ ると ソフ トウェアの流 通や分業化 のか らみで早 目に標 準化の粋 を

設 定 しておい た方が ベターと思われ る項 目について以下 に記述する。

但 し企 業 レベ ルで も必ず しも十分標 準化が 浸透 してい る訳 でもな く,

競争原理 を阻害 しない程度で しか も企業 の独 自性の もとで生産性の向

上が はかれ る必要が あ り,そ の意 味で標準化の項 目ならびに標 準化 の

程度 を どこに置 くかが重要 な課題 どな る。

① 要求仕様 を表現する言語の標準化

ソフ トウェアに要求 され る事 項は システ ム化三 ー ズに依 って色 々

と異 な ってい る為要 求仕様 とい う項 目を標準化す るこ とはなかなか
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困難があると考 える。 そ こでその項 目を標準化す る代 りに要求仕様

を表現す る言語 を標準化す ることによって受注者側 と発注者側の情

報流通を円滑 にす る必要 が ある。 このことは発注者側が持 ってい る

要求 とい う情 報を開発す る立場 にあ る受注者側に容易に伝 えること

が可能 とな り両者の大 きな生産性向上が期待 出来 る。

その上要求仕様確定段階 に於いて正 しくない要求,一 貫 性のない

要 求,不 明確な要求や抜 けの ある要求 とい った要求その ものの誤 り

を後続の設計 段階や製造段階 に持 ち込む と誤 りは どん どん増幅 され

て しまい,そ の誤 りの発見が後続 の段階になれば なるだ け修 正の為

に大 巾な修 正作業 を必要す るので,ど の よ うに して正確な要求仕様

を確定す るか又如何 に して早い段階で要求仕様上 の ミスを発見す る

かが大 きな課題 とな ってい る。 しか し要求仕様化 技術の現状 を眺 め

てみ ると,実 際 に使用 された り研究 中の もの もあるがまだ必ず しも

十分 な評価を得てい ない ので今後 とも研究 を期待 され る分野である。

この要求仕様言語が一般 に利用 され る為 には護れ もが簡単 に理解 出

来 るとい った理解容易性,護 れ もが簡 単に作れ る とい った作 り易さ,

更 に適用範囲の広 さな どが必須条件 となろ う。

② フィジ ビリティ時点 か ら発注時点迄の発注者 ・受注者間の情報

報交換手 順の標準化

この段階 に於け る手順は各企業 が長年培 ってきたknow-how

的 な企業毎の独 自性 があ り国家的な レベルでの情報交換手順の標準

化 が進めに くい分野で ある。

発注者側が持 ってい るアプ リケーシ ョン知識 と受注者側 の持って

い るアプ リケー シ ョン知識め ギ ャップを如何に して縮 めるか が重要

な ポイ ン トであ るoこ の為 に受注者側 は出来 るだけ類似 ソフ トウェ

アの 開発経 験者な どを割 り当てることな どで この ギ ャップを解消す

る努力をはか ってい る。 しか し常にこの条 件にあてはまる要員 を劃
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り当てられ る とは限 らないので効率良 くしか も的 を得た方法で発注

者側の持 ってい るア プ リケー シ ・ン知識 を吸収す る必要が ある。 こ

の場合情報交換の手順 の企業 レベルでの標準化が な され てい るだけ

でもか な りの生産 性向上 に寄与す るもの と思われ る。 その上 エ ン ド

ユーザ 自身が要求仕様 を受注者側に提 供出来る力を持つ こ とによ り

一層の生産性向上につ なが ると思われ る
。この場 合エ ン ドユーザの

持つ要求仕 様 を導 き出す為 の技術であるシステム分析手順の標準化

も重要な標準 化項 目であ る。'

又 アプ リケ ー シ ョン ・ギ ャ ップと1司様 に重要 なこ とは コンピュー

タ知識ギャ ップ問題 である。 エ ン ド・ユーザは コンピュータ知識 に

つい て全然知 らない ことを口実に(実 際にはか な りの知 識 を持 って

い る。)過 大要求を受注者側に押 しつけて きた りする場合が ある。

この場 合発注者側の要 求が開発期間や費用 とい った面に直ちにはね

か えせ る見積技術が あれば発注者側 と受注者側 とのバ ラ ンスの とれ

た要求仕様 にまとめる事が出来 るので標準化項 目の整備 と同様に こ

の ようなツール とい った ものの整備 も必要で ある。

③ 契約条項の標 準化

Boelumは1985年 に至 る米国に於 けるソフ トウェア ・コス トとハ

ー ドウェア ・コス トとの割合 を9:1と 予測 してい るよ うに ソフ ト

ウェア ・コス トの重要性が今後 も益々増大 して くる と思 われ る。 と

ころが過去の ソフ トウェアに関連す る取引はあ くまでもハ ー ドウェ

アに付帯す るもので ある とい った考 え方が強か った。 しか しコス ト

に占める ソフ トウェア ・コス トの増大に比例 して ハー ドウェアの一

部 とい った考 え方でな く立 派な商品 として取 り扱 われ る ようにな っ

てきた。 しか しこの商品 もして扱われるようにな ってきた ソフ トウ

ェアに関する契約条項を眺 めてみ ると,ハ ー ドウェアに関 す る契約

条項が慎重かつ詳細にわた って規定 され てい るの に反 して,こ れ だ
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け ソフ トウェアの重要性が叫ばれてい る割 には あま り大 きな注意 が

払われていないのが実状である。其の上開発 され る ソフ トウェアは

巨大化複雑 化になれ,し か もソフ トウ ェアが影 響を及ぼす領 域は拡

大傾 向にあ るので契約問題は今後受注段階に於ける重 要な作業 とな

って くる。 この意味で受注者側 と発注者側の両者 に とって契約条項

の標準化 をはか る事 によって,プ ロジェク トの取引毎 に作 成する必

要 がな く契約作成作業の生産性に大 き く貢献す るだけでな く,事 前

に十分検討 して契 約条項 を作成 してお くので,漏 れや検討不十分 で

発生する リス クを削減出来 るとい った法的安全性が高 くなる。

更に ソフ トウェアの果 たす機能が企 業の根幹的な ものや社会活動

の重要な部分 を占め るようになるとソフ トウェアが引き起 こす問題

は非常に大 きな問題 とな り契約条項如何 によっては受注会社の存続

さえも危 くす るほ どの打撃 を受 けるので十分注意 をす る必要がある。

しか しこの リスクを最小限 にす る為 に受 注者側だけに一方的 に有利

な契約条項 では発注者側 も納 得 しない ので,両 者の利害がバ ランス

出来 るよ うな契約条項 を検討す る場合には次の諸点に十分配慮す る

必要がある。

① ソフ トウェアの暇疵 に依 って引 き起 こされ る損害賠償 を どの程

度 にす るかが重要な条項 とな る。契 約如何によ っては膨大な損害

賠償 を請 求 され る可能性があ り,こ の リス クを回避す る為 にソフ

トウェア 自体 に防止の仕 掛を求める と開発費用が逆 に大き くなる

ので,両 者 にとってバ ラ ンスの とれた合法的な金額 を契約条項 と

して締結する必要 がある。

② ソフ トウェアについて認め られ る権 利問題 につい て規定 してお

く必要があ る。現段階で は世界 各国で様 々な議論がな されてい る

が,必 ず しも統一の とれ た見解が出 されていないので,著 作権や

特許権 に依 って ソフ トウェアが保 護 され るか否かの最終結論が 出
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る迄は ドキ ュメ ン ト類 も含 くんだ ソフ トウェアの使用権の範囲を

規定 しておく必要がある。

③機密問題は発注者側の機密情報の取 り扱 いや受注者側の機密情

報 について も契約で十分取 りきめてお く必要がある。 更にこの契

約条項 も契約形態(売 買契約,賃 貸借契約,請 負契約,委 任契約)

に依 って決定する必 要が ある。

出 生産段階

発注段階で正式 に認 められジ しか も明確化 され た要求仕様に沿 って実

現 してい く段階が生産段階 であ る。契約形態に依 っては異なるが基本的

には発 注者側は,受 注者の生産状 況を見守 ってい く立場 にあ る。 一方受

注者側 は発注者側の持 ってい るアプ リケーシ ョン情報や運用環境情報な

どを最大限に吸 収 しなが ら約束の納期に間 に合 うよ うに プロジェク トの

進行 をはか る段階である。生 産者 に於け る発注者側 と受注者側 との作業

分担 を一般形 として図2-4の モデル図と して表示す る。

図2-4生 産段階 に於けるモデル

◎

Or

/

(1}受 注者側か ら眺めた場合

この段階は受注者側の生産方式や体制 などに依 っては生産性に大き

な開きが発生す る工程 であ り,標 準化や工程管理が十分推進 されてい

る企業では納期問題 はあま り発生 しないが,そ うでない場合は プロジ

ェク トに携 っている要 員に依存す る場 合が多 く,プ ロジェク トに割 り
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付ける要員を決定す る場合 には能力,経 験,性 格 などを十分見定 めた

上で決定す る必要があ る。 この段階 に於 いて受注者 側が持つ問題点 を

下記す る。

① ソフ トウェアを生産す る際の生 産性向上 をはか りにくい。

② システ ム設計上の品質がなかなか一 定化 しに くい。

③ ソフ トウェア生産の方法 論が必ず しも統一化 されてい ない。

④ ソフ トウェアの品質保証に係 る費用を開発 コス トに反映 しにくい

ので どの程度迄 を コス トに反映 させ るかが問題 。

⑤ プログラ ミング作業 の管理が困難

⑥ プ ログラムの品質 を一定化 しに くい。

⑦ ソフ トウェアの生産規模が 同じ程度であ って もソフ トウェアの持

つ複雑性に依 って も開発期間に大きな影響 を与 える場 合な どが あ

り,ソ フ トウェアの生産 コス トに深い関係が ある要素(例 えば,

規模,複 雑性,要 員の能力,経 験度な どの)と の関連が不明確。

⑧作成する ドキ ュメ ンテーシ ョンが個 々の契約 に依 って異な る為に,

ドキ ュメン ト量 と工 数関係 が不明確。

② 発注者側 か ら眺 めた場合

この段階に於ける発注 者側の役割は,受 注者側の進捗報告の信愚性

を検査 し問題の発生 を未 然に防止す る必要があ る。又 新 らしい ソフ ト

ウェア ・プロダ ク トを どの様に して現在の仕組の中 に円滑 に導入 して

い くか の移行計 画 とシステムの対象 とな っている範囲の要員 を どの様

にして教育 してい くかの計画を立 てて受注者側の 協力の もとに実施を

行 う。 この段階 に於て受注者側 が持つ問題点を下記す る。

①進 捗状況 を受注 者側か ら報告 を受けるが これが どの程度信頼出来

るか

②運用マニ ュアル な どの ドキュメン トが どの程度整備 されているか

③納品 され る プログ ラムの保守性は どうか,簡 単 に修正が可能か
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④ 移行 上の問題はない か

⑧ 標準化項 目

この段階 に於いて生産性向上や保守 性向上な どを 目的に標準化を各

企 業 とも積 極的に推進 してお り,し か も重要 性の認識は非常に高い。

しか し現状 を眺め てみ る と標準 化の推進状況必ず しも満足のい く状態

でない。 この事は標準化 の推進 の困難性 を端 的に表わ してい る。そこ

で発注 者側 と受注者側の共通認識 の為に ソフ トウェア生 産の基本的 な

工程 につい ての標 準化 をはかる ことに依 り両者の情報流通 を円滑に行

うことが出来る。 但 し工程区分の レベルをあま り詳細 な レベルに設定

す ると考 え方の相異 な どで必ず しも統一 がとれ な くなるので大 きなメ

ッシュで とらえる必 要が ある。

① 生産工程 の標準 化

ソフ トウェア とい う目に見 えない ものを管理す る場 合,そ の管理

をどの様 に行 うか重要 な課題 である。 この為には ソフ トウェア生産

の進捗 を可視性のあるものに して検査が出来るよ うにす る必要があ

る。つ ま りソフ トウェアの生産段階を幾つかの工程 に区 分け して,

分割 された工程 での作業が終了 した事 を示す ドキ ュメンテーション

を提 出 させ る事 に依 って管理 しようとす る方法で ある。

しか し一方では ソフ トウェアを生産す る為の方法論が一般に市販

された り研究された りしてい る。 この場合,工 程区分は必ず しも統

一 され てお らず
,し か もその工程につけ られ てい る名称 さえもかな

りば らば らである。ただ市販 されてい る方法論のなかには工程区分

の考 え方その ものが一種のkn(rw-howで あ り,統 一化出来にくい

部分で もある。

但 し今後 もこの様な様 々な考 え方が出現 し混乱 を生 じて くると思

われ るので,事 前に大まか な レベルでの生産工程の標準化 をはか る

ことに依 って発注者側 と受注 者側の意思疎通が円滑にな り共通の土
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台の もとでの討議がな され るので生 産性向上 に大 き く貢献 してい く

もの と思われ る。 この工程の終了段階に作成す る ドキ ュメンテーシ

ョンの標準化 として1'980年 の4月16日 の ハーグでの会 議に於い

てDP659乞GUIDFLINEFORTHFDOCUMENTATI

ONOFCOMPUTERBASEDAPPLICATIONSYST

EMSと して提 出され現在ISO内 で検 討 されてい る段階で ある。

① 各工程毎の要求実 現検 査の標準化

工 程の標準化 で述べた よ うに工程の終 了は作 成された ドキ ェメ ソ

トを検査す る事に依 って判断す ることが出来 るが,工 程の標 準化 と

't同 様
に大切な ことは ドキ ュメン トとして作 成 された内容 をどのよ う

に して検査す るかで ある。 しか しソフ トウェアの特性 に依 っては記

述す る内容は千差万別 となり,内 容に立 ち入 っての検査はかな りの

困難が伴 うので,少 くとも工程終 了段階で の ドキュメ ン トに どの よ

うな項 目を記載す るかを標準化項 目として設定 しておけば,両 者の

検 査作業 を容易にす る事が出来,し か も漏れ とい った ことが な くな

り品質 向上に も大 きく貢献す る もの と思われ る。 この事 に関する標

準化の動 向 として 日本 がISOのTC97/SC7に 提 出 してい るプ

ログラム.ド キ ュメ ンテーシ ョンな どがあ り国礎 的な舞台で も積極

的に取 り組みつつあ る。

(1θ 導入段階

この段階はSEな どによって行われた イ ンテ グ レー ション ・テス トが

終 了 し,現 実の物 に ソフ トウェアを埋め込む段階であ る。 この段 階での

作業は主 に発注者側の もので あ り,受 注 者側の作業 としてはユーザ教育

が重要な作業 として発生す る。 この段階での作 業を上手 にや るか否かに

依 っては,折 角作 り上げた ソフ トウェアに対す る詳価 を一度 に落 とす事

に もな りかね ないので,導 入 に当 ってはユーザ と導入 スケジ ュールや要

員教育に事前に十分検討 してお く必要が ある。 この場合,特 に注意 して
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おかなければな らない事 は,ユ ーザ側 にあま り耳慣れ ない専問用語を用

い て拒絶反応を引 き起 こさせない ように十分配慮す る必要がある。 この

段 階に於いて標準化 項 目と して検討すべ き項 目として次の事項が考 えら

れ る。

① 導入手順 の標準化

⑪ 検査方法の標準化

⑪ 用 語 の標準化

C用 語

イ ンタフェースの場では,適 確な情報の伝達が最 も重要なことであ るので,

用語 とその定義の標準化が必要である ことは,い うまで もない ことである。

どの ような事項 に関す る用語の標準 化が必要であるかは,既 に上述の各所で

述べてきたので,こ こでは,特 に ソフ トウェアに関す る用語 で,非 常 に困難

ではあ るが是非標準化すべ き ものについて改めて指摘す る。

それは,処 理機能の標準化 である。2.1に おいて,今 日考 えられ る各種 の

ソフ トウェアが一応体系化 され てい るので,そ れぞれの適用分野ごとに ∫標

準的 と考 えられ る処理機能又は機能単位 をえらび,そ の内容の定義 とそれ の

名前 とを規格 と して定 めることである。

標準的処理機能は,い くつかの レベルに互 って えらぶべ きで あろ う。詳 細

なレベルでは,分 野別 はあま り意味 をもたな くな り,む しろ プログラムの基本

構造の機能の選 定になる。

この標 準 化 が行 わ れ ると,ソ フ トウェ アの設 計 ・製 造 の場 及び イ ンタ フ ェ

ースの場 において
,し たが って また利用の場 において得 られる利益は極めて

大きい ことは,上 述 のことか ら明かであろ う。
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(4)効 率 よ く生産 ・利 用するには

A設 計面

設計段階は要求仕様段階で得 られた 「システ ムまたは ソフ トウェアが何

を 目的 としてい るのか,そ して何 をす るものであ るか」 を記述 した ドキ ュ

メ ン トであ る 「システ ム要 求仕様 書(要 求を定義 した もの).」 を入 力 とし

て次の様 な作業 を行 うもの である。す なわ ち,設 計段 階は ジユーザの要求

に適合 したシステ ム(ソ フ トウ ェア)を どの よ うに して実現 して行 くかを

検討す る。 この結果 としての 出力はシステム設 計仕様書で ある。(一 般 に

ソフ トウェアまたは プロ グラムの要求仕様 と ,そ れ を実行 すべ きハー ドウ

ェア要求仕様か ら構成 され る。)

必要な ソ
.フトウェアを実現するためには,設 計段階 と してさらに,ソ フ

トウェア設計 を実 施す ることが必要 となる。

ソフ トウェア設 計の段 階で は ,ソ フ トウ ェアに要求される仕様 を実現す

るために,そ れが 使用する データ構造 とプ ログラ ム構造 を決定 し ,プ ログ

ラムとして実現する ことを可能 にする。 ソフ トウェア設計 では ,で きるだ

け容易に プログラ ミングで きる様 に(あ るいは容易に プ ログラ ミング出来

る程度 の大 きさと,複 雑 さをもつ様に)プ ロ グラムを分割 してお くことが

必要 となる。

設

計

段

階

ソフ トウェア

要求仕様

プログ ラム

仕様書

ハー ドウ エア

要求仕様

システム設計

システ ム詳細設計

介
このよ うに呼ぶ場

合 もある。
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プログラム設計の工程は次の二 つに大き く分ける ことが 出来る。 すなわ

ち,シ ステム性能(応 答 時間,処 理 しなければ な らない 最大 負荷,必 要 な

メモ リの量 な ど)を 満足す る処理方式 を決め,入 出力データと重要な内部

デー タ構造 として,モ ジュール実行を制御す るた めの制御表,フ ァイ ル構

造な どを決 める。

一般 に プログラムが大きな場 合には 複数の人がチーム として担 当す るの

で,設 計の規約な どの標準を定めてお くことが必要になる。

この作 業 に つづ き,条 件 に あ った プ ログラム ・モジュール を切 り出 し,モ

ジュール間のイ ンタフ ェース とモジュールの外部仕様 を決定 して行 く。 こ

の よ うに して作 られたモ ジュールの集合が ソフ トウェア要求仕様を満 足し

ているか どうか を検討 チェ ックす るた めに,設 計の レビューを行 うことが

必要 である。 この結果 によって設計が承認 されることにな る。

設計段階は ソフ トウェアの ライフサイ クル全体か らみて,後 工程にあた

える影響 も非常 に大きい 位置 を しめて いる。 したが って,設 計 フェーズに

十 分力 を入れ るこ とが,品 質 もよく,構 造の よい ソフ トウェアの作成 にと

って重要な ことが立証 されて来ている。 また,設 計工程は要求仕様 ととも

に最 も人間 自身の活躍す る段階で ある。

このため,各 ステ ップでの作業結果,(各 ステ ップで行われた作業の出

力として次の ステ ップに入力 として使用 される文書)が,わ か りや すい も

のでない と,次 工程の作業工数だけでな く,品 質にも大 き く影響す る。 し

たが って,設 計段階各作業の標準化 と,そ の出力である文書類(ド キ ュメ

ント)の 標準化が非常に 大きな効果 をもつ ことが明 らかであ る。

最近は この よ うな面か ら,作 業標準,標 準文書形式(フ ナーマ ッ ト),

作成基準 などまで,規 定す ることに よって,な るべ く均質な水準をもつ ソ

フ トウェアが生 産で きる様 にす るた めの設計 標準 を利用す る傾 向が非常 に

進んで きている。$TEPSな どは その代表的な もの とい えよ う。

次の商題 として,ソ フ トウ ェアの生産性 と品質の向上は現在 ソ フ トウェ
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アがおかれ てい る状況 か ら最 も重要な問題点 となってい る。設計作業の効

率化 もこの面か らの考慮が非常 に大 きなポイ ン トである。 ソフ トウェアで

要求仕様 を実現す る方法 の中で,機 能の標準化が適切 に行われれば,設 計

工数 及び そ の 後 の プ ログ ラ ミング段 階 での 効率 向上に大 きな効果が あ

る。実際,STEPSの 考 え方の基本 と しての ソフ トウェアの標準機能を

設定 し,そ の組 合せ と して個別 ユーザ プログラムを設 計す る方法(見 方を

か えると;ジ フ トウェアの部品化設計方式 とい うこ とが出来る。)が 大 き

な成果 をあげ てい る。 」'-1

機能の標準の例 と,設 計段階 にお ける標準 ドキ ュメ ントの例をあげ ると
く

表A-■ のよ うにな る。..

表現法につい てみ ると,ソ フ トウェア設計工程 を,少 しで も人間にわか

りやすい形 で表現できる ことは効率化 と品質の 向上の面か らもかな り大 き

な意味 をも ってい る。

これ らの例 と して,表 形式 による表現法,状 態遷移 図,ペ トリネ ッ ト,

タイムチャー ト,NSチ ャー ト,HIPO,PADな ど,最 近多 くの ものが

使われる様 にな ってお り,そ れぞれの適応領域 を十分 考慮した上で利用す

るこ とに よって,か な りの効果があ ると思われ る。 この様 な表現法は,シ

ステ ム設 計 の 段 階 の 表 現 に適 した ものが多い。 標準化の面か らこれ らの

機能,利 用可能範囲な ども含 めて検討が必要 になるだろ う。 これ らの方法

について共通 な特長 はいつ れ も2次 元的な表現法 であ り,平 面上に図形 と

して表 現す るこ とが,人 間の思考の方向 との関連性が強い とも考 えられ,

これ らを うまぐ利用す る ことで,設 計の品質 面の 向上 も十分期待できよ う。

⑳

::77懸ご薫 ㌍
compan〕on

⑥彦 　
状態遷移図の例 一68一



●

表A-1ド キ ュ メ ン ト一 覧

システム

分析

」シ ス
ア ム

概 要 設 計

シ ステ ム

詳細 設 計
製造 導入準備

シ ステ ム システム仕様 プ ログ ラム

概要仕様 書(編 構成) 仕様書

書 ・ ジ 日 ブ モ ジ ュ ー ル

仕様書 仕様書

・業務仕様書 画面製造

: ・入 出 力 仕様書

仕様書 JCL製 造

・画面仕様書 仕様書
仕 ・ コ ー ド 砂 ・/ライララ

仕様書 .リ製造仕様書
・JCL テス ト実施

様 仕様書 仕様書

・ コ マ ン ド/ 移行実施

メ ッ セ ー ジ 仕様書

書
仕様書 DB(フ ァイル)

・マ ク ロ/ラ 製造仕様書

イ ブ ラ リ

仕様書

・テ ス ト

仕様書

・移行仕様書

・DB(フ アイノリ

仕様書

分 シス テ ム コマ ン ド/メ ッ

析殺
害計 分析書

セージ設計書

書 入出力設計書
'

プ ログ ラ ム保 守

脱
コー ド説 明 書 説明書

明
システ ム運 用

書
説明書

十

業務運用説明書

計
システ ム テスト完了報告書

画報 開発 プ ロ ジ ュ

書告 計画書 クト完了

書
技 術 評 価 報 告 書 報告書

標

準
技 術 標 準

儒 毒 フ ェー ズ間 に またが って い る ドキ ュ メン トは,そ の間 で

作 成 す るか,あ るいは最 終 的 に完成 すれ ば よい こ とを示 す.
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表A-2ペ トリネッ トの記号

項番 記 号 名 称

1 (i) 場 所

(place)

2 .ti
遷 移

(・
、ram・i・i・n)

3 一」→ 一
. 有向枝

4 ●
.

石 ま た は マ ー ク

(token)

プ・グラム① プ ・グラム㊤

P1
,

⑧ 空待ち

● 処理11

L・cV@

⑪

⑧ 空き

ペ ト リ ネ ッ ト の 例
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●

番号 名 称 N8チ ャー ト記 号 フ ロ ー チ 々 一 ト記 号

1

.

順 次 処 理

. 処 理1

I

lΩ ・l
l'

処 理'8 1処 理 ・l
l

2
2分 岐 選 択

(IF)

8LSE

1』

＼ ・・/ 条 件

TH卵

/処 理1 .処 理8 処罰 川 Ω8
1.`

8'
多 分 岐 選 択A

(CASE)

{ C▲SEぽ ∠
9 .⑭

処.
ノ
理

1

処

理

2

＼

定

処'

瑠

0

、

条件1条 件8 OTHER

1処 理111処 理211処 理0|

lll

|

4
繰 力 返 し

(WHIL£)

■

EL9鳶件

/緋

処 理

HEN一

処 理

1

1

5
繰 り 返 し

(REPEAT)

1
一'

'

■

処 理

処'理 . ELSE

'/鮮 条 件

H剛'

6
呼 び 出 し

(CALL) (≡≡)EXT llΩ ・ll
・㎡.「.

? 並 列 処 理 ・

1

/＼ ll

処 題1 処88 |処 理1'

,

処 理8
'

ll"＼/ l

l

◆
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e

デ ブtt.、'デ ー タ

Tms

ア イ ドル ー_一二

デ ー タ受 信TIT1

時 刻 取 得

T2デ ー タ バ ッフ ァ リ ン グ

とCPU2へ ρ 送出

丁3 .装置 制御

CPU2よ り

装 置制御デー タ受信 丁4

タイムチセートの例(2CPU上 の ある制御機能 のcpU1の タイムチャート)

図3
労働時 間累績

図1
給 与計算概 要

図2
概 算給 与計算

図4

給 与 レー ト決定

図6
正味給与計算

図7図8図5
概算給与算出'引 き去 り額計算 支払小切手発行

1 給与管理 システム中の給与計算の概要

2 すべての概算給与計算機能の概要

3-5 概算給与計算の設計の詳細

3一 労働時間累積

4一 給与レー トの決定

5一 概算給与の算出

6 正味給 与計算の概要

7-8 正味給与計算の詳細

7一 全ての引き去り計算の実行

8一 給与支払小切手と明細書の作成

HIPOの 例:給 与計算階層図

二72一
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A1設 計情報IR

設計情報は先 きにのべ たよ うに多 くの文書類か ら構成 され る。 従来 これ

らの文書(ド キ ュメ ン ト類)は 一般 に手作業 で行われて来て お り,表 現法

も自然言語の利用 部分が大部分 を しめて来 た。 しかしなが ら,シ ステム毎

に多 くの ソフ トウ ェアが開発 され,ま た保守 されてい くソフ トウェア量の

増大 を考 えると,コ ンピュータの ソフ トウェアを作 るのに,コ ンピュー タ

を一 層利用す るとい う考 え方が強 くな って来ている。 このため ・ソ'フトウ

ェア設計情 報のDB化 を行い,そ の検査,更 新追加 などが 必要な時点,場

所 で出来る様 にする試みがな されて来 てい る。

設計情報の整理 と文書情報 としてのデ ータ構造,文 書表現 方式 な どの検

討が必要で あろ う。DBを 基礎 に して,各 種の設計情報文 書をあ る程度,

コンピュ三 夕で自動 的に作成する こと,ま た設計情報の相互間 の クロス ・

レフ ァレンス表なども要求 され るであ ろう。

設 計 情 報IRシ ス テ ム

■

・シ ステ ム構成

・要 素 間 イ'ンタ フ ェー ス

・要 素 の機 能 仕様

・全 般 的慣 例,規 則

JCL

記 述

外 部 仕 様 書

(ユ ーザマニ ュアル)

フ ァイル,DB

設計 書

図,表 など
添付資料

モ ジ ュー ル内詳 細 設計 書

(ま た は,ソ ース リス ト)
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A2設 計原価 の計算

ソフ トウェア作業 の コス ト見積 り,工 数見 積,規 模期間 見積 りな どは性

能予測 と同様にユ ーザ,作 成側い つれの側に とって も大変重要 な意味 を も

ってい る。 コス ト,工 数,規 模,期 間の見積 りとそれを開発実行中または

保守実行中を含めて各時点時点 で見直 しを行 えば,実 績 との差異 をみてよ

り適切な管理がで き るだけでな く,こ の よ うな見積 り,見 直 し,評 価 を繰

返す ことによ って,ソ フ トウェアの開発 一 設計段階で見 ても,そ の開発

の方式,内 容,な どについて,大 局的な見地か ら生産性,品 質の面か らの

向上等な ども検討す るこ とが 出来る と思われる。 ・

従 って,コ ス ト見積 り,コ ス トモデルの標準方式の設定 は大変重要 な ご

1とと考 えられ
る。 これ らの 方式 につい ては,最 近 米国のTRWのBoehm,

DODのDotyな どの研究が発表 されてお り ∴また,RayleighCurve

とソフ トウ ェア開 発保守工数 との関係についての研究 な どがある。 また,

よ り現場的な方法 と しては,ま ずデータを収集 して,各 開発projectに おけ

る設計段階の工数,費 用,さ らに設計対象の領域別,機 能別のデー タ蓄積

か ら予測す る方式 の開発が望 まれ てい る。この際 これ らの方法は できるだ

け使いやすい ものでなければ な らない ことは勿論 であろ う。'

Boehmの モ デ ル

MMニ3.5(KDSI)1・05

KDSIは ソー ス プロ グ ラム ステ ップ数(Kilostep単 位)

MMはman-month

名 目工 数 で これ に14種 類 の パ ラ メ ー タを掛 け る。

大型 で複 雑 な ソ フ トウェア の場 合 は指 数が も っと大 き くな る とい わ、

れ てい る。

■
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1.34VIRTUALMACHINEVOLAT
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l.48
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148MODERNPROG
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PRODUCTCOMPLEXITY 2.36

PERSONNEL/TERMCAPABILITY 4.18

1.00 1.502.002.50

SOFTWAREPRODUCTIVITYRANGE

、

■

B製 造 面

B.1ソ フ トウエア製 造 に お け る標 準 化. t

ソフ トウェア・エ ンジ ニア リングは 着実 な発 展 が行 われ,多 くの ソ フ トウ ェ

ア開 発の 場 で生 産性 や 品質 を 向上 させ る た めの 開発 規約 等 が 作 られ 効 果 をあ

げ て き てい る。

しか し,ソ フ トウ ェアは大 規模 化 し,多 様化 す るた め,L－ つ の 部 門だ けで
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開発を行 うことが困難 とな り,共 同開発や外注が一般的にな ってきてい る。

この ような場合,工 程 のた て方,工 程 の管理,ド キ ュメ ン トの作 り方が標

準化 され ていれば,工 数見積 りも確か にな り,工 程 もスムーズに進 めること

ができる。

標準化 された工程や工程管理を経て開発 され た ソフ トウェアは,或 る程度

の信頼性 を保つ ことが でき利用者に とって も安心 で きる。 これは ゾフ トウェ

アの外注や流通 を更に拡大す るた めにも重要な ことであ る。

更に,標 準化 された工程や作業内容に従 った ソフ トウェアについて は生産

性や品質 について共通の土俵 に立 って評価が できるため,こ こか ら生 まれる

生産性や品質の向上策 は多 くの場 に具体的に適用で きる。

この ような観点か ら ソフ トウェア製造 面において最低 限必要 と思 われ る標

準化の項 目について述べ る。

Bl.2ソ フ トウエア製造におけ る工程 と ドキ=メ ン ト

製造段階における各工程 とその名称を決め,そ の工程で どの よ うな作業を

行 うか を決 めてお く必要 が ある。

で きれば,各 工程 の定義或いは作 業内容 は厳密に決めな くともそ の工程の

生産物 である ドキ ュメ ン トを内容 も含めて明確に規定するこ とに よ り,工 程

の定義 とな り得 ると思 われ る。

製造段階の工程も,ソ フ トウェアの規模や用途 によ って,一 つ の工程を更

に分割 した小工程 を設 けた り,ソ フ トウェアの導入 と運 用 を重 視 した工程 を、、

加 える場合 もある。 ,,、 、,

しか し,製 造面にお ける工程 の基 本は同 じなので,大 まか な工 程で も,よ

り細分化 された工程で も,ど ちらにで も対応で きる工程の標準化 を考 える必

要 が あ る。

これ ら工程 とその過程で作成 され る ドキ ュメ ン トの標準!ヒが で きれば ソフ

ウェア製造における標準化 の大 きな部分 が完成 した ことにな ると思われ る。
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以下に標準化の参 考と して,製 造の工 程 と ドキュメン トについ て述べ る。

まず製造 とは ソフ トウェア開発の どの工程か らを言 うのかが問題に なるが,

ここでは,プ ログラムが これを構 成す る最 小の翻訳 単位(コ ンパイル/ア セ

ンブル単位)で あるモ ジぞ一ルに まで分割 されてい るとす る。 更に っ各モ ジ

ュール の 機能 や モ ジ ュ ール に対 す る入 出力,各 モ ジ ュ.一,ノkが使 用 す る共 通 テ

ー ブル や 作業 用 フ ァイ ル な ども決定 され て い ると して ,こ の モ ジ ュールの機

能 を処 理 手順 と しく.詳細化 す る工程 か らを,製 造 と考 えiる。

従 って,製 造 で の工 程 と して は,

・モ ジ ュー ルの詳 細 設 計

・モ ジ ュールの プ ログ ラ ミング

・モ ジュ ー ルの テ ス ト

・モ ジ ュールを 結 合 した テ ス ト

が考 え られ る。 モ ジ ュ ール の詳細 設 計 は 製造 工 程 で は な く設 計 工程 と して

もよい が,コ ーデ ィ ン グに近 い 詳 細化 とい う意味 で製 造 と して考 える。

(1)モ ジ ュールの 詳 細 設 計 工程

(i)作 業 内容

モ ジ ュー ルの 機 能 に従 って,コ ー デ ィ ン グが 可 能 な程 度 に処 理 手順 を詳

細化 す る。

㈲ ドキ ュメ ン ト

・詳 細 仕 様書,

主 な 内容 と して は モ ジ ュー ルの 処 理 手順 や モ ジ ュール 内部 で使 用 す る

テ ー ブルや デ ー タ定 義 を述 べ る。 処 理手 順 は文 章 で 記述 した り,HI

POや 擬 似 コ ー'ドを用 い て もよい 。

② モ ジ ュール の プ ロ グ ラ ミング工程

(D作 業 内容

詳 細 仕様 書 に基づ きモ ジュ ール の コーデ ィ ン グを行 い,ア セ ンブル また

は コ ンパイ ル した あ とモ ジ ュー ルの テ ス トを行 う。
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(ii)ド キ ュ メ ン ト

・コ・ンパ イル リス トまたは ア セ ンブル リス ト

・モ ジ ュ ール テ ス ト仕様 書

テ ス ト項 目毎 に テ ス トの 目的 と具体 的 な 入 力 デ ー タ及 び 出 力結 果 を 述

べ た もの で あ る。

・モ ジ ュ ール テ ス ト成績 書

上 記 の テ ス ト仕 様 書 に 基づ い て テ ス ・トを行 った結 果 を述 べ る'。また,障

害種 別 毎 の発 生 件 数,障 害 作 込 工 程 別 の 発生 件 数 な どの 品質 デー タを ま と

め る と同 時 に モ ジ ュー ルの品 質 評 価 や 今後 の障 害 発生 予 測 等 を述 べ る。

な お,こ の工 程 で モ ジ ュ ールの ス テ ップ数 や メモ リサ イ ズが ほぼ確 定 す

る ので これ らにつ い て も今後 の 基 礎 デ ー タ と して収 録 して お く。'

(3)結 合 テ ス ト工 程

(D作 業 内 容,

モ ジ ュ ール を結 合 しなが らモ ジ ュ ール聞 及 び プ ロ グ ラム間の イ ンタフ ェ

ー スの正 当性 を テ ス トす る
。.|

更 に,全 体 として の 機能,性 能 及 び操 作性 に つい て 目的 に 合 って い るか

を テ ス トす る。

(1Dド キ ュメ ン ト

・結合 テ ス ト仕 様 書

モ ジ ュ ールが 結 合 され テス トす る順 序 と テ ス ト項 目毎 の テ ス ト目的 及

び 具体 的な 入 力 デ ー タ と出力 結 果 を述 べ る必要 が あ る。

・結 合 テス ト成 績 書

結合 テス ト仕 様 書 に述 べ る テ ス ト項 目に 対す る テ ス ト実 施結 果 を述 べ

る。

また,モ ジ ュール テス ト成 績 書 で述 べ た よ うな品 質 デ ー タの ま とめ

も必 要 で あ る。 性 能 につ い ては 別項 を設 け て部 分 的 ば か りで な く総 合

的 な評 価 が 述 べ られ る べ き で あ る。
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B.1.2.ソ フ トウエア製造 における管 理

ソフ トウェア製造 における管理 は職場の組織,歴 史や経験 によ り様 々で管

理の標準化は困難 と思われ るが,進 捗管理,予 実 管理及び品質管理 について

標準化が必要 と思 われる項 目について述べる。
◎

(1)進 捗管理

・工程線表 の書 き方

・工程線表の管理 ・更新の手続 き

・工程会議 の開催 と進捗状況の報告単位及び報告内容

報告 内容については作成済 ステ ップ数,作 成済テ ス ト項 目数,作 成済 ド

キュメ ン トのペ ージ数,テ ス ト済の テス ト項 目数 及び発見 したバ グ件数 な

どは少 な くとも報告 内容 に入れ ることを標準 とする。

・各種指標の分析

(a)プ ログラムの生産性=ス テ ップ数/人 月

⑥ ドキ ュメ ントの生産性=ペ ージ数/人 月

(c)テ ス ト項 目設定率=テ ス ト項 目/ス テ ップ数

な どは標準化項 目と して取入れ たい。

・ドキ ュメ ン トの管理 と変更手続 き

(個人が勝手に修正 した り持 出 した りしないため)

・ソースプログラムの管理 と変 更手 続き

{2)予 算実績管理

・工程別工数(又 は費 用)の 予定 と実績

・工程別計算機使用時間(又 は費 用)の 予定 と実績

・消耗品等 の費用の予算 と実績

などは少 な くとも標準化の中に取入れたい。

(3)品 質管理

・バ グの定義

どの よ うなバ グをバ グとして取上げ るか。例 えば,ド キ ュメ ン トの誤字
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脱字 はバ グとして取 あげ るか とか,プ ログラムのバ グは コーディングが

完 了 しアセ ンブル/コ ンパイル して文法的なエ ラーが なくな って か らカ

ウ ン トす るかな ど明確 に して おく必要が ある。

・バ グの種別

設計 の ミスか,単 なる コーデ ィングの ミスか,ド キ ュメ ントの ミスか な

どの分類

・モジ ュール毎のバ グ検 出 目標 と実績 及び実績が 目標に較 べて多過 ぎた り

少な過 ぎる限界を設定 すべ きこと。 これに対 しては再度 モジ ゴールの レ

ビューを行 うな どの 対策 を取るべ きこと。・

冷 レビューの明示

近年は各工程での レビュ]の 実 施が一般 に行われ る よ うに な り品質面 で

大きな効果を上げてい るため,各 工 程での レビューを義務化す るの も良

い と思われ る。工程の一部 と して レ ビュー工程 と して取入れ るの も一方

法である。

・バ グ票

全てのバ グはバ グ票 に記録す る ことに し,パ グの集 計や分析 に役 立てる。

バ グ票 の内容 と してはバ グの存在 した モジュール 名,バ グの 内容,パ

グの種別,バ グを組込んだ工程な どは記載 項 目として必要で ある。

・品質の指標

(a)テ ス ト項 目設定率=テ ス ト項 目数/百 ステ ップ

(b)バ グ検出率=テ ス ト項 目数/バ グ"

更に,テ ス ト項 目に基づ くテス ト以外 にデス ト実 施中に不都合が発見

され る場合が ある。 意識 してバ グを発見す る場合 とそ うでな く発見 され

た場合の比率 を求めてお くの もテ ス ト項 目設定の評価の一つ となる。

(c)パ グ発生率=バ グ件数/Kス テ ップ

ドキ ュメ ン トについ ては

=バ グ件数/ペ ージ
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、

な どを品質 の指標 として決め ておけば よい。

B.2ソ フ トウ エ ア部 品に つい て

B2.1ソ フ トウ エア部 品の 必 要性 に つい て

ソフ トウェアの生産性 を高 め,品 質 を向上 させるために近年 プログラ ミン

グ方法論 の発展が あ った。一方,ソ フ トウェア開発費の低 減の ため既存 ソフ

トウェアの再 利用が従来か ら行われてい る。

既存 ソフ トウェアの再利用は,ソ フ トウェアパ ッケージの形 を とる の と,

既存 ソフ トウェアを異 なるOSや ハ ー ドウェア上で動作 させ るために コンバ

ータを利用す るとい う形が一 般的で ある。

しかし,現 実 に ソフ トウェアの開発 を行 う場合 にも既存 ソフ トウェアの再

利用 を行 うことが考 えられ る。,.'.

長い歴 史を持つ工 業製 品の場 合は,規 格 化された部品が存在 し,当 然の事

として広範 に安心 して利用 され ている。 ソフ トウェアの製造 において も規格

化 された部品を作 り,こ の部品が活用 されれば生産性 と品質 の向上 を図る こ

とがで きる。

ソフ トウェ.アは適切 な アルゴ リズ ムの採用 とプ ログラ ミング方法論 にの っ

とった もので あるこ とが必要であ り,設 計者,プ ログラマ及び ヒビぞ一者 が

これ らの ノウハ ウを熟知 しい ることが望 ま しい。

しか し,こ の よ うな質 の高い ソフ トウェア開発要員を確保す ることは現実

には困難であ る。

この困難を少 しで も軽減す るには,ア ルゴ リズム どプ ログラミングが十分

に吟味 された ソフ トウェア部品を作成 し,こ れを活用する ことで ある。.

更に,ソ フ トウェア開発者の初期 教育において も,良 い アル ゴ リズムと良

い プログラ ミングを豊富 なソフ トウェア部品か ら学ぶことがで きれば,ソ フ

トウェア部品の効果は大きい と言 える。

部品の定義は簡単では ないが,大 き な もの よ り,広 範 囲に利用 され,利
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用頻度の高い小 さな機能,例 えば特定 の文字列を見つけた り,日 付の算出 な

ど機能 とす る。

また,規 模 も数 行か ら数百行の もの に限 る とよい。

B.2.2.ソ フ トウエア部 品化 を進 めるための標準化 に ついて

ソフ トウェア部 品化 を進 めるために どのよ うな標準化を考 えてお くべ きか

を以下に述べ る。 一

(1)部 品の定義

・部品の機能の範 囲

・部品の規 模

・部品が使 用する言語

・OSや ハー ドウ ェア に対す る部品の汎用性 もしくは局所性

な ど部品 として認 める範 ち ゅうを明確 に しておかねばな らない。

部品の範 ち ゅうは一一度決 めたら変 らない ものでは な く部品の普及や利用者

の要望 等に よ り拡大 レ,場 合によれぼ一部縮少 され ることもある。

② 部品の コー ド体 系

部品の作 成,集 収,管 理及び利用を容易にす るため,部 品の コー ド体系 を

整備 しなければな らない。 部品 の持つ コー ドは必 ず しも一つだ けでは なく複

数個で もよい 。 コー ドは利用者が部品の検索の際 に便利 な体系 にな っている

べきで ,機 能別 コー ド,取 扱 うデー タ別 コー ドや 使用言語 別 コー ドなどが考

えられる。

この コー ド体系を標準化 しておけぼ ソフ トウェア部品の流通 も促進 され る。

(3)部 品仕様書

ソフ トウェア部品 を広範囲 に利用 して もら うため には利用 者の必要に合 っ

た部品を正確 に選んで もらい,正 しく使用 して もらう必要があ る。

このた めには,ソ フ トウェア部品 の仕様書 の記載項 目と内容の書 き方を統

一 してお く必要 がある。考 えられる項 目としては,
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●

・部品名 と部品 コニ ド

・機能

・部品の使用法 と使 用上の注意事項

・部品の形態(ソ ース コー ドか ロー ドモジュールか)と 組込方法(マ クロ

な ど)

・使用 言語

・ステ ップ数

・占有メモ リ ・

・性能

な どがある。

(4)部 品登録 と管理

部品登録や管理 のた めの書類 の様式や手続 きを標準化 し ,部 品 の利用や交

流にそな えてず さんな管理が行われない よう標準化 してお く必要がある。

(5)部 品の品質保証

部品作成にお けるテス トの内容や結果 について,必 要最低 限の ことが実 施

されてい ることが確認 で きる品質確 認書を標準化 して,部 品 の登録に際 して

品質の確 認がで きるよ うにすべきである。.

㈲ 部品の トラ ブル

ソフ トウェア部品の トラブル(障 害)は 利用促進 の大 きな妨げ にな るので
,

障害発生時の報告,そ れ に対する回答,及 び障害修正 とそれ に伴な う部 品の

履歴管理な どの手続 きを標準化 してお く必要 があ る。

(7)部 品の利 用状況

ソフ トウェア部品 の利用状況 は部品の開発 ,改 良,削 除や 利用促進のため

の重要なデータとなる。

従 って,利 用状況 を定期的に記録報告する様式を決めておくことが望ましい。

ソフ トウェア部品の蓄積 と利用が進む ことは プログラムの製造 だけでな く ,

設 計も部品利用を前提 として行 われ ることになる。
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従 って,従 来か ら言われた ように ソフ トウェアは一品生産 とい う考 えか ら,

一品生産で あ って も多 くの共通部 分が部 品 とい うレベルで標準化 され る。

更に,複 数の部品の組合せか らよ り大 きな機能 を持つ部品がで きるように

なれば,夢 と思われた ソフ トウ ェアの標準 化に一歩近づ くこ とにな ると思わ

れる。

Cド キ ュメン トの整備

C1.ド キ ュメン ト整備の必要性

産 業界 において製品に付随す る ドキ ュメ ン トの重要性は,し ば しば無視 さ

れてい る。一見 してその操作や特質が判る ような製品は別 と して,現 品 を受

取 っただ けでは,手 のつけ ようもない複雑 な製品は(そ れがハ ー ドウェアで

あれ,ソ フ トウェアで あれ),詳 細 な説明書 な しでは,全 く意味 が ない。

いかに 良い製品で も ↓その利用 者は製 造者では ない他人であるか ら,文 書

または 口頭の説 明を聞き(読 み〉,あ る程度の時間をかけて 了解 して,始 め

て利 用 し得 る状態に達す る。その利用の方法 を誤れば,い か に良い製 品で も,

利用者 にとって何の役に もたたないばか りか,更 に損害 を も引 き起す。

従 って製 品に関 し,そ の 使用 法の 訓練 を,製 品販売上 の必須の要件 とする

こ とが 多い。現在 ソフ トウェアについて,製 品販売 と訓練 は不可分 の もの と

考 えられ るよ うにな っている。 そ して訓練には,口 頭 だけではな く,書 き物

(普 通は説 明書)を 提供す ることが,訓 練 の不可欠な部分どな ってい る。

それ に も拘 らず この説 明書は,形 だけは整 っていても,内 容が極めて不完

全で,ユ ーザが 不満を洩 らすのが常 である。 不完全な説 明書 を添 えた製品 を

売 るこ とは,性 能 不完全な製品を売 ることに等 しい。'この ことは一応理解 さ

れてはい るが,現 実には徹底 してい ない。その理 由のひ とつは,製 品が ハー

ドウェアであるときには,わ れわれが知 らず知 らずの うちに,ハ ー ドウェア

優先の思想に支配 されているた め,八 一 ドウ 三アが 良ければ,他 の面が 不満
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で も止む を得ない,と 考 える習慣 があるか らであろ う。

一方製品が ソフ トウ ェアであれば
,ソ フ トウ ェアが不備であれば致命的で

あ るはずなの}ご,事 実は不備な ものが,ま か り通 っているのは何故であろ う

か。 これは;売 り手 ・買い手ともに,外 形(す なわち ソフ トウェアのハー ド

的な面)だ けに拘 って,中 味は 不問に付す る傾向が強い。 た どえば説明書を

付ける とい う契約事項があれ ば,説 明書 がとにか く,'あ るかないか,少 し進

んで も何ペ ージあるか",更 に進んで も文字が きれいか,印 刷が一応 の水準に

あ るかを検査す るに止 ま り,そ れ以上 のこ とは行 われ ない。

個 々の契約 に基 く検査でぽ;中 味 にまで立 ち入 っていては,検 査 自身 が実

施できない,と い う意見 もある。 そうであるな ら,説 明書に対す る一般的な

基準 が存在 し',そ れが高い確i率で守 られている。 とき どきは抜取検査が行わ

れ ている。 とでもい う保証がなければ,買 い手は安心で きないはずである。

現状は,守 るべ き基準 もない。基準 に達 してい るか,調 べ る方法 もハ ッキ

リしていない,従 って守る熱意も生れない。かりに熱意はあ ってもこの基準 を守る

ための コス トが認め られ ていない,等 々の理由が あろ う。 これは,も はや個

別問題では解決せず,全 国的な大きな枠の中で解決法を求めるほかない。従

って業 界全体の問題 として取 り上げ るほかない。

C2.ド キ ュメン トと中味に関す る特質

(i)多 量であること

ドキ ュメン トとい うものは,本 質的 に量が多い。 しか も,全 ての関係者が

すべてを読む とい うわ けではない。即 ち多 くの人は,必 要な都度,必 要 と思

うところを読み,時 間に追われ るか ら関係個所を抜 けな く完全 に読む ことは

ない,と 覚悟 しなければ ならない。

内容が極 めて論理的で(ソ フ トウェアでは多 くの場合そ うであ る) .あれば

関係す るところを隈な く読 まない と欠陥,あ るいは間違いが生 じる危険があ
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る。だか ら利 用者は洩れな く読 まなければい けない,と 執 筆者側が主張 して

も,こ れ はマシ ンに関 しては適合 して も,通 常の人間に対 しては適 合しない。

マシ ンの場合 には ,冗 長性 のある論述を行 うことは,む しろ間違いを引起す

可能性が あるので,冗 長性 がな く,形 式論理的に,必 要かつ十分 なようにの

み記載すべ きだ と考 えられ る。 しか し,こ れは人間に対 して,特 に学習過程

においては,適 用 できない。 、.

また憶 えてお くべ き事柄の量,マ シ ンでい えば外部 記憶の容量に当るもの,

はマシ ンの場合 と大 きな違いがあ る。つ まり記憶量には制限があ り,簡 単に

拡張で きない。従 って多量の ドキ ュメ ン トに対応す るには,無 条件では ダメ

で特別の配慮がい る。

また記憶 の形成 は機 械ほ ど早 くな く,一 渡 記憶せ よと内容を送 り込んでも

無条件で受 け付けるわ けではない。 何回かの繰返 しがあ ると良 く記憶で き,

しか もその繰返 しの しかたにも何か ある秘訣があ り,単 に同 じことを繰返す

よ り,異 な る条件 のも と,あ るいは異なる他の事項 との組合せ で繰返す とよ

い結果が得 られ る。

しか し他方で 「処理能 力」では,人 間の能力はマ シ ンに くらべ極めて高い

能力を示す。特 に複数 の(し か し余 り多数でない)要 素の組合せで行 う判断

一 いわば リレーシ ョナル的な処理 一 で特に著 る しい。

従 って ドキュメ ン トの 多量性 に関 して も,同 一の判断 を多数回線返す よう

な操作は人間の能力に依存せず,補 助手段に任す方が よい。例 えば情報処理

機械を使わず とも,印 刷物 において,表 の活用,索 引の機械的 な利用に よる

よ う,説 明あ るいは記 載を工夫すべ きである。

ドキ ュメ ントの多量性 を考慮 して ドキ ュメ ン ト自身 の構成 ・構造をきめて

ゆかな けれぼ な らない。

(2)多 様性

情報は もともと多様 な ものであ り,そ れを記録 し運ぶ ドキ ュメン トも(内

容が)多 様 になるのは 当然の ことであ る。無限に多様な ものを単に併列的 に
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扱 って,多 様性 を個別に提供 して も,読 者 であ る人間 はそれ ら相互間の差異

を認識 しに くい。

しか し多様 なもの も,類 似な ものは集 めて一群(class)と し,さ らに こ

の群を複数 まとめて,よ り大きな一群(高 次群,高 位のelass)を 作 り,と

い う分類 方式 を とると,人 間の行 う理解 は顕著 に高 まる。

従 ってある技術内容 を記述 し,読 者の理解に訴 えるには,そ のもの だけの

ことを述べ るよ り,他 の もの との類似,あ るいは差異 に関する説 明を付加 し

なが ら行 うと効果が大 きい。

この点 は ソフ トウェアの説明書では,必 ず しも実行 されていない。恐 らく

指導員が訓練する ときには,こ の点 を 口頭で付加 して行 うが,テ キス トには

その ような配慮は(テ キス トを簡単 にす るため)必 要 でないと考 えているこ

とが多い。 しか しこれは再考すべきで あろ う。説明書は 仕様書では ないので

ある。

C5.ド キ ュメン ト記述 の標準化

C3.1.記 述の特性

一つの ドキ ュメントは
,取 扱 う対象が違 っていて も,お のずか ら一つの様

式に従 うものである。 これには,論 述 とい うものには,お よそ走 った形式が

あるとい う事実 と,一 方 この こととは別に,説 明書 とくに ソフ トウ ェアの説

明書が持つ特性のために考 えなければな らない文書作成 及び刊行上の特性 と

が ある。

前者は ソフ トウェアには少 しも限定 されない,論 述 一般の問題 であ り,他

人に ものを説 明するために備 えるべ き特性 である。

これに反 して後者は,ソ フ トウ ェアの現在の形態や特質か ら来る ものであ

る。例 えば,頻 繁に改訂があるとか,他 の説 明書の改訂に よ り影響 を受け,

また他の説 明書の内容にも影響 を与 えることが多い。つ ま り全体 として一つ

のシステ ムを形成 してい る,と かい うような ことである。
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前者 を一般形式,後 者を固有形式 とここで は呼んで区別す るこ とがで きる。

一般形 式は技術的 な記述文書に共通 した ことで
,こ こで詳 細を検討す るこ

とは避け,主 要な事項 として以下の点 をあげるに止 める。第一 は論述の骨組

の十分 な検討(こ れが 欠ける と執筆者の頭の中に ある主張 ・提言 ・思考の ク

セが直接 出てきて,条 件 の違 う他 人には理解 しに くくな る),第 二に説明の

必要要素に抜けがあ る(自 身 では 当然 とす ることも,他 人の眼か ら見れば思

考}卵 蹴iあ ると容易に感 じられ る)・ 第三頃 素陰 部斯 ていても要

素 の結び付けかたに欠陥がある(例 えば 直線 的論理ですむ場 合は簡 単で ある

、が,連 立方程式的やル ープ的な結び 付 きの ある ケースに対 して説 明が できて

い ない。複雑な問題 には この種 の説 明が必要な ことが多い)。

「形式」以外で重要 なことは文 章作 成能力であ る。 この能 力は今 日の日本

Q学 校教育の全課程 を通pて 不足 してい るので,積 極 的な訓練 が必要である。

ことに ソフ トウェア関係の若い従事者 には基本的 な訓練(本 来 な らば初級学

校教育で身に付けてい るべ きことで,業 界 としては放念 して よいはず の訓練)

が改 めて必要で ある。

その訓練の多 くは講議だ けでは 大 した役に立 たず,実 施訓練ない しは演習

では じめて体得で きるものなので,訓 練時間 と指導者のマ ンア ワーを費 すこ

とが多い。ただ し学習者に積 極的 な意欲があれば,自 己訓練で も相当 の成 果

が得 られることなの で,職 場 の周囲の者や上 司が指導す るな らば,入 社後の

数年間 を通 じて向上 しうるものであ る。従 って職場 全体が,ご 、く初歩的な文

字の書 き方か ら始 め,正 確 な文 章を書 くことに気 を使 う習慣が 確立すれば解

決す るこ となのであ る。 その習慣が容易に育成で きない場合 には,経 営側が

相当の負担を して訓練 を行わなければな らない。
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C5.2.固 有 形式

第 二 の 固 有 形式 に つい て は,問 題 が 多 い。

(1)読 者の レベ ルの設定 、

説 明者は読者がいか なる人び とで あるか を明瞭 に意識 しなけれ ばよいもの

は作れ ない。 しか し現実に読者の レベル(主 に豫備知識)は さまざ まであ る

ので,一 つ の 説 明書 で は,ご く始 め の方 で,レ ・シ レを揃 える,(即 ち同 じ線 か

らスタ〒 トで きるような)予 備工作が必 要である。 もしこれが どう しても長

くなるよ うな場合に は,説 明書 を分 割 して 「予備篇」 と 「本体篇 」 とす る方

が よい。

そ して 「本体篇」には冒頭 に読者は既に これ これの レベルに達 してい るこ

とを要す る,と 条 件を明示 しなければ な らない。いわば大学におけ る 「既修

課 目」の明示 と同 じであ る。例 えば、r予備篇」 を読了 してい るこ と」 とか,

「某氏著 「…入 門」理 解程度の レベル にあ ること」 な どとす ればよい。

そ こまで厳重 にできない場合には,本 文の始 めに 「予備知識の整理」 とで

もい うよ うな復習の ための章節 を設けて,手 短か に必要 な概念や事実 を列挙

し,簡 短な定 義や解説 を与 えることが望ま しい。

また一事項を説 明す るに当 って漠然と 「よ く知 られているよ うに」 とだけ

書 くのでは説明にな らない。 また 「既 に定義 した ように」 とい うの も,ど の

章節に とか,別 の説 明書 の どの部分にとか,明 瞭 に示 さなければ な らない。

(2)引 用 ・参照 を容 易にする こと

前節 に述べた ことを実行す るためには,一 つ の説明書の中のあ る論述 を他

の部分で確i実に引用す る必要があ り,こ のためには章 節 さらにはその下位 の

区分 に至 るまで,明 確 な区分を判 りやすい 区分記号で示 さな ければな らない。

通常1.2.3の よ うな区分記号が使われ る(JISZ参 照)が,他 の部 門に
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くらべ,ず っと多段 の階層を使 わ ざるを得ない。 このた記 号全 体が重苦 し く

なることもあるので,更 に一工夫必要 であ ろう。

また重要な定義,特 性等 の記載 に,上 記の章節区分 とは別 に.番 号 を振 る

こと(数 学 において行 われ る 「1・12式 」 のよ うな記載法)も 活用が便利

であろう。

(3)個 条書 き,表,図 の一 層 の活 用

よ く知 られ てい ることで あるが,一 層 の活用が望 ましい。場 合によ っては

本文の一般文章に よる記述 と重複 して も差 し支 えない。 また重要な事項,式

等を,と ころ どころに一括 して示す こ とも使 うと よい。

(4)飛 ば し読み を可能にす る措置

説明者は論理正 しく抜 けな く書 く努 力をすれ ばす るほ ど,短 時間で要点だ

けをとらえる ことが困難にな る。実 用上 には,説 明書全 体を読 まず,あ る観

点か ら見て必要な事項 だけを飛ば して読み取るこ とが必 要}ピな る。

これ を可能 にす るためには,全 文 を読んで全体 を知 りたい読者 と,特 定の

重要事項だ けを知 りたい読者 とを区別 し,特 に後者のためには,こ の部分

とこの部分だけを読 んで も理解がで きる旨を明示す ることが望 ましい。

あるいは初 めか ら,こ うい う目的の者は これ とこれ だけを読 め,と い う指

示を して,始 めか ら複数路線 を容認 した書 き方を とることもで きる。 ただ こ

の方法は著者に とってはやや 負担 の増加になる。

思い切 った行 き方 は,同 じ製品の説 明書 を複数作 り,「 何 々を 目指す入用」

と断 って,路 線 別に説明書 を分 ける方法である。 もちろん作 成者の負担は増

すが,利 用者には勧 迎 され る。これを徹底すれぼ,マ ス ター版を まず作 り,

利用 目的別に,マ ス ター版 中の必要な部分だけを拾い集 めて,特 別版 を何通

りで も作 る(コ ンピュータ編 集,ワ ー ドプ ロセ ッサの 利用に よ りこれは可能

となる)こ とにな る。
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(5)頻 繁 な改訂を予想 した処置

まず説 明書の始めに今 までにいつ改訂が行 なわれたかの経過 を個 条書 きに

した記述がい る。 た とえば 以下の よ うな体裁で よい。

第1版 年 月 日

第2版 年 月 日2章,3.5を 改 訂追 加

第3版 年 月 日 全 般 にわ た る改訂

第4版 年 月 日1.8,3.4/3.6を 改 訂

これ は通常励行 され てい る。

次に改訂のあ った章節の始 めに,こ の項 にはいつ ・どんな形の改 訂が あ っ

た と記載す る方法で ある。

(6)ペ ー ジ付 けの問題

改訂によ りページ単位の差 しか えですむ場合 には問題 ないが ,前 の1ペ ー

ジが改訂後2ペ ージ以上 に相当す ることとな り ,一 連番号以外のペ ージ付け

(例 えば 旧21ペ ージに対 し21a,21b等)が 必要 にな る。 ただ しこの

よ うな場合 には追 加ペ ージが どれ だけあ ったのかは ,自 動的に判 らない(上

の例では21cペ ージがあ るが脱落 してい るのか
,Sし れない)た め,本 文の

文脈で判断す るほか ないが,こ れは しばしば危険 である。

従 って新追加ペ ージか ら旧ペ ージに移 る際 には,新 追 加ベ ージの最後に
,

旧ペ ージの どこに飛ぶか の指示 をペ ージ付けの枠 の中で しなければ な らない

(例 えば21bペ ージに,次22と い う指示を入れ る)。 慣行す れば簡単な

ことで あるが従来 は行われ なか った。

C4.ド キュメン ト検索の便宜

ソフ トウェア分野ほ ど説 明書が膨 大になるところはない
,と い うのが定説

にな っているが,そ の膨大 さを克服す る手段が講 じられていない こともまた

一つの特質ではあるまいか
。
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これは ドキ ュメ ン ト即ち資料が広 く流通す る公 刊物 たな ってお らず;発 行

元が図書資料 出版(あ るい は販売)の 専門業で もない の'で,こ の面 の配慮 に

欠けてい るもの と思われる。

従 って,日 本中に,ど れだけの ソフ トウェア関係の ドキ ュメン トが あるの

か,目 録 もなけれ ば,入 手経路 も整備 され てい ない;従 って 急務は業界全体

の努力によ って,各 メー カの配布可能な ドキ ュメ ン トの 目録 を作 り,こ れ を

絶 えず 更新 して ゆ くことであろ う。 もちろん,近 い将来 この 目録がデ ータベ

ースにな り
,オ ンライ ンで 自由に検索で きるよ うに なることも望ま しい。

この一 般的 な 目録 の他に,ユ ーザ機関が 自己保有の ドキ ュメ ン、トの現状 を

常 に新 しく確i認す る作業が必要であ るが,こ れ をなるべ く僅か なマ シアウー

で実行 可能 にす るた め,最 もよい(発 行元の行 える)サ ー ビスは,各 ドキュ

メン トにやや厚手の1ペ ージを設 け,こ れに一定形式で,直 ちに 目録に使 え

るよ うな カー ドを印刷 して提供す る ことである。 この よ うなサ ー ビスは,一

般の技術 資料 ではあ る程度行われている。

このペー ジか らカー ドを切取 り,カ ー ド箱 に入れ,利 用者の希 望す る順序

で配列すれば(例 えば メーカ別 ㌧ドキュノ ン ト番号 別)直 ちに 自分の手許 に

カー・ド目録がで きる。 カー ドの裏面 たは,旧 版 との関係,内 容 ぺ]ジ の差 し

換 えの 日時等を記入する欄等を設けておき,利 用者の僅 かの手間に よって ア

ップデー トが可能な よ うに しておけば,目 録の維持 も容易 とな る。

ドキ ュメ ン トの存在を検 索に よって知 り得た と しても,ド キ ュメン トの現

物 を必要の都度 入手す るこ とに時 間がかか って はまた意味がない。即ち一次

資料の保管 を,ド キ ュメ ン トその ものの形で行 うか,ま たは他の形態(例 え

ばマイ ク ロ形式)で 行 うか も考慮の対 象となろ う。 とくに ドキ ュメン トが大

きく数 も多 くなれば,物 と しての 取扱い に も困難が生 じ:,印 刷形式は差 し換

えにも難点 があ るので,発 行元がマイ クロ形式 での供給 することも十分考 え

られ る。航空機整備 における図面や仕様がすべ てマイ クロ化 され,メ ーカか

ら整備セ ンターに迅 速に送 られ,保 管も容易である現状たは注 目すべ きで あ
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ろ う。

DTC-46側 の援 助

以上のい くつかの示 唆または提 案に関 してISO/T'C46は 既に多数 の

.規格を提供できる・ またTC46の 受縫 囲障 国嚇 格が在 し ・いまだ

ISO規 格 とな って い ない もの もあ る(例 えばTechnicalrnanli1の 作 成方

針 ・イギ リ観 梅rS4884∵Par∫1-1
.973酬 、

E.導 入面 ・'一'1t,tし 、、

ソフ トを導 入す る際 まず考 えなければな らない ことは,そ の ソフ トが どこ

までの機能 をも ってい るかを見 きわ めなければ導入出来 ない。又導入によ っ

てどれだ けの経済的な利益が得 られ るかその時期はいつかも併せて見きわ め

る必要が ある。

導入 の ステ ップを企 画立案,実 行計画,導 入の3つ のステ ップに分けその

各 々で何 を標準 化 し実施確認すれば期待 した効果が十分あげ られ るか述べ る。

E1.企 画立案

まず 目的一期待する効果一を 明確にす ること,そ のた めに現状業務の実態

を正 確に把握す ることが基本 とな る。す なわ ち対 象業務 一人事管理,生 産管

理,経 営管理等 どの業務 システムを どの様 に改善す るの か,扱 う情報形態 は

何 か一文字,図 形㌧音 声等,関 連部門は どこと どこか等情報の入 力か ら出力,

その利用 に至 るフ ローを作 り実態 を整理する。

次に経 済比較 を行 う。 ハ ー ドの費用,消 耗 品,保 守費 用,ス ペース費用,

人件費,ソ フ トの費用,運 用経費等を仕事の量 に リンクさせ算出 し,利 益が

出るか否か 検討す る。 その際情報処理の スピー ドアップ,精 度 ア ップ等も利

益計算に含 め られ る様考慮することが大切で あるO

E2.実 行計画

導入によ り期待す る効果 が得 られ ることが わか った ら実行のための計画を

かためるこ とが必要で ある。
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(i)金 物,シ ス テ ムの 選定
cr

㈲ 資 金 計 画

OiD人 員 計画

佃 デー タ体 系(コ ー ドの 整 備,マ ス ター の作 成)

E3.導 入 の ステ ップ

実 行計 画に そ って担 当部 門 が 次の 各 項 目につ き1つ1つ 関 係 部 門 と検討,

具 体 化す る。

(i)本 体,端 末,イ ン タ フ ェ ー スの 詳 細,仕 様 の確 認

(")設 置 条件

。電 源

oス ペ ー ス

。回線 ㍉

。環 境

。重 量

。機 密 保 持

。防 災設 備

⑩ 搬 入 計 画(搬 入 口、 移 効 手 段)

助 設 置

(〉)試 運転

基 本 ソフ ト,ア プ リケー シ ョ ン ソフ ト,そ の 他 必 要 な ソ フ トで 試 験 を行 う。

。機 能 確i認

。異 常 処 理

。精 度

。容 量

。処 理 能 力(実 行 時 間,レ スポ ンス タ イ ム等)

・信 頼性(致 命 故 障,不 良率,稼 動 率)

。安全 性(エ ラ ー,リ カバ リー)
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。 操作 性(マ ニ ュ アル の質,運 転性,マ ン ・マ シ ンイ ン タフ ェー ス,

室 温, 、騒 音),

(vi)検 収

保 守 資 料,取 扱 説 明書,操 作 手順 書,そ の 他 必要 な 資料 の 確 認 と受 理 。

(viD保 守 契 約

契約書,保 守部品,メ 「力無償提供部品の確認,サ ー ビデポの確認,故

障時の ペナル ティ・復帰迄のル ール化・パ ワクアップ体制 ・消耗 品の供給

体制

(viiD教 育

。機 械操 作 、
.・

*電 源投 入,切 断 手順 の基 準 、・

*オ ペ レー シ ョ ン基 準

*異 状 時 の操 作 手 順

。安全 対 策(機 密 保 持)

*防 災等 に関 す る基 準

*防 犯 に関 す る 基 準

。ア プ リケー シ ・ン ソフ ト作 成

以上 ハ ー ド,ソ フ トの 仕 様 確 認 か ら教 育迄 の一 連 の 作 業 を確 実 に実 行 し

導入 が 完 了 とな る。

E4.マ ン ・マ シ ン ・シス テ ム と しての 諸 問 題

効 率 よ く利 用す る ため に は,マ ン ・マ シ ン ・シ ステ ムに お い て 次 の点 を事

前 に十 分考 慮 す る必要 が あ る。

(i)シ ス テ ム と して必 要 な冗 長性 を持 ってい る が

GDフ ール ・プル ー フ,フ ール ・セ イ フが考 慮 され てい る か。 人 間の 誤 っ

た 操 作 に対 して安全 サ イ ドで 事態 の進 行 を くい 止 め る シ ス テ ムが 出 来 て

い るか。 理 想 的 に は 誤 った 操 作 を しよ うと して も,そ の 方 向 には 動 かせ

な い よ うな シス テ ムか 否 か 資料,環 境 仕 様 で 明確 に して お く こ と。

OiDフ ェイ ル ・ソフ トリーが 考 慮 され てい るか,局 部 的 な故 障 に対 して シ
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ステ ムに直撃的 な影響を与 えない よう・に局部的に機能を失 ってゆ くシス

テ ムか否か 資料,環 境仕様 で明確に しそお くこと。

(iv)診 断がや り易 くなっているか資料,環 境 仕様 で明確に してお くこと。

E5.品 質保証 と標準化1

導 入時,要 求す る品質が十 分に発揮 され るシステムか否かを確認す ること

は きわめて重要 な ことで,そ のたあに少 くとも次の事項 に対 しでは,用 語,

表現方法,単 位,評 価基準 を標準化 してお く必要がある。

蹴上:
㌔

　 嚥
∴ ド)

.信頼性一[灘 力の低下

・安全性 エ ラ ー,リ カ バ リ ー

巨群
、

.甦=
1驚㌧ ル

'-96一



…⊥:}騨㌘

ど

の

。機能追加の場合の注意事項と手順

。機能修正の場合の注意事項と手順

、5
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F利 用 者 側 の管理 ・運 用面

ソフ トウ ェア製 品 を導 入 した ユ ーザ が,そ れ を効 率 的に 利 用 して行 くた め

の運 用 ・管 理 面 か ら要請 ざれ る標 準 化 項 目に つ いて 考 察す る。 こ こで 云 う運

用 に関 与 す る人 と しては,情 報 処理 部 門 の専 門 要員(シ ス テ ム ・エ ンジ ニア,

プ ログ ラマ,オ ペ レー タな ど),管 理 者 の ほか,一 般 業務 部 門 で端 末 か らコ

ン ピュー タを 直接 利 用す るエ ン ドユ ーザ や パ ー ソナル ・コ ン ピュ ー タの ユ ー

ザな ども含 まれ る。`"・

F1. .マ ニ ュアル

マニュアルの不親切,不 備 を指摘す る声は多い。望 まれてい ることは,内

容が正確 ・完全で,必 要箇所を探 しやす く,か つ記述が理解 しや すい ことで

あ る。 これに関 し,改 善すべ き点は次の通 り。

(i)分 類体系

説 明内容に よって,例 えば(H社 の例)

概説書

解説書

文法書

換作善

手引書

そ の他

のよ うな分類が 用い られてい る。 各社の現 状は大 同小異 なので ,こ れ らの

呼称 と各々の記載事項 を統 一す る(例 えば,概 説書には所要 リソースの概

算法 を必ず含めるよ うに とか)こ とは苛能 であろう。勿論,ソ フ トウェア

によ っては,こ れ らが独立の冊子 とな らず,合 冊 とい うこともあろ うが ,

それは差支 えない。

この分類 に よって,そ れぞれが 対象 とす る読者の種類は規定 され るが,

更に読者層を技術 レベルに よって区分(例 えば,初 級,中 級,上 級)し て,
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各 レベルに応 じた マニ ュ7ル が,そ のよ うな区分を明記 して用意 され るこ

とが望 ま しい。(レ ベル別の マ ニュアルを用意 しない場合には,少 くとも

・ 初級 者に対する読み方の ガイ ドをつけて ,ど こどこ読 めばその ソフ トウェ

アが使 えるかす ぐ分 るよ うに してお くべきで ある。)

ついでに,こ の分類体系に狭義の マ三ユアル～ごけで な く,

教科書 ・教材

カタログ

参考資料

を加 えてお くと,整 理上 都合が よい よ うに思 われる。(教 科書 と,初級マ ニ

ュアルは区別 がつきに くい ところがあ るか もしれ ない。),

㈲ 編集方法

前項で各マ ニュアルに盛 るべ き内容が定 まった として,そ の項 目だ てと

記載順序を同種 の ものについて統一す ることが望 ましい。 あ らゆる種類 の

マ ニュアルに対 して規定す るこ とは難 レいが,言 語や アプ リケーション ・

パ ッケージの文法書 における各命令(又 は コマ ン ド)の 説 明は,例 えば,

命令(コ マ ン ド)の 名称

機能の説明

書 き方(又 は指示方法)(形 式)

オペ ラン ド(又 はパ ラメ ータ)の 意味 と規 則

使用例

異常 のチ ェックとその表示及び処置法

その他注意事項

の よ うに整理 して記 されてい ることが多いか ら,ひ な型(基 準案)を 設定

す ることは可能 と考 えられる。

それか ら,検 索 ・参照の便につ いて特 に配慮が必要 であ る。

⑪ 用語

JIS情 報処理用語の使用は 当然だが,ア プ リケーシ ョン ・プ ログラム
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の機能}ご関 しては,当 該 アプ リケーシ ョン分野のJIS用 語(例 えば,オ

ペ レーシ 三ンズ ・リサ ーチ用語 とか,品 質管理用語 な ど)を 使用す るもの

とす る。そ うは言 っても,現 在JISで 制定され てい る語いは少 なく,文

部 省学術用語を加 えて もまだまだ 不足す る。特 に,事 務関 係のア プ リケー

シ ョンにおいて,業 務機能や情報処理機能の表現の統一(用 語 とその定義

の確 立)を 図るこ とは,単 にマ ニュアルの理解 を助け るのみ な らず,ソ フ

トウェアの部品化 とその流通 ・活用 に極めて有効 と思われ る。

⑩ 文章

読みやす く,理 解 しやす く,簡 潔で(初 心者 向の ものはやや冗長にな っ

て も親切 で),明 快 な記 述 にな づてい な け れ ば な らな い。'あい まい な,あ

るい は誤 解 の お そ れ の あ る記 述が あ って は な ら ない 。 これ らの点 に つ いて

は2.2.3(3)C参 照'。

(v)提 供 方 法'`"

マ ニ ュ アルの 改 廃 が 客 先 に おい て確 実 た行 われ る体 制 を,メ ー カ側 で考

えてお く必 要 が あ る。 形 態 に つ い て も従 来 め 印刷 製 本 の ほ か,マ イ ク ロフ

ィッシ ュ とか,テ ー プ等 の各 種 磁気 媒 体 な どい ろい ろ考 えられ,ま た オ ン

ライ ンとい う こ と も将 来 の話 と して あ る。 ソフ トウ ェ アや マ ニ ュアル の種

類 に応 じて,適 切 な 方 法が 選 ば れ れ ぼ よい 。
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F2・ 教育 ・・

先に〔 ニュアルについて述べた ことが,教 育 につい てもほぼ 当ては まる。

まず,教 育 コースを体系化 して.,各 コースは,,ど うい う人たちを対象に何 を

'教 えるのか
,つ ま りその コースを受講す る と何ができるよラになるのか,受

講には どのよ うな予備知識が必要 とされ るのか,他 の関連 コ「 スとの関 係は

どうな のか,な どの事柄を明らかに してお く必要がある。教育方法や教 育内

容 に立 ち入 った標準化は,一 般的には(基 礎 教育や,FO.RTRilLNな ど標

準言語の教育 を除い ては パ 困難 と考 えられ,当 面やれ るこ ととレては,教

育 コース案内書(ソ フ トウェアの カタ ログに相 当)の 記載項 目の標 準化 ぐら

いか と思われ る。

な お,教 育 手 段 に 関 しては,、開催 頻 度 の 高い コr.ス に ビデ オICr.1'るPI方

式 の採 用 が 行 わ れ て い る ようtだが・,将 来CAI(ComputerAide .d

Instruction)の 新た な発 展 と普 及 の可 能 性 が 考 え られ る。 その 場 合 には,

コ ース ウ ェ アの 流 通 促進 の ため;教 育 用 ソ,フ トウ ェア の イ/タ フ エ ース の標

準 化 な どが 要請 され る か も しれ ない 。

また,教 科 書 の 記 述 面 に関 しては,マ ニ 、ユアル で述 べ た の と 同様 の こ とが

要 請 され る。-"t

F3.言 語 仕 様,ユ ー ザ ・・イ ン タ フ ェ ー ス ・ ,
`♪

標 準 化 され た 言語 で あれ,そ うで ない ア プ リケビ シ.・ン ・.パッケ ージで あ

れ,い か な る ソ フ トウ ェアに おし・て も,そ の コマ ン ド,ス テ ー トメ ン トや 入

力 デ ー タ様 式 は,生 産 の 立場 よ りも利 用 の 立場 を重 視 した もの と して定 め ら

れ るべ き で あ る。 エ ン ドユ ーザが コ ンピ ュご タを 直接 利 用 す る こ とが 多 くな

っ'て行 くの で あ る か ら,仕 様 決 定 の 際,.こ の 面の 検 討が も っと必 要 か と思 わ

れ る。 例 えば,現 行 のOSのJCLは,エ ン ドユ ーザ 向{こは も っと簡 素 な も

のが 用 意 され るべ きで は なか ろ うか 。,勿論,高 度 の利用 を考 える人 に は低 レ

ベ ル の イ ン タ、フ ェー スが 必 要 で あ る。 従 って,,利 用 者の 幅 の広 が りに応 じ,
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それ な りに完 結 した複 数 の レベル(通 常2又 は3)の イ ン タフ ェ ース を設 定

す べ き もの と考 え る。 この こと は,基 本 ソ フ トウ ェア に限 る話 で は な く,ア

プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ージ にお い て も全 く同様 で あ る。

この よ うな点 に留 意 した上 で,更 に次 の よ うな標 準 化 が,ソ フ トウ ェアの

流通 促進 に寄 与す る もの と考 える。

(D基 本 ソフ トウ ェ アの ユ ーザ ・イ ンタ フ ェTス の 標準 化

OS,DB/DC等 の基 本 ソ フ トウ ェア に関 して,(将 来 拡 張 の 可能 性

を残 した形 で)ユ ー ザ ・イ ンタ フ ェ ースを 標準 化(統 一 化,固 定 化)す る 。

㈹ 機 能 部 品 とし て の標 準 化

汎 用 の 完成 品 で あ る ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジで カバ ニ し きれ ない

業 務処 理 に対 し,今 後半 成 品 の 利用 が 進 む もの と思 わ れ るパ その よ うな需

要 に応 じられ るよ うに,パ ッケ ー ジ 自体 を 徹 底 して モ ジ⊆ 一ル 化 し,各 モ

ジ ュ ール が機 能部 品 と して利 用 で きる よ うに 作 って お く必 要が あ る が,一

方先 にa.細 で述 べ た よ うに,こ れ ら機能 の 定義 を標 準 化 し,イ ンタ フ ェ

ース を標 準 化 す る こ とが ,部 品 の 流通 に極 め て 有効 と思 われ る。 科 学 技術

計 算 の分 野 では,SSP(IBM)以 来 若 干 の サ ブル ーヂ ン ・ラ イ ブ ラ リ

が 流通 してい るが,そ の 名称,引 数 の書 き方 の 統一 が 望 ま しい 。 事 務 計算

の分 野 で は,今 後前 記 の標 準 化 を進 め る必 要が 大 きい。

杣 現在 か な り普 及 してい る ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ージの ユ ーザ ・イ

ン タ フェ ー スの標 準 化

例 えば,離 散 型 シ ミュ レー シ ョ ン言語GPSS(1・BM)は,多 くの メ

ー カか ら提 供 され る よ うに な って い るの で,言 語 仕 様 を標 準 化 した方 が よ

'
い 。 この よ うな もの は,DYNAMO等 他 に もい くつ か あ る。

また,主 と して 科 学 技術 計 算 の分 野 の こ とに な るが,入 力デ ー タ様 式 だ

け を統 一 し,aあ とは 自 由 に競 争 させ るのが よい もの もあ ろ う。例 えば,L

Pコ ー ド(線 形 計 画 法)で は'sか つ てSHAREが 統一 様 式(IBMユ ー

ザ 内 だ けで の統 一 だ が)を 定 め た し,こ の よ うな こ とは,他 に も統 計 解 析
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構 造解析な どい くつかの アプ リケーシ ョンで考 えられる。

Gψ プログラム言語の標準化 と改訂

まだ標準化 されていない言語 を標準化す ることと,既 に標準 化されてい

る言語の 日本語 処理 を中心 とす る拡張で ある。

以上何れ も 日本独 自の標準化 を行 うことは適当で なく,国 際的 な標準 化活

動 と一体化 した形で,そ の 動向をに らみなが ら,国 内の標準 化 を進めて行か

ねぼな らないので,な かなか結論 の出 しに くい と ころが あろ う。現在開拓の

遅れている舶の事務分野 での 実 施あた りが,そ うい う面ではむ しろ手をつ け

やすい ところか もしれない。

F4.操 作 性h

マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ フ ェー ス に人 間 工学 的 な配 慮 が も っ と必 要 だ とい う

こ とで,い くつ かの 指 針 が ま とめ られ よ うが,将 来標 準 化 と結び つ きそ うな

もの と して は,メ ッセ ージの 種 類(緊 急 度)と カ ラーや警 告 音 の使 い 方 な ど

が 考 え られ る。

また,対 話 型 の コ ン ピ ュご タ使 用の 普及 に鑑 み,標 準 プ ログ ラ ム言 語等 に

お い て,ス テ ー トメ ン ト,コ マ ン ド等 の省 略 形(入 力用)も 標 準 化 してお く

こ とが望 ま しい 。

F5.セ キュリティ(プ ライバ シー を含む)

故意又は過失に よ り,正 当 な権 限を有 しない者 がコンピュー タ ・システム

に アクセス して,シ ステムを無断使用 あるい は破壊 し,ま た記憶 され た情 報

(デ ー タ ・プログラ ム等)を 消失,改 ざん,漏 洩 な どす る ことか ら,シ ステ

ムを保護する ことは,今 日極 めて重要な問題 とな ってい る。 この よ うな事故

の発生は,官 庁,公 共企業(証 券金融,交 通 運輸 等を含めて),情 報 処理サ

ー ビス業等は 言 うに及 ばず
,一 般企業 におい て も,経 済 ・社会活動 に大きな

混乱をまき起すお それが あ り,ま た不正入手 データによる プライバシ ーの侵
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害 や二 次 犯罪 の 可能 性 を は らん で い るか らで あ る。

これ に対 し,ソ フ トウ ェ ア面 か らの 対 策 と して,次 の よ うな ものが 実 施 又

は提 案 され て い る。

①L－ ザID,端 末番 号等 とデ ータ又 は プ ログ ラ ムに 関 す る権 限 リ.スト

に よるチ ェ ック(バ ッジカ ァ ドの使 用 を 含む)、

② パ ス ワニ ド(合 言 葉)や 暗証 番 号 に よる チ ェ ッ ク 、,..

③ 情 報 の暗 号 化. .、.、,

④ 実績 記 録 に よる事 後 チ ェ ック ・ ・ 、
t'ls'

この うち,①,② は ふつ うに行 われ てい るが,③ については,我 が国で も,

米国等の状況 を にらみなが ら,標 準方式制定の検 討を進 める必要がある。 ④

の記録の とり方には,い くつかの レベルが考 えられ る。,

・そ こで,ま ず行 うべ きことは,セ キ ュ リティの レベ ルを設定 し,各 レベル

'に対応す る対 策手段 を整理す る子 後述の障害対策 と同様に
,OS等 との役割

分担 の設定を含め)こ とである。 このよ うな標準が定 め られ てい ると,デ ー

タ(又 は プロ グラム)の 重要度 と保護 のための コス トを勘案 して,そ れぞれ

のデータ(又 は プ ログラム)に 適当なセキ ュ リテ ィ ・レベルを 選ぶこ とがで

きる。

なお,シ ステム監 査は,こ の問題に対 して も行 われ るべ きであ るが,そ の

ための手引や ツールを整備す ることが望ま しい。

F6.障 害対策

〉障害発生 に備 えて,チ ェ・ックポイ ン ト.を設けて,そ の時の状態 を保存 した

り,そ の後 の ジ ャーナルを取得す るなど、してお き,一 旦障害が発生 した とき

には,そ れ らの データを用い て状態の回復 をはか り,処 理の再開が可能 とな

るよ うに してい る。 この よ うな障害対策に関 してい くつかの レベルを設定 し,

各 レベルに対応す る対策手段 を標準 として整理 してお くことが 望まれ る。 同

時に,障 害対策(回 復 手順 を含む)に おけるOSパ データベ ー,ス管理システ
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ム,通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムの 四者 間 の役 割 分

担 の基 準 を設 定 す る こ と も必 要 と され てい る。

F7.評 価

ソフ トウェアの評価 は ,機 能 〆性能,使 いやす さ,信 頼性,経 済性,将 来

性等の各面か らの評価を ライフサイ クルにわた って総合 して行われ なけ れば

な らない。そのよ うな評価作 業は,発 注時に資料,テ ス ト,調 査 と予測をま

じえて行われるが,"こ こでは更に導入後,実 績 データに基いてな され るフォ

ローア ップに関 して述べ る。 この結果は ,当 該 ソフトウェアの改善,マ ニュ

アル,教 育法等の改善,ユ ーザの利 用法や オペ レーシ ョン面の 改善 のためフ ィ

ー ドバ ックされ る
。"," ."

(D機 能 ∵ ・、 一 ・

もし先 に述べた機能定義が標準化 されていれば,論 理 的な機能 内容 とし

ては,ほ ぼ事前に評価で きてい る。運用 してみて初めて分 るのは,性 能 と

組 合せての実用的な機能範囲 とか,複 合的な機能,補 助的 な機能,異 常 処

理 な どの点であろ う。 ・ ,、

ω 性能

ソフ トウェアの性能 を表すの に ,ス ピ「 ド,リ ソース使用量等に関 し多

数の指標 が とられ てい るが,そ れ らの数値は使用環境の諸条件に よって大

きく変 るため,性 能 の表示は難 しいと されて きた。 しか し,主 要 な性能指

標 の厳密な定義 とその測定法の標 準化は是非 とも必要である。 、

なお,科 学技術計算 においては,結 果の計算精度 も重要 である。、

lii)使 いやす さ

この言葉 を比較的狭 くとらえて も,コ マ ン ドやステ ー トメ ン トの使い方

(理解の しやす さと機能 の良さ),入 力のや り方(様 式記入又は入 力操 作

のや りやす さ),出 力の整理の仕方(見 やす さと活用の しや す さ)等 が含

まれるほか,少 々のことで倒れない,間 違いを親切に指 摘 して くれ る,使
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用 リソ・一スの制約が少ない,処 理時間が手頃で コス トが安い,な どがあ る。

更には,初 心者 にはバカチ ョン的だが,な れたユーザには高度の機能 を提

供で きる とか,一 部の機能 だけ取出 した り,他 と組合 せた り柔軟 に利用で

きる とか も望 まれ る。 これ らの項 目の うちには,既 に他 の節で触れた もの

(性能 等)も あるが,使 いやす さはそれ らを含 めての総合評定 で,利 用者

の レイテ ィングによることとなろ う。

咀 信頼性

ソフ トウェアについても,信 頼性 の管理指標 を標準化 して普及 させ るべ

きである。 なお,テ ス ト基準の設定が望 まれ る。

G保 守面 での標準化(含 管理面)'

ソフ トウェアを効 率 よく保守す るための標準化すべき項 目を抽 出す るにあ

た って,ま ず ソフ トウ ェアの保守作業の 内容 を概観 し,そ の 特徴 を明らかに

してみる必 要があ る。

G1.保 守作業の内容

ソフ トウェアの保守作 業は運用中の ソフ トウ ェアに関 して,プ ログラム,

ドキュメン ト,デ ータな どを運用条件の変更 に応 じて修正,変 更す るもので

あ り,こ れ らは維 持 ・管理作業 とも呼ばれ てい る。 また,ソ フ トウェアが設

計,製 造 され,運 用に供 される と同時に,保 守 に引き継がれる場合の ソフ ト

ウェアの品質,並 び に保守期間中 に発生す る事象 を と りあげてみ るとつぎの

ようになる。

まず,ソ フ トウェアの品質について見れば 一 とお りの デ ・ミッグ作業,性 能

評価な どが行われてい るものの,内 在す る潜 在バ グや変 則的な運用 で発生す

る一時的 な処理能力低 下な どがあげ られる。 また運用 マニ ュアルな どの ドキ

ュメン ト類 の誤記,記 述の不備等が 明らかに なって くる。 つ ぎに,保 守期間

中に発生す る事象 と しては,運 用を よ り円滑 に行 うための,各 種 コマン ドの
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●

追 加,修 正,入 力 手順 や 出 力形 式の 変 更 に伴 うプ ロ グラム修 正,業 務 内 容 の

変 更 に伴 う プロ グ ラムの 部 分 修正 な どが ある。 さ らに,OSや ハ ー ドウ ェ ア

の 陳 腐 化 に伴 うバ ー ジ ョンア ップ に伴 う機能 ,性 能確認 作 業 な どが あ る。

この よ うな 保守 作 業 をE.B.Swanson(1976年)は 修 正保 守 ,適

応 保守,完 全 化 保 守 と して 細分 化 し,表G-1の とお り分 類 してい る。

特 に 言 える こ とは,ソ フ トウェ アの保 守 作 業 の 内容 は,現 時点 では 必 ず し

も 明確 に な って い な い こ とで あろ う。

表G.-1ソ フ ト ウ ェ'ア の 保 守 作 業

修 正 保 守 適 応 保.守 完 全 化 保 守 、

a.プ ロ グ ラ ムの 処 理 エ ラー a.デ ー タの環境 変化に対 a.処 理効率の向上や メモ

の修正(潜 在バグ) する変更 リ節減
作

(祝 祭 日の変更,利 率, ～

税率等の変更
業 b.処 理能 力エラーの修正

b.業 務 内容の変更・追加に

.

b.機 能洗練

に伴 うプログ ラムの変 (入 力手順,出 力形式,
内

更 ・追加 出力情報追加)
c.ド キ ュ メ ン ト,マ ニ ュ

c.処 理 環境変化に対す る c.運 用効率 向上
容 アルの誤記,不 備の修

変更 (フ ァイル統合)

正
(八 二 ドウ 。 ア,os d.利 便性 向上

等 の バ ー ジ ョ ン ア ッ (コ マ ン ド形式,追 加)

プ) e.保 守性向上

(診 断 プログ ラム変更,

ドキュメン ト変更)

G2.保 守作業 と特徴

表G-1に 掲げた それ ぞれの作業を掘 り下 げて さらに詳細 に眺めてみ ると,

つぎの よ うな特色があ る。

修正保守 の中 での プ ログラム処理エ ラーや 元処理能力エ ラーの修正は ,そ
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の発見や,修 正に きわめて高度 な技術 を要す る6こ れは,す でにデバ ッグ工

程を終 え,そ の段階 で考 えうるエ ラーはす でに修正が終わってお り,残 って

い るエ ラーば稀に しか 使用 されない機 能モ ジュール上の ものや想定 されなか

った運用条件で発生す るもの,さ らには複雑 に組み合 わ さった条件で しか起

こ らない もの,ハLド ウェアの局部的,一 時的な故障が結果 と して プログラ

ムエラーとして検知 され る場 合な どがあ る。 そ して これ ちの原因を解析 して

い くた めには,OS,ア プ リケーシ ョンプログラム,運 用条件,バ ー・:一・ドウェ

ア等の機能動作に熟知 し,こ れ らの個 々の誤 動作が 原因とな って生 じる結 果

を予測 して 干ラーの ある場所 を特定 していか なければ な らなし、か らであ る・

さらにこの切 り分 け作業を短 時間に行いエ ラーを修正す る プログラ ムを設

計,製 造 し,組 み込み後 の機 能や性 能面 に与 える影響の確認な ども短時間で

行 う必 要がある。場 合 によっては このエ ラーをバ ジチ プログラムで対処す る

こ ともあ り,バ ッチ管 理表 な どの ドキ ュメ ン トの整備 も必 要とな る。

適応保守 では業務 内容の部分的な変更 ・追加に伴 うプログラム開発,ハ ー

ドウエス,OSの 変更に伴 う,プ ログラム整 合性の確認が比重の大 きい作業

である。この場合 のプ ログラムは 一般的には規模 の小 さい もので あるが,保
ノ

守の状態に移 ってい る環境 下での プログラムの開発 は,そ の他の作業 と並行

しながら,従 来の プログラ.ム設 計思想 を踏襲 し,現 行 プログラムとのイ ンタ

フェース条件 と整 合 を とりト,かつ性能 を維持す るとい う制限を克服 して開発

作業を進めなければならない。とくにこれらの作業はその発生を予測できな

い と ころが 宿 命的 な 問題 で あ る。OSや 八 一 ドウ=・アは,年 を 経 るた び に新

たな機 能付与や,技 術的 陳腐化に よる更新が行われ,特 にOS類 は,長 期 的

な保守 効率 を低下 させ ない ためには,更 改 に追従 していかざるを得 ない 背景

もあって,乗 せ替 えが行われ ている。OSや ハ ー ドウェアの更改 に伴 なって,

現行 ソフ トウェアシ ステムとの整合性確認が不可欠 となって くる。 この作業

は,内 容,量 ともシステム開発時 と同等 の もの とな る。

完全化保守作業は,実 運 用 とシステムのチ ュー ニ ング作業 とも言 える もの
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で,利 用者か らの種 々の要 望に応 えるためのプ ログラムの改造が主体 となる。

ζれ らの作業は,シ ス テムの運 用開始初期に集中 し,そ の後は際 々に減少 し

てい くもので ある。そ のほかに運 用 との対応で保守を担 当す る部隊はその窓

口とな って雑多な作業の対応を余儀 な くさせ られ る。

この よ うに ソフ トウェアの保守作業 はシステムを円滑 に運 用 してい くため

に重要 な役割 りを 持 っているわけで あるが,そ の大き さを,情 報処理 システ

÷の・イフサイ・ル中の鯛 比で考えてみると・騨 の大規模システム剛
では全体 の60～70%を 占めるよ うになって いるとい う報告 があ り,そ れ

だけに,そ の効率化 が強 く望 まれてい る。.、

G5.保 守面か ら標準化 すべ き項 目

ソフ トウェアの保守 作業の内容 と特徴 で述 べたよ うに,ソ フ トウ ェアの保.

守作業は プログラムの開発,機 能検証,性 能評 価な どで あ り,こ れ らは 開発

段階の作業 と同様 となる。 したが って保守 面における ソプ トウェア標 準化項

目は開発段階のそれ と重複 す るものがほ とんどであるが,主 として保守面で

の問題 か ら標準化す る必要のあ ると考 えられる ものを表G-2に あげてみ た。
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表G-2保 守 面 に お け る標 準 化項 目

分 類 問 題 点 標準化項目

全 般 保守面で行うべき作業内容が不明確であり, 保守作業内容

作業量,費 用 の見積 りが困難 となって,要 員 (作 業標準)

確保,予 算化,保 守費用回収などの問題とな
'

っ て い る 。

保守作業内容があいまいなので,追 加プログ 保守契約内容

ラムの作成費用,改 造修正作業,運 用支援作

業などの費用負担区分などの契約もあいまい

と な っ て い る 。'

)ド キ
ュ メ ン ト 修正保守,適 応保守,完 全化保守作業で必要と 管理すべ き ドキ ュ

の保守方法 となる現行 ソフ トウェアの機能,構 成,性 能 メ ン ト

イ ン タ フ ェー ス に 関 す る ドキ ュ メ ン ト,運 用 ドキ ュ メ ン ト'の管

マニュアル等の管理主体と管理方法や保全作 理方法

業から見た記載方法,変 更方法などがあいま 各 種 ドキ,.メ ン ト

いo の記載内容

修正,追 加 プ 保守作業全般で修正,追 加を行うために開発 開発用 ツール とそ

ログラムの開 段階で使用 したツール類と関連 ドキ ュメン ト の ドキ ュ メ ン トの

発 ツ ー ル が保守に引きつがれない。 保守方法

性 能 確 認 修正,改 造等による性能確認方法が確立され 性能確認のための
A

て いないo ガ イ ドライン

しか しなが ら,ソ フ トウェアの 保守面 における種 々の 問題は最 近にな って

クローズア ップされてきた ものであ り,今 後,こ れ らの 問題が工学的 見地か

ら各種の試みが行 われ ようとしてい るのでその成果 を待 って標準化 に着手 し

た方が よい と考 えられる もの も多い。

H拡 張面で の標準化項 目

運用中の ソフ トウェアは,業 務内容の変更や新規業 務の追加 な どの周囲情

勢 によ って機能の追加変更は頻繁 に発生する。 この よ うな追加変更 に容易に
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,

■

■

対応で きるようにす るために,拡 張性 を十 分考慮 した ソフ トウェアの設計が

重要であ る。

拡張性 を確保す るとい うことは,一 般 には作業テ ーブルを大き く取る,コ

マ ン ドの指定領域 を大き くす る
,機 能 をモ ジュール化 し,他 の モ ジュールと

のつ なが りを少な くす るな ど,か な りの冗長設計 を行 うこ ととな り ,従 来は

メモ リな ど高価な ハー ドウェア資源の制約 等か らあま り積極的 には行 われ な

か った とも言 える。 最近では集積 回路等 の飛躍的な進 歩でハ ー ドウェア価格

、 をあま り意識 しな くて済み ,高 騰す る ソフ トウェアの費 用を抑 えるた めに,

容易 に追加変 更で きるような ソフ トウ ェア設計が 重視 されてい る。・

拡張性確保 のために必要な標準化項 目は ソフ トウェアの設 計工程で行 われ

るすべて の内容に渡 るよ うな基本的な ものばか りで あ り・,これ らを具体的に

挙げ ると表H-1の ようになる。 ・ ・ 、

表H-1拡 張面で標準化 が必要 な項 目

分 類 問 題 点 標準化項 目

コ ー ド 類 識別項目の追加に対 して所要桁 コー ド設計 と拡 張性

がふやせない

業務プ ログラムの追加,入 出力 テーブル設計と拡張性

テ ー ブ ル 機器の追加をする場合 該当テー
,

ブルの余裕がない

・データ項 目や属性追加 のための 一ファイルのデ ータ構造 と

フ ァ イ ル
エリヤが ない 拡張性
・データ構造が統一されていない

新たなコマンド追加が必要な場 拡張 を考慮 した コマン ド

コ マ ン ド 合,OS等 の制限から容易に追 設計指針

加できない

機能の追加修正に伴うプログラ モ ジ ュール間の独立性 を

プログラム構造 ム変更に対 して,関 連するプログ' 保 つ プログラム構造設計

ラムが入 り組んでいて容易に追

加修正ができない

機能拡張の ための インタフ ェー ドキ ュメントの記載項 目

ド キ ュ メ ン ト スとなる項 目の 記述 がない の標準化(拡 張用インタ

フ ェースの項 目明示)

一11・1一



1契 約 面

ソフ トウェアの流通を円滑に進 めるため には,こ れ を一つ の製品の よ うに,

その機能,品 質 な どの仕様 と価格,納 期,ア フ ターサ ー'ビス条件 な どが明示'

され,こ れに基づいて購入や 賃貸がで きるよ うにす る必要が ある。

ソフ トウェアには多 くの利 用者が共通的に利 用で きる汎用 のもの と,個 別

の利 用者の業務用 どして専用 に開発す る ものがある。前者は≒般の製品の よ

ロ

うな取 り扱いがで きるが,ソ フ トウェアが容易に複写で きるので売 買契約等

の 中で その権利 を保全す る方 法が と られ る。ヒ後者 の場合 には予算化 の問題 な'

どか ら開発 に先立 って総費用の見積 りを行 い,価 格,納 期,品 質 な どを取 り

決 めて契約す るとい う特注品の よ うな扱 いとなる。 また,ソ フ トウェアは シ

ステムに組み込んで始 めて機能する ものであ り,そ の組み込み 作業の技術 的

支援作業や その後のバージ ョンア ップソフ トウゴアの提供,保 守 条件 な どが

明示 され る必要がある。

以下 に契約面 にお ける標準化項 目を検討す るにあた って現状 とその問題 に

ついて概観 してみ る。

11.価 格積 算

契約における最 も基 本的 な項 目は契 約に係 る費用であるが,ソ フ トウェア

の場合はそ の価格の積算方法が確立していない ことである。 ・

ソフ トウェアが製品 として 買売 されるために}ま価格が客観的な形で定 まる

必要があ る。対価の算定は ソフ トウ ェアの設計,製 造,及 び その ドキ ュメン

ト作成 などに要 した費 用とデバ ッグ等に使 用 した計算機の減価償 却費,利 益

等 を計上す る方法が一般 には とられ てい る。 しか しなが ら,こ れ らの費 用は,

特注品 と既製品 とでは扱い 方が異 な って くる。特注品の ソフ トウェアの場 合

は通常,シ ステ ムの大まか な条件 が決 ま った段階で,し か も受注競争の果て

に契約が行われ ることとなる。 さ らに,シ ステム¢)詳細 な検討が進むにつれ

て,当 初に想定 され なか っ・;たよ うな条件が明確 になって くる場 合が しば しば
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であるが これ らのために開発す る追加 プログラムも契約金額の範 囲で実現す

ることにな って しまい,結 果 として出来上が った ソフ トウェアの規模 と費用

との関係が大幅 に狂 ってい くこととなる。 これに比較 して,既 製 の ソフ トウ

ェアは多少様子を異に している。 既製 の ソ7ト ウェアは多 くの利用者 を対 象

とした汎 用の もので販 売する時点 では既に開発が終 っているので開発に係 る

すべての所要経費,商 品性,需 要数,利 益等を見込んで価格 を設定す ること

がで きる。 しか しこの価格 には,商 品性,す なわち,そ の ソフ トウェアの付

加価値 と市場 ニーズとい う要素が 含まれてい るため に,一 律に価格設定の法

則 を見出す こ とはで きな くなっている。

この よ うに,ソ フ トウ ェアを製品 として扱 うには種々の問題 を含んでお り,

さらに契約行為が 当事者間の合意の うえで行われ るとい う原則に依 ってい る

だけに問 題を一層難か し くしてい ると言 えよう。 しか しなが ら,・ソフ トウエ

アの販売 を円滑 に進 め流通 の促進を図るためには ,標 準的な価格設定方法が

不可欠である。 .,

12..納 期

納期 が関係す るのは特注品の場 合だけであ る。価格積算 と同様に,納 期 に

つい て もソフ トウェアの開発にかかる作業量を見積 って設 定され るが作 業の

見積 り誤 りや作業遂行上 の手戻 りな どが あ って約束 された時期に納入が行わ.

れな くなる場合があ る。

納期の遅れに関して一般の契約では遅れ分に対するペナルティ制度が適用

され ることが多い が,特 注 の ソフ トウェアの場合,受 注者側の責 に帰す るか,

発注者側の 責に帰す るかの判別がつか ない場 合が あ り,ペ ナルテ ィが適用 さ

れ るケ ースは少 ないのが 現状であろ う。 、"・

納期 の取 り決 めは作業 を予定通 り進 め るた めの原動 力とな り,所 要時 間に,

所 要の物が納 ま り次 の作業に着手で きること とな る。 もし紛糾 しても,解 決

の糸口を容易 に見出せ るためにも,納 期の設 定は,契 約上重要な項 目であ る。
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15.品 質

ソフ トウェア製品 において最 も重要 な項 目が品質で あろ う。 ソフ トウェア

の品質の指標は処理 エ ラー,す なわちバ グの数 である。 内在す るバ グは ソフ

トウェア納入後 の後続作業 の進捗 の大 きな障害 とな り ,こ の品質 が実質上の

納期を決めて しま うとい って も過 言でない位大 きな意味 を持 ってい る。

製品 と して捉 えた場合の ソフ トウェアは適用す るシステ ムに組み込んで始

めて機能する ものであ り,こ の意味 においては半製品と言 うこ とが できる。

半製品の機 能検証方法は シ ミュレー タなどの ツールを使 って行われ るこ とが

多 く,こ のシ ミュレー タが 如何に実 システムの機能 条件を模疑 し得 るかが 内

在 バグの減少につなが って いる。 この機能条件 の模疑 のや り方 については,

検証作業の従事者の資質 に依存す る ことが多 く,経 験豊富 で洞 察力をもった

従事者の作業 によってのみ バ グを多 く検出せ しめ,品 質 の良い ソフ トウ ェア

が完成す る。言い換 えれば,条 件 の設定 され なか った プログラムの バ グは修

正 されず,内 在 したま ま納入 され て しま うとい うことである。 したが って,

契約上 この品質表示は もちろんの こと,品 質確認 方法 に言及す ることが重要

であるが この品質確認 方法の客観性が維持できるよ う,そ の標準化が早期 に

行 われ る ことが必要 である。

14.か し条項

一般 の製品の売 買契約 では製造 者の無過失 かしを許容 して
,そ の保証期間.

を商法 では製品引き渡 し後6ケ 月,民 法ではか しを発見後1年 と定 め無償の

修理 を義務づ けてい る。 ソフ トウェアにおいてもこれ を製品 として扱 う場 合

には同様 に契約にか し条項 を設け る必要があるが,残 存 バ グは数年 間経過 し

て発見 され ることもあ り,ど のよ うな場合にか し条項が適用 され るのかにつ

いては定 まった解釈 がない。,こ のため,法 制的見地か らの十分 な検討 を要す

ると考 えられ るが早期 に適用基準が必要 な項 目であろ う。
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15.保 守条 件

一般の製品の場合の保守条件 はサ ービス窓 口の案内
,故 障修理の有償,無

償の条件 な どが挙げ られ てい る。 ソフ トウェア製 品の場合は,そ の後の機 能

追加,性 能 向上 な どのバ ージ ョンア ップが行われ るのが特徴で あ り,購 入者

の立場か らは これが どの ように して取得 できるのかが大 きな関心事であ る。

また 大規模 な ソフ トウェアな どでは別途保守契約 を結ぶ場合 もあ り,購 入

契 約における保守条件 と,保 守契約 で行 われ る条件 との正別 が明確 にな って

い る必 要が ある。

16.再 販売権

今 まで述べ てきた ソフ トウェアは単 一製品 として扱 った場合 にお ける問題

であ ったが,汎 用の ソフ トウェアではその プログラムを全体 の一部 と して組

み込み,さ らに付加価値を付与 して システム全体で販売 され る ケースが多い。

これは ソフ トウェアの単 品の売 買による流通に加 えて,再 販売に よるソフ ト

ウェア流通 とい う二大流通路形式のため に大 きな意義 がある。

再販売を可能 とす るためには ソフ トウェアの再販売権の取得契約を結ぶ こ

とにな るがその権利取得対価,再 販売実 施条件 な どについて,単 品の売買契

約に順 じて標準 的契約条項を定 め,再 販売に よる ソフ ト流通の促進 を図る必

要が ある。

以上の とお り,ソ フ トウェアの購 入契約に関連 してその主 たる点につい て

標準化が必要な項 目を挙げてみたが これ を表1-1に 再掲す る。
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表1-1契 約 面 で 標 準 化 す べ き 項 目

分 類 問 題 点 標 準 化 項 目

ソフ トウェアの規模 ・内容 と価格 の 価格見積 りのためのガイ ドライン

価 格 関係を客観的に裏付ける指標がなく
、

見積価格の精度が悪い
一

ソフト開発に必要な工数の適切な見

、

ソフ トウ ェアの規模内容 に対応 した

納 期 積り.納 期設定の精度が悪い 必要工数の見積 りのガイ ドライン

工数 と納期設定のためのガイ ドライン

機能検証従事者の資質によって,表 機能検証方法のガイドライン設定
品 質

示品質の内容に差が出る ,

、

,

残存パグの検出時間とか し期間の関 ソフ トウェア製品のか し期間の設定

か.し 係を明確にし,か し条件適用の指針 法

を定める かし条項の適用基準

保守条件として一般製品の内容に加 保守条件 の明示のガイ ドライン
■

え て,ソ フ トウ ェ ア の バ ー シ ョン ア

保守条件
ジプなどを考慮 した保守条項を定め

,

る必要がある

権利売買価格の客観的指標がない。 権利売買価格設定法

再販売権 ま た,品 質,か し,保 守 条 件 に つ い 、'

再販 売権売買における品質,、か し《,
?・

て単品購入に順じた検討が必要 保守条件の標準化

●

◆
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皿 ソフ トウ ェアに関連 して標 準化 が

望 まれ るその他の項 目



●

「

●



皿 ソ フ トウ エ ア に関連 して標 準化 が 望 ま れ る そ の他 の 項 目

皿に おい て は,ソ フ トウ ェ アを プ ロ グ ラム及び それ に関 連 す る文書 と し ,

す なわ ち,TC97の 範 囲 に 限定 す る もの と し2.2.2の 視 座 か ら,2.2.3に

おい て 具 体 的標 準 化項 目を述 べ た。

当委 員 会 で は,こ れ らの 項 目以外 に つ い て も多 くの話 題 が提 案 され た の で,

そ れ らを こ こに簡 単 に ま と めて 示 す 。

(1)商 法 上 の 問 題

・ソ フ トウ ェア の著 作 権

・レ ンタルの 場 合 の 所 有権

② 経 理 ・会計 法 上 の問 題'

・ソ フ トウ ェアの 原価 計 算法

・ソフ トウ ェ アの原 価 消 却法

・ソ フ トウ ェアを改 訂 した場 合 の 付 加 価値 の 価格 計算 法

(3)TC46の 問題

・各種 帳票 の 標準 化

(4)コ ー ドの 問 題

・商品 と して の ソ フ トウ ェ アの コー ド

Aコ ス ト

ソフ トウェアの標準化項 目の中で ,必 要 ではあるが非常に難 しい項 目のひ

とつに コス トがあ る。結果 と して,今 回 の標準化項 目の検 討の中では,標 準

化項 目と しては っきりした項 目が設定 できなか ったが,今 後の検討 の方向 に

ついて述 べてみたい。 ・

コス トは ,ソ フ トウ ェアの設計時 に発生 す る設 計 コス ト,実 際に ソフ トウ

ェアを作成す るための製 造 コス ト,そ して,保 守 のために必要 となる保守 コ

ス トに分 け られ る。

A1設 計 コス ト
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設 計 コ ス トは,開 発規 模,開 発 期 間 に よ って左 右 され るが,さ らに,特 に

注 文 品 の場 合 に は,開 発 の比 較 的 初期 の 仕様 の 不確定 な段 階 で の 見積 りが 要

求 され る ため',仕 様 の確 定 度合,仕 様 の追 加 ・変 更 の状 況 に よ って も大 き く

変 動す る。

(D開 発 規模

普 通,開 発規 模 が 大 き くな るに従 って 単 位 当 りの コ ス トは高 くな る。 ソ

フ トウ ェアが 複雑 に な り,従 って,テ ス ト時 間,チ ェ ッ ク工 数 等 が規 模 が

大 き くな る につ れて 増 加 す るか らで あ る。 開 発 規模 は,一 般 に工 数 あ るい

は ス テ ッ プ数(ス テ ー トメ ン ト数)で あ らわ され るが,一 例 を あ る ソフ ト

ウ ェア会 社 の 価 格 表 でみ る と,規 模 に よ る1ス テ ップ 当 りの単 価 は 次 の よ

うに な ってい る。 言 語 は コボ ル,1～400ス テ ップの1ス テ ップ 当 りの

単価 を1と した場 合の単 価 の比 は

1400

401～800

801～1200… ・… ・

1201～

と な って い る。

1

1.25

1.5

1.75

開 発規模の コス トへの影響は,基 準 となる開発規模を工数または ステ ッ

プ数 で定め,規 模 による係数 を実績 データの解析 によ って定 めるよ うな大

まかな方向で検 討 した ら良いのでは ないか。

(ii)開 発期間

設計 コス トを見積る場合,標 準的な開発期 間に くらべ て開 発期間が 短い

場合は コス ト高になる ことに注意 せねば な らない。普 通 輌開発期間が短い

と仕様の詰めが甘 くな り,後 述 する変更等が 多 くな る。 また,し わ寄せ が

開発の後半に くるため テス ト,ト ライ アル等に無理が きて思わぬ ロスが発

生す る ことにな る。規模に見合 った開発期 間が とれ ない場合は ジ:例外 と考

えて標準化か ら除 いて も良いが,開 発 実態で考 える と何らかの算式 を設 定
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したい と思 う。特 に,注 文品の契約の際には必要であろ う。

細 仕様の確定度合

設計 コス トは,仕 様の確定 度合 によって大 きな影響 を受け る。本来 なら

ば,仕 様が確定 してか ら コス トを見積れぼ コス トの精度は高 くなるが,特

に注文品 については,仕 様が確定す る以前 に見積 らなければ ならない ケー

スが 多い。 そ して,こ の段階 での見積 りコス トによって契 約が な されるた

め,仕 様 の確定 度合に よる コス トへの振幅 を押 えてお くことが必要 とな る。

qv)仕 様の追加,変 更 、、

仕様 の追 加,変 更 の状 況ほ ど把握 し難い ものは ない。、しか も,設 計 コス

トに与 える影響は大で ある。 仕様の追加,変 更の要因 と レては,ユ ーザか

らの 要 望,コ ン ピュ ー タ運 用 上 の要 望 に よ る ものが あ るg本 来 な らぼ,仕

様 を一旦 確定 した 後 は,仕 様 を凍 結 して開 発 を行 うの が 望 ま しい が,ユ ー .

ザの 実 力,ユ ーザ との 力 関係 等 に よ って ま まな らない ケー スが 多い 。 しか

し,製 造に入 って か らの仕様の追 加,変 更は さらに困難で あ るため,受 け

入れ るな らば設 計の段階 で受け入れるべ きである。ヤ・ずれ に しろ, 、仕様 の

追加,変 更を標準化 するのは不可能であ り,コ ス ト算出に あた っては別枠

で考 えた方が良い。

なお,醗 完頂 の仕様の追加,変 更は保守・ス トの中で取 り桝 る・

A2製 造 コス ト

製 造 コ ス トは,他 の コ ス トに くらべ 標準 化 力1比較 的容 易 で あ る。 コ ス トの

原単 位 と して は,工 数 また は ス テ ップ数(ス テ ー、トメ ン ト数)で 考 える。 製

造 コス トの 変動 要 因 と しては,㌧開 発 言語,コ メ ン ㌧ テ ス ト及 び トテ!fア

ル ミ仕 様の 追 加,変 更 等 が あ る。 .. 、 』 ㌧.

(D開 発 言語 t、.J.,、,

製造 コス トは,開 発 言語 によ って左 右され るが,開 発言語は他の こス ト

を変動 させ る要 因に くらべ れば種類が少 なく ・標準化項 目 として考 え易い。

最 も広 く一般的に使われてい る言語を基準言語 ≒して設定 し 、他の言語 に
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つ い ては 係数 を 定 めれ ば よい 。 あ る ソ フ トウ ェア 会社 の 価 格 表 に よれ ば,

1ス テ ッ プ当 りの価 格 比 は,コ ボ ル を1と した場 合 次 の よ うに設 定 され て

い る。

コ ボル1

アセ ン フフ1.25

フ ォー トラ ン1.5

(ii)コ メ ン ト

コメ ン トは ,開 発 段 階 で は 意外 に工 数が か か る もの であ り,製 造 コス ト

を 高 くす る 可能 性 があ る。 さ らに,開 発 段階 では,ト ライ アル時 点 で よ う

や く効集 を発 揮 す る こ とに な るた め,軽 視 され 易 い 。 しか し,保 守 及 び

運 用 で短 時 間 で トラ ブルを 解 決 した り,適 切 な 改 造 を 行 う た め には,適

切 な コ メ ン トが非 常 な 救 い に なる こ とが 多い 。 コ メ ン トは,現 在 は 個 人 に

まか され て い る ケ ースが 多 いが,標 準 的 な コ メ ン トを例示 す る だ けで も,

あ る程度 コ メ ン トの統 一 が とれ る。 標 準化 項 目と して は,コ メ ン トの 表示

方 法(例 えば メ 印 で コメ ン トの 周 囲 を囲 む等)と 若 干 の コメ ン トのサ ンプ

ル を決定 す れ ば 良 いで あ ろ う。

恥 テ ス ト ・トライ アル

製 造 コス トで 捉 えず らい の は,テ ス ト ・ トラ イ アル に関連 す る部分 で あ

る。 シ ステ ムの複 雑 さ,ト ライ アル デ ータの 確 保 の状 況,そ して,'担 当者

の 個 人 差が 大 き くあ らわ れ るか らで あ る。 しか し,救 い が あ るの は,こ う

い った問 題 は ミク ロで 捉 えよ うとす る と難 か しい が,マ ク ロで 捉 える と案

外 当 らず とい え ども遠 か らず とい った 値が は じきだ せ る。標 準 化 項 目 と し

ては,テ ス ト ・トライ アル には製 造 コス トの 何 割 とい った捉 え方 で充 分 で

は あ る まいか 。

lV)仕 様 の追 加,変 更

製 造 段階 で の 仕 様の 追 加,変 更は,設 計 段 階の 時 以上 に 影 響 が 大 き く,

仕 様 の 凍結 が 望 ま しい 。 しか し,い ろい ろな 状況 で 仕 様 の追 加',変 更は選
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け られ ないで あろ う。標準化とい う面で見 ると,設 計段階で記 したよ うに

極 めて不確 定な要因が あるた め,検 討項 目か ら外す方が良い と思 う。

A3保 守 コス ト

ソフ トウェアに とって,保 守 は必ずつ きまと う問題 であ る。注文品の 場合

は,開 発段階での コス トの見積 りには含めない方が良い。 しか し,現 在の ソ

フ トウ ェアは属人的な要素が強 く,開 発 した人でなければ保守が 極めて困難

であ るとい った ケースもあ り,契 約時 に保守 を含めて検討す るのが一般化 し

てきてい る。 ある ソフ トウェア会社の例 では,保 守の費 用は,1ス テ ップ

(ス テ ー トメン ト)当 りで くらべ ると,言 語 によって多少 の違いはあ るが新

規 開発の場合の1.5倍 となってい る。 これが,保 守 コス トの標準化項 目のひ

とつの方 向を示 してい ると思 う。次 に,流 通品について見 ると,流 通品を販

売す る場合 に,全 く変更な しでその まS適 用 で きるケースは まず稀 であろ う.。

流通品本体 をそれぞれの販売先の システ ムに合 わせて変更あ るいは改造 す る

の は もちろんであ るが,周 辺 の ソフ トウェアの変更をと もなうケ ースも多い。

しか し,こ れ もケースバイ ケースで あ り,契 約上の問題で もあ るため,標 準

化項 目としては全 く.別枠 として考 えるべ きで あろ う。方向 としては,注 文品

の保守 の場 合 と同様にとらえて よいのではあるまいか。

A4そ の他

(i)流 通 コス トと流通品の販売数

流通 コス トを考 える場合,販 売数 をい くつ見込むかは重要な問題で ある。

需 要と供給の関係で,ソ フトウェア.a)種類 によって販売の見込数が大 きく

変 って くる。現在,あ ま りこの問 題が注 目されていない のは,今 流 通 して

い る ソフ トウェアが,注 文品に しろ自社開発品 に しろ ,い ずれ も商品化 を

あま り意識せず,言 いか えれば,販 売数 を1と して開発 した ものであ り ,

これを汎用化 して流通品 とした ものが 多 く,真 に最初か ら商品化 をねら っ

て開発 した ものの流通 が少いか らと考 えられ る。今後,流 通品が増 えるに

従 って,販 売数の見込みに よって類 似の ソア トウェアで も流通 コス トに大
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きな差ができるため,販 売数 を無視 す ることはで きない。 しか し,標 準化

という面 では極 めて捉 え難い と思 う。

さ らに,販 売数 に派生す る問題 として,1社 で ソフ トウェアを購 入 し,

複数 事業所で使用す る場合,契 約上 の問題 とも関連す るが,コ ス ト計 算上

で の販売 数の と り方 の標準化 も必 要で あろ う。
c

舶 運用 との接点

コス トの範 囲は極めてあい まいであ る。特に,運 用 との接点では,は っ

き り一区切 りをつけ られない。基本 的 には,コ ス トは極 力単純 な形で捉 えら

れ るよ うに してお くことが望 ま しい。特に,契 約 との関係では,次 にあげ

る運用 との接点 は明確 に してお くべきであ る。

*教 育(運 用教育,ユ ーザ教育 等)の 範 囲

*ト ライアル

*バ グ等 による事故の補償

A5ま とめ

ソフ トウェアの コス トは,ほ とん どが人件費 と見て良い。 しか も,製 造 ラ

イ ンの様 に機械に制 約 され ることもな く,人 間の能力,意 欲 とい った極 めて

尺度が設定 しず らい ものが原単位 とな ってい る。標準 化が非常に粗い ものに

なるのはやむを得 ないであろ う。

(D機 密保護

機密保護の基本は,ソ フ トウェアを個人 のものに しないこ とで あ り,そ の

た めの方法を標準 化す ることが必 要である。社会や企業 とい う組織 の中で,

コ ンピュータシステムは,ネ ットワークとして完 全に根 をおろ しつつあ り,

公 共の福祉や安全 に,深 いかかわ りあいを持つ よ うになってきている。機密

保護に関 しては,こ のよ うに公 共に深い かかわ りを持つ ソフ トウェアが,そ

の中味 を全 く一個人の担 当に握 られ て しまうことが問題で あ り,そ こに標準

化の必 要性 があるも のと思 う。標 準化 項 目と しては,現 在の ところ',ウ ォー

クス ルーの義務付け と監査が考 え られ る。
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ソフ トウ ェアの開 発 の一 手 法 で あ る ス トラ クチ ャー ドプ ロ グラ ミン グは,

ウ ォー クス ル ー とい う。 ソ フ トウ ェアの進 捗 管 理 には 欠 か せ ない 手段,考 え

方を普 及 させ て くれ た。 そ れ まで は,ソ フ トウ ェ アの 進捗 管 理 も また,個 人

の もの だ った ので あ る。 そ して,こ れ は,ソ フ トウ ェア を個 人か ら開放 す る

とい う意 味 で,機 密 保 護 の上で もまた,おyい に威 力を 発揮 す る。 仕 様書 の

確 認段 階 は もち ろん の こ と,構 造 図 の チ ェ ッ ク,コ ーデ ィ ング,テ ス トとあ

らゆる要 所 を捉 えて,ウ ォー クス ル ーを行 うこ とが有 効 で あ る。 ス トラ クチ

ャー ドプ ロ グ ラ ミン グの 解 説 で は,ウ ォー ク スル ー に管 理 者 が 入 る こ とは望

ま しくない と して い るが,機 密 保護 に 関 して は,管 理 者 が ウ ォー クス ル ーに

入 るべ きで あ る。 ソ フ トウェ アの機 密 保 護 で最 も重 要 な こ とは,管 理 者 が機

密 とい うこ とに どれ だ け 関心 を持 ち,機 密 を どれ だ け理 解 してい るか に 負 う

と ころが 大 で あ る。 現 在 の ところ,考 え方 の み で 具 体性 は な い が,機 密 保護

に 関す る標 準 化項 目の 狙 い 目は,こ こに 絞 られ るの では あ る まい か 。

(ii)管 理 者

ソ フ トウェ アの標 準 化 で,直 接 標準 化 項 目 とは な らな い か も しれ ない が,

重 要な鍵 を握 ってい る の が管 理 者 の 問題 で あ る。

コ ン ピ ュ・一夕 シス テ ムは ,現 在,ま す ます 社会 の中 に 浸 透 し,公 共 性 を 持

ち つつ あ るが,ソ フ トウ ェ アは,そ の性 質上,生 産 性(コ ス ト),,品 質,機

密 保護,引 継 ぎ等 ほ と ん ど全 ての 問 題 が,個 人 の 能力 とか 意欲 に ゆ だ ね られ

てい る。 ソフ トウ ェア は,そ れ 自体 の 中 に魔 力 を秘 め て お り,そ れ に携 わ る

人 を,そ の 世 界 に の め り込 ませ,終 い に は,ソ フ トウェア は完 全 に!固人 の も

の に な って しま うとい う怖 さが ある。 そ こで,ソ7ト ウ ェ アを 個人 の もの と

しない た め に,標 準化 が必 要 で あ り,本 当の 意 味 で標準 化の 推 進 が で きる管'

理者 が 重要 な 鍵 を握 る こ と にな るの で あ る。

生 産 性(コ ス ト)に つ い て 言 えば,ソ フ,トウ ェ アの開 発段 階 に お い て,チ

ーームの管 理 者 が
,ソ フ トウ ェ ア開 発 の 特質 を 知 って い るか ど うか ・,人間の特

性 を理 解 し,う ま く意 欲 を持 ち続 け て 仕事 を させ得 るか ど うか に よ って大 き

く変 って くる。 仕 様 の 凍 結の 内 容 と タイ ミン グに よ って 、,ツフ トウ ェアの 開
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発が納期通 りに納 まるか どうか,し か も,ユ ーザが満足 す るものが完成す る

か どうかにもかかわ って くる。 さらには,ソ フ トウェアの開発を,運 用 を含

めた トータル コス トとして考 えられ るか どうか によ って も,ま た,ト ラブル

対策,進 捗管理の巧拙に よって も,生 産性は大幅に変 って くる。

機密保護について も,ソ フ トウェアの機密保護は,現 在 は管理者に全面的

に負 ってい るとい って もよい であろ う。

引継 ぎ,個 人の プ ロモーシ ・ン計画に基いて発 生す る ソフ トウェア開発途

中での業務の引継 ぎが発生 するか どうか,引 継ぎが発生 した場合,タ イ ミン

グと内容に よって後 の開発計画に支障 のない引継ぎが できるかど うか ,ほ と

ん どが管理者次第 とい ってよい。

このように,現 在 の ソフ トウェアの問 題に関 しての鍵 を握 る管理者には,

どんな資質が必要か,ま た,そ うい った資質を持 った管理 者が,現 在 の コ

ンピュータ部門 の中か ら育つか とい った問題が ある。

資質の中では,特 に,人 間 に対 して興味を持 ち,理 解が できるか とい うこ

とが最 も重要 であ るとい うことが,今 まで述べ てきた ソフ トウェアの特性か

らい って明 らかで あろ う。問題は,こ うい った資質 を持 った人が,コ ンピ ュ

ータ部門の中で育つか である
。残念なが ら,現 状 では極 めて育ち難 い要因が

多 く,育 てる環境 もできていない。現在,コ ンピュータ部門で仕事 を希望す

る人 を募れ ば,人 間が嫌いで コンピュータとの付合いが好 きな人が集 る。そ

れ 以前に,社 会構造が,人 との かかわ りあいが非常 に少 な くて生活で きる構

造に なってい るこ とも見逃せ ない。生 まれ た時か らテ レビを相手に育 ち,家

族は少な く,近 所付合いはない。受験,テ レビゲームとい った中で人間に 揉

まれず に来た人が,マ イ コンを経 て コンピュー タを業 とす ることを希望 した

とすれぼ,極 めて問題の根は深い。情報処理技術者の国家試験 にしても,現

在の ところあ くまで技術者試験の域 を出ていない。 このよ うに考 えて きた場

合,現 在,ソ フ トウェアの標準化 に とって,最 も重要 な課題 のひとつは,管

理者の問題であ り,管 理者の問題は,標 準化の枠をはみ 出 して捉 えねばな ら

ない ところに難か しさがあ ると思 う。
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IVlSO/TC97/SC7の 幹事 国 の問題

1981年12月 に開 催 され たISO/TC97の 総 会 において,ス ウェー

デ ンか ら,財 政 上 の理 由か らSC7の 幹 事 国 を辞 退 したい とい う申請 が あ っ

た。TC97で は,こ れ につ い て あ と1年 間は スウェーデ ン が 事務 を継 続 し,

そ の間 に 引 き受 け る国が な けれ ぼ,SC7を 消滅 させ る とい う議 決 を行 った。

一 方
,皿2.2.3.1で 述 べた よ うに,ソ フ トウ ェ アの 標 準化 に 関 してSC7

は多 くの 重 要 なitemを 作 成 ・審 議 中 で あ り,か つll2。2.2で 論 じた ソフ ト

ウェアの 標 準 化項 目は,TC97の 中で 審議 す るの が 妥当 で あ り,そ の場 合

SC7が そ れ を担 当す る のが 筋 で あ る。

更 に,今 まで は,ソ フ トウ ェアの 中心 的問 題は,プ ロ グラ ム言語 で あ った

が,1980年 代 か ら21世 紀 へ か けては,隙 々に で は あ るが,学 問 的 に も

重心 が2.2.2で 述 べ た よ うな問 題 に 移行 してい くで あ ろ うこ とは 明か で あ る

と考 え られ る。 す なわ ち,ソ プ トウ ェア 産業 に おい て は,標 準 化 に関 して,

SC5で 扱 う項 目よ りも,SC7で 扱 う項 目の 方 が 一 層 重 要性 を もつ こ とに

な るで あ ろ う。

以 上 の 見地 か ら,SC7をISOに おい て 消滅 させ る こ とには 強 く反 対せ

ざる を得 な い。 した が って 他 国か ら幹 事 国の 申 し出 の ない 場 合,我 が 国 が 引

き受 け る こ とを ソ フ トウ ェ ア業界,学 会,通 産 省 は 真剣 に検 討 す る必 要 が あ

る。

'

一125一



、

⑱

,

↓

、

'

〉



7

・

,

P

.

、

参 考 資 料

(

V

「

●

⑨

'



、

⑨

◆



σ

■

.●

》

V参 考 資料

5.1プ ログ ラム開発 に関す る新高度化計画詳細説明資料

ここでは2.1.2で 前 述した 「プ・ログラム開発に関する新高度化計 画におけるソフ トウェ

ア(プ ログ ラム)の 詳細を述 べてあるが○ 印は標準化すべ き項 目,一 下線部分 は次のレベ

ルで標準化 が望 まれ る項 目を示 している。 ←

;5.1.1制 御 プログ ラム.

・、、

lUJl「、、一.一..

分類番号
.

プログラム名お・よび内容 開 発 す べ き ・事 項
,こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考

1一 ω 汎 用 コン ピュ ータ シス

.

1

テム用 制御 プ ログ ラム }

(プ ログ ラ ムの 内容) ① ファームウエア化による処理効率の向上 ì
」」

システ ムの大規 模 化、 デ ータベー ス化、TSS
「

1一 ω

単一 コ ン ピュー タ シ ② ア ドレス空間の拡大と大容量メモリの有効.

1
| 化、 オ ンラ イン化が 促進 され、 シス テ ム構 成 も

単一 コ ンピ ユー -

ステ ム又 は複数 の コ ン
:利用の促進 ! 多様化の傾向にある。 タ ・シス テム用 汎

L
.

・ ■

ビ ュー タを有機 的 に結 ③ 階層化記憶制御及び一元的アクセス機能の.
システムの性能、信頼性の向上はかなり進展 用制御 プログ ラ ム

L
「

合 した システ ム で、 各 性能向上 しているが、今後も更に追求されるようになも 1一 ②
1

種資源の最適配分を行 ④OSの モジゴ ル化により簡単 な手段で最 i フ ァーム ウエア 化、 専用 プ ロセ,サ に よる 複 合 コン ピユ ー

噛

い、 シス テ ムの使 用 目 通な選択を可能とする機能の拡充 CPU負 荷軽減等の性能改善が未だ十分でなt～ タ ・システ ム用制
.

的に良く適合 し得 る運 ◎ 中央プロセッサ群と各種の周辺プロセッサ
システ ムの大型 化 に伴 い、 システ ム及び ユー

.
御 プ ログ ラム

FF
・

. 用管理をし、使い易い (フ ・ ン トエ/ト プ 。セ 。サ、'・ 。クエ ン ド
ザ ーの プログ ラム規模 が拡 大 し、 従来 のア ドレ 1-(3)・

.
-」

イ ンタフ ェース を利 用 プ ロセ ッサ、 ア レイプ ロセ ッサ等)に 工る最 ス空間を拡張する必要性が高くなっている。 リ ソ ー ス ・ シ ェ .

-.

.

者に提供することを目 適負荷配分等の最適資源割当て、昇ケジ昌一 また記憶 装ぱ に関 して は、 ハー ドウ エア技術 ア リング6ロ ン ピ
」

的 とした制御プロクラ ル機能の性能向上
の進歩Kよ カ、大容量化、高速化が進み、ζれ ユ ー'・.シ ス テ ム

」
、

,
ム(ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ、 ⑥ 制御ブ・グラムの分散化

らの ソフ トウエア サポ ー トも実 用化 レベ ルに達 用 制御 プロ グラ ム
.

9

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ◎ プロセワサ間通信 とデータ転送の効率向上
i している。今後はこれら大容量(低 速)か ら小

・

P':》.1『

ー二

等の汎用制御プログラ

.

⑧ ユ ー ザイ ン'フ ェ ースに対 す る標準 化

.

容量(高 速)の 記憶装置の中から用途に応じ適
「

ムを含 む。) ⑨ システム運用 ・操作性の向上 切なものが選択されるようにする階層記憶制御
F.

.、-.'■.

「

「

.

⑩ 自動運転機能の性能向上
の開発が必要であるo

■

'
「-

P

-

⑪ 信頼性及び保全性の向上
コン ピュー タ要 員 の不足 、人件 費の 高騰 の傾'

F

'層 ∴

.■

⑫ 機密保護機能の性能向上 向に 伴い、 ンステ ム運 用、 操作性 の向 上、 更に
層

'
・:..-・

「

は自動運転の機能の強化が今後共必要である。
二:.∴.∴ ～'・・『
L一

F
.

〒 ㌦'て

」
. .亀

..

,」
L「 」

「'

. 梼 昧 コ ンピゴ タ 二一ズ 騨 応す,る ため・ .
.・.

,"='

F. 各種 複合 コ ンピ ュータ システ ムが出 現 してい るo -

L
,

'1,.、

基本的な結合方式にお㎞ては実用化の段階は終
, '「

. ・F.

,

'

」

i:'

っているが、さらK新 しい各種結合方式が出現 馳9
F

、 「 ; .

F・

、 ●

.「一^^.,・_」r、..'.,≠-一 句一^,「 馳
【 」

一"一.r`

分類番号 プログラム名中よζ柄 容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧訓郵ヒ8栖 備 考

1

して い るため、 新 シス テムの最 適負荷 配分 、費

-

「

, :
》

: 源供用技術、最適貴源割当て技術の確立が必要
.
「L

」
1

. 1
` で あ るo

.、,

t 、
馳

馳
1

i ; 1

」 1 ,
、 「 .

. 新.規.
1一 ② 専用 コンピ ュー タ シス .

・
.

.

,

.

.」

.

テ ム用制 御 プoグ ラム
層

1

、■

.:
.

'1 '
,

.

1-(2)一 イ 周辺機器制御 プロクラ ③ 自然 語、 図形、 画像 、音 声等 のパ ター ン情

「

　
従来醐 辺機器砒 べ⇒ 川 間耕 の前処 新 規

.

二

層

F

ム 報処理機能の基本機能の実用化
・ 理及び後処理に関して、か攻り高度な機能を持
}

.

(プ ログ ラムの 内容) ② ホス ト計算機との機能分担 ・負荷分担の最 !つ 周辺搬器が出現し、モれを制御するプログラi

:'・.,

多様な入出力機器を 適化'
'
ムもます ます 高度 化 してい るが、 パ ター ン情報

-

∴.'

1 .「

∵」、.'・-・
'

'、

制御し、入出力情報の

.

⑥ 接続基準の標準化 処理機能については必要性が高まっているにも
■

L」
.

L

'

誤 ヵの検出、形式変換 Φ マ ンマ シン⇔ ター フ パ スの改 善 に よる かかわらず、禾だ実用化されていない。 -

.

.

.
1

1 な どを行 う プ◎ グラ ム 操作性の向上 .

⑤ 処理効率の向上 」

.
P

.

. .」 「

⑥ 信頼性の向上
■ .r

⑦ 入出力機能の仮想化
;

;

L

1一 ② 一 口 並 列処理 コン ピュ ー タ 《D各CPU間 の機能分抵 負荷分担データ転送
レー'一 処理等高速処理が必要 とされるごく 新'規-

.{・
.

・二

F
r'「=‥ 一

… シス テム用 制御 プロ グ の最適化
'
限られた分野においては実用化されているが、 .

,

・

. F

9

「

うム ② サ ボ ー トプOセ ッサ との連結 機能 の向 上
一般的システムに●ける実用化は今後の腺題で

7
「

.
. ■「

(プ ロ グ ラムの内 容) ③ 処理効率の向上
'あ る

o
F

.; -

1つ の仕事を複徴に ④ 信頼性の向上 ぐ ..

; L ・

. 分割 し、 複数 の プ 団七
F

吟

!,
.

7シ ングユ ニ ッ トを使 ..

.
幽.F

.

.

、

.

って、効率的忙並列処 . !
F

F.

F

.
理 を行 うプ ログ ラム } F

,

.9-

.

▼

. F

'

,
.

,
一

」
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分類番号 プログラム名および内容 開 発 す べ き 事 項
こ れ ま で の 開 発 状 況

1一 ② 一 八

'

デ ー タベ ース マ シン用 ①.ホ ス ト計算 機 とデ ー'ベ ース マシ ンとの 機
デ ータ ベース マ シン 自体 の方 法鎗 につい て数

「

制御 プログ ラム 能分担、負荷分担の最適化 '
種類提唱されているものはあるが、決定版は未

1

(プ ログ ラムの内 容) ② デ ータベ ース アク セスの効 率向 上 P
;. だ存在 しておらず、試作研究段階にあると言え

デ ータベ ース管 理 を ③ 複数 の デー タベ ースの制御
; るC

■

. 〉

専 用 に行 うコ ンビュ ー

.'④ 信頼性の向上

…
デー タベ㌔ スの 利用拡 大 に よリホス トマ ンン

タを効率的に制御する ⑤ デ ー タの独立 性の 強化 ・ ζ

{

と最 適 な機能 分担 等 を図 るハー ド/フ ト一体 と

プ ログ ラ'ム

.

(複 数 の デー タモ デルの サ ポー ト) :
な った デー タベ ース マ シンの開発 が盟 まれ るo

.,

■- '

⑥ 既存データベースとの連続性の確保
「

i'
7

.

⑦ 記憶階層構成の試作 ;

1一 ω 一 二 組 込み 型 コン ビふ一 タ Φ 信頼性の向上
:

LF「

既 に4ピ ッ ト、8ピ7ト の マイ クロ プロセ ッ

用制御 プ ・ク ラム ② マシ・鮪 部分の端 による移植性の向ギ
二
サの低廉化 とともに大きく進歩 してきたが、今

(プ 『 クラム.の内容)
1

、

③ ファー ムウエ ア化 に よる性 能向 上
, …

後は ア プ リケー シ ■ン分 野 の広が カと相1tっ て

「

特定 の機 器、 シス テ ④ カスタム化の容易性 と最適化
: 16ピ ッ ト、82ピ ッ トの 高機能 を傭 えた マイ

ムの制御を専用に行 う
.

.

r

i.
クロ プ白竜 ッサの 拡大 が予 想され るo・
.

組込 み型 コ ンピ ュー タ
1

「

:

7

,

を制 御す る プロ グラ ム 1. ,

1一 ② 一ポ プロ グラ ミング ワー ク Φ マ ・`マ シ・ ・'イ・ター フ・イ スの改 善K
1

「 米国KはlUNIX等 の システ ムがあ るが、

` ス テ ーシ ・ン用制 御 ブ よる操作性の向上 ` 我が国にはまだないo

ログ ラム ② 自然語、図形処理等の基本機能の実用化
F ソ フ トウ エアの 開発、 運用 コス トの増 大か ら

(プ ログ ラムの 内容)
F

これ らコス トを大 巾K低 減 する ワー クステ ー シ

ソフ トウエ ア開発 ・ ロ ンの 開発 が望 まれ るo.

-

管理 ・文書作成等を専 こ

.

.
,卜

6

用に 行 う ミニ または マ
.1F .

イ クロ コン ピュ ータ用 ,

幽

.

.

制御 プログ ラム L 」

「 :
■

:
L

F

i

...,、 」r「 巨 噛`「..「 、....".

賦 →r・ 〔 …r・ 〔 … 一 州 ・ 「←.'・ ・』.."〉:'『'"い.'・'〔 一 ∨ぺ.

」 -
」← 一 戸一 ・ 一 ・ …

《

分類番号 プログラム名お・よび内容 開 発 す ぺ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況

1-(3) . 仮想 マ シ ジシステ ム用
魑

◎ 仮想CPU制 御・仮想デバイス制御・仮想
バ ーチ ャル マ シンは既 に タイ ムシェア リ ング

制 御 プロ グラ ム 通信制御機能の向上.
:

;
処理形態を中心 として、利用されてさたがOS

(プ ログ ラムの 内容) ② ファームウェア化に‡る処理効率の向上 な どの レベ ルア ップや移 行 に対 して ソフ トウエ

コ ンピ ュー タシス テ ③ 操作性の向上 アの長寿命化を確保するにはまだ性能が低い。

ムを、.仮 想 化す る こと

畠

④ 仮想マシンの統合機能の向上
バ ーチ ャルマ シ ンの性能 は、 パー チャル マ シ

'

に よカ ソフ トウエ アの ⑤ 異 種 ハー ドウエ アの シ ミュ レー ト機 能 の実 ン制御 プログ ラムの フ ァーム ウエ ア化 等に 工,

価値を長期間継続させ 用化 向上 が図 られて い るが、 まだ十 分 とはいえ ず、
》

る とと もに ソフ トウエ 適用分野の拡大のために、今後一層の高性能{
F

ア開 発、 シス テ ム移 行 =.
が盟 まれ てい る。

,

等を容易にする・ζとを
「 |}

.」

7
.

,

可能にする制御プログ -
、

ラムo F

F

馳
・

「

」 L.
.

.

「

1 .

F

|}

.

〉|

レ

| .

F

.

,1
.

L
「■

P

F F

≧..
,

-

-

「

「

「 F ト
1

.

.

F
.

」

プ

幽

i'
1

, )
…

「

:

.
「「

!
L

;. ii・
` ㍉r,

」、

関連する1日高度

新 規

新 規

新 規'

関連する1日高度

1-(4)

仮 想 マ シ ンシス

テ ム用 制御 プoグ

ラム

偏 考

.

ernbedded

の略

債 考

.声
.、.

、

一127
.一

.
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.「 1
,i5.1.2.、 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム 、.、....,,'・ ・ …'1『, .

分類番号 プログラム触 よび内容 開 発 す べ き 事 項II・ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考

2一 ω コ ンピ ュータ ネ ッ トラ
.、

1

「

■

F

'ψ

メ

:

' 一ク用 通信 制御 プ ログ

フム

2-(1}一 イ ネ7ト ワー ク シxテ ム

用通 信制御 プロ グラム

(プ ロ グラ ムの内容)

コンピ ュー タネ ッ トワ

ー クに 論いて、 コン ビ.

ユ一夕間 の通 信をつ か

さ どる プ ログ ラム

'

`

Φ 標準 ブ 叫 ・ルの 採用

Φ 低位 プロ トコル処理 効 率、 信頼 性の 向上

⑥ 高位 プ叫 コル処 理機 能の 整備 と性能 向 上

oメ7セ ー ジ ・プロ 》コル処 理

0フ7イ ル転送 プロ トコ々処 理

0ジ ■ブ転送 プロ トコ'ル処 理

oデ ー タベ ースiア クセ ス ・プ ロ トコ ル処 理

o端 末仮 想 化

o機 密保 護機 能'.

oネ タ トワーク管 理機 能'

④ プロ トコ ル ・サ ブセ ッ トの実現

」

コ ンピュー タ、端 末及 び通 信綱 を有 機的 に体

系化 した ネ プ トワー ク ・ア ーキ テ クチ ャーが開

発 され、 その内容 の充実 が 進ん だo低 位 プ ロ ト

コルにっ いては、 国際的 に も標 準化 が進 んで ●

　

カ、 性能 向上 がなされ て きたが、 高 位 プ ロ トコ

ルに関 しては、要 求が 多様 化 してい る企 め、 必

ず しも十 分 な性能 向上 が達 成 されて い ない部 分

があ る。 ・

ネ ブ .トワーク ・ア ーキ テ クチ ャーの標 準化 は、

国際的 に進ん で● り、 ζれを受 け て我 が国 で も

ネ ッ トワ ーク ・アー キテ クチ や 一の プロ トコル

の提唱 が行 われてお り、 ζれ らに基 づ い売 プ ロ

グ ラムの試作 がなさ れて い るo

今 後は、 国際的標 準化 動向 を踏1tえ て、 高位

2一 ω 一 イ ・

フPン トエン ド・.

プ ロセ;サ 用 プ ロ ・

グ,▲

8-(3}

コ ン ピュ ー タ ・ 『

ネ;ト ワー ク用通

信 制御 プ ログ,ム

プ ロ トコル処理機能 にπ 点 を置 き、 プ ログ ラ.ム

2-(1)一 ロ イ ンテ リジ ェン ト・タ

ー ミナル 用通 信制御 プ

ログラ ム・

(プ ログラ ムの内容)

靖 末装 置又 は端末 副

御銭 置上 で動 作 し、 ホ

ス ト・コン ピュ ータ と

　ン

Φ ト カル情報処理支援機能の充実

o日 本語 処理 機能

o端 末独 自 の=一 ザ ・プログ ラム群 を管理 制

御 す る機能

oプ ログ ラム自動 作成 機能

oリ モ ー ト・ジ・ プ ・エ ン トリ支援機 能

oタdム ・シェア リング ・システム用支 援機 能

の実用化 ・性能向上を図ることが必要である。

す で忙各 社で各種 、各 様の イ ンテ リジェ ント・

ターfミナ ルが開発 され販 売 され てい るが、O－

カル情報処 理機能 の充実 、 また マル チ メデ ィア

端末 用通信 制御 プログ ラ ムの 実用 化等 が望 まれ

て いるo

念,
1、.

2-(1)一 口'

、 ご,.・, .仁^'

イ ン テ リ ジ ェ ン ト

、.
み ヒ

ター ミナル用 プ ロ…

ラム

'▲

'

》

1‥...-A. .「 ～、 r 一'「〔 一=▲ ・←一}≠
. 噺育 ・

,L

、

分類番号 プログラム名お・よび内容 開.発 ナ ベ き 事 項
こ れ ま で の 開 発1状 況 ・ 関連する旧高度化計画 備 考

の通信、端末制御又は Oセ ンタ障害時の処理機能
. =.・

.

ローカル情報処理の支 ② 保守性の向上

F

F

,

.
「
「

=

援 を行 うプロ グラム ③ 音声、図形、画像等マルチメデ ィア端末用
.二 ・`

9

,

「

.

「

「

通信制御 プログラムの実用化
.

、

,、

Φ マ ・マ シ ・・イ 〃 フ・一 スの改 善 に よる

旨

操作性の向上1 「
.「

9
,

.
「

..

⑤ 通信機能の性能向上
.

.
.

「

,..

⑥ 端末仮想化機能の向上 ・
9

.

「

も

㎡
「

・ .

・

,

⑦ROM化 、 フ7- .ムウエ ア化 され たパ ジケ
1

P

㌧:
.

「

・

一ジの実用化 .
「

幽

・

「

,

2一 ω 一ハ システ ム間 接続 用 プロ Φ プロ トコル変換機能の処理効率、信頼性の
・

特定 の ネ7ト ・ウー ク ・アー キテ クチ ャ相互 8-(2)一 口
、 L

F.

グ ラム 向上
, .

.間 の プ ロ トコル変換 を行 うプ ログ ラムにつ いて
網間接続用プロ

「.

...

」 ■ 「..

F

(プ ログ ラム の内容) ② プ.ロトコル変換機能の汎用化
は、実用化されているが、汎用的なものは霊だ.

グラ ム

ネ ッ ト ワ ー ク ■ ア ー キ (対 象と±るシステムの拡大)

.

開発 され てい ない。・
,

,

" 、・ 、.

テ クチ ャの異 な るネ ッ ③ ネ プ トワーク管 理 プ.・ トコルの変 換機 能の
・

-
.

.

トワー ク 、シス テム相 性能向上 一
・

■㎡..
1.

.

互間を接続するプログ
,

,

.

ラム'
L

「

-、

..

「-.

..

'

.「

= F

.
,

」

L

,

'9,
「 ■

.F

.

,

.

噛
層 、r

,

こ

チ.L9L1

「 「 '..

.
.-

・ ～
.,b-、 ・

-

-

「

.
L 1..

1
P

・↓ ・ .'r

r'・=ゴ

・ =. It
「

..,. .十

A

・

.
...

.

←で'.■ 旨ご
「

' 一128一



、

分類番号 プログラム名●よぴ内容 開 発 す べ き 事 項
こ れ1tで の 開 発 状 況 関連する1日高度化計画 備 考

2一 ② コ ン ビ ュ ー'・ ネ ッ ト
L

① ネプトワークの運転機能の向上
一応の コ ンビ^一 タ ・ネ7ト ワー ク運転管 理 1-(3)

ワーク運転 管理 用 プO 。ネ プ トワー ク資源 の最 適 化管理 機能 機能 は実 用化 され てい るが、 今後 コン ピュー タ'
.

リ ソ ー ス'シ ェ
.

㎡

グ ラ ム ・

-

o自 動運転機能

.

「

i

ネ ッ トワー クの更 な る普及 に伴 い、運 転管 理機 ア リング ・コ ンビ

(プ ログ ラムの内容) o最 適 トラヒヅク制御機能 } 能の一層の向上や信頼性確保の観点からの装置 ^一 タ ・シス テム

分散 形の ネ7ト ワー oネ ッ トワー クの運転 監 視機 能

ト

} 異状 ・トラヒ7ク 異状対処機能の性能向上等が
用制御 プロ グラム

9

ク ・システ ムにお いて. ② 装置異状 ・トラヒック異状対処機能の性能

～

望 まれてい る。、 2-(3)

…'
ハ ー ド ウ エ ア 、 ソ フ ト

7

向上 .

コ ン ピ ュ ー タ ◆
.

」

ウエア、 デー タベ ース oエ レメン トの障害 や トラヒ7ク 状態 に応 じ
.

1
ネ7ト ワ ーク用通

.
等の資源を効率的に共 た動的なルーチング機能

P

信 制御 プログ ラム
4

用することを目的とし oMTTRの 短縮
F

.

・

て、 ζれ らの資源「を一 o監 視 ・検出 ・修復等の自動化率の向上
.

.

1

元的に 管理 し、 ネ プ ト oネ ッ トワニ ク障害 分析、 切 り 分け を容 易 に
「

.

ワークの運 転 をつか さ する賭機能 ,

1

どるプ ログ ラム ③ 遠隔保守機能の向上 、
iF

「

④ サー ビス、 資源 の追 加、 削除 ・構 成制御 機
,

,

能の性能向上 ・ } F
.

.

2-(3)

、

デー タ・交換網 用 通信制 Φ 交換機能の性能向上. 回線交換機能及びパケット交換機能について
2-(2)一 イ

F

..

御 プ ログラム 0多 様な端末 との接続機能
…

は、す でに 実用化 さ れて いる が、 これ らにつ い データ交換用ブ
1.

.
.'

. (プ ログ ラムの内容) o処 理効率 l
t
て更に性能向上が望まれるとともに、蓄積交換 ログ ラム

電子交換機(回 顧交 0無 想'こ ケ ッ ト交換 機能 {
1
の特徴を生か した更に高度な付加機能の実用化、
'

, 換 用、 パ ケプ ト交換 用 o信 頼 性 ・ 性能向上、また網管理恨能の充実が望まれる。
・

」

,

マル チプ レクサ等)又 ② 付加機能の充実 8

. は交換 用の ノー ド・コ O蓄 積機 能(同 報 通 信、 メー ル ・ボッ クス等)
.

ンビュ ータ上で動 作 し Oデ ータグ ラ ム転送機 能 ・
`

,

通信回線(無 線 も含む〕
. 1

|
↓「

分類番号 プゴクラム名●よ〔納 容
`開 発 す べ き 事 項

相互の交換を行うプロ ③ 網管理機能の充実

グ ラム o柔 軟 な トラヒ ック制御 機能

O大 容 量 トラピ ック制御 機能(複 数 リンク制

御)

0ト1ラ ピ ックの モニ タ リング機 能

Oル ーチ ング

1 ④ データ交換網の相互接続機能の向上

Oプ ロ トコル整 合機 能
-

⑤ 機密保護機能の性能向上.

o暗 号化機能
層

.

2-〔4} 高度通信制御 プoグ ラ

2一 ω 一 イ

ム

マルチ メ デ ィア用 通信 Φ 文字、音声、図形、画像等のデータを体系
.

制 御 プ ログラ ム 的 に扱 う ζとの で きる通信 プロ トコルの開 発

(プ ロタ ラムの 内容) ② 多様な端末に対応する柔軟性の向上

音声 ・図形 ・画像等 ◎ 高速 ・広帯城伝送の信頼性高い制御機能の
層

の情報を従来の符号化 実用化
〆,L

した文字情報(ア ルフ ④ メディア間の相互変換機能の向上

ア ニ ュ ー メ リ ッ ク 、 か ⑤ データ圧縮機能の性能向上

な、漢字等)と の整合 ⑥ 衛星通信、光通信に伴 う制御機能の実用化

化 を 図 り在が ら、 統一 ⑦ ネ フ トワー ク管 理機 能の 向上

的に取 り扱 う通信制御 ⑧ 機密保護、信頼性の確保

プログ ラム
F

「

・

」

11.
`
1

ー

.
`

《
i
l

l
'
`
ヲ
.
r
.i

」.
↓

'
{

、

'1
,.
ト

層

、

、
」

ψ̀

り

.
エ
}

1
..

個 々の メデ ィアに対 して実 用 化さ れてい る が、

LSI技 術 及び音 声、 画像 等の 処理 技術 の進展

に伴い 、 これ らの ノデ ィアを統 合 して利 用す る

マル チ メデ ィア通 信 の気 運が 高 重って ● り、 ζ

れ らを実 現す る プ・グ ラムの 実用 化が 望 まれて

hるo

一129rr .・

、

4

●

」



'

「●

.̀

'

`

●

.輪

、

ひ

.-5・1・ 、3言 語 プ ロ'セ ッ サ .

分類番号 プログラム名曲 よζ粁勺容 開 発 す べ き 事 項

2-(3}一 八 構内通信網用通信制御 Φ 各種情報メディアの効率的通信機能の性能

プロ グラ ム 向上

(プ ログ ラムの内 容) o効 率の良い統一された伝送制御機能

同 一 ピル、 工場 、大 o伝 送 イ ンタ フェー スのLSI化 に伴 う効率

学、あるいは研究所な 向上 ・

どの 構内 で、 電話 端末、 o通 信管 理機 能(ア クセ .ス制御、 誤 力制御 、

デー'端 末、交換機等 優先 制御、 フロー制 御、 ル ーチ ング等)

を有機的κ結合したロ Oト ランス ベア レン シイの 確保

一 カ ル ・ ネ フ ト ワ ー ク
② ネプトワーク管理機能の向上

を制御 す る プ ログ ラム ③ 拡張性、信頼性、経済性の向上
」

F

」 ④ 外部網 との接続機能の向上

⑤ 光通信に対応した制御機能の向正

三・'.

'

」

0鴎 標準騨 挺したプ叫 ・ルρ採用
「

＼

'

1

,

」

,

「

F

.

F

..A円'A－ 一 、_,≡

一.、^一'「.一 口.

個々の構内設置機器を制御するプログラムは

すでに実用化されているが、構内情報処理の普

及に伴い技術進歩を反映 した操作性及び効率が

良い構内通信網 システムに対する需要が高まっ

ているo

関連ナる旧高度

,・ ・.^之 ・

分類番号 プログラム名お・よび内容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 笛遺 する旧高度化鮒面 僧 考
8一 ω 汎用 言語 プロセ ッサ Φ 国際標準の動向に準拠した言語仕様の設定、

a
COBOL、FORTRANに つ いては 国際 規 格 8一 ω 一イ

(プ ログ ラムの内 容) 強化拡充 に追従したものが開発実用化されているo 汎用高水準言語 え'

汎用高水準の言語 プ ¢1昨 語鯉 ・対話機能 拘 ダ・ス機能の またPASCAL等 国際規格の存在していない プ ロセ ッサ.:

φ '
1

ロセ ッ サ 充実等による使い易さと柔軟性の向上 ものについても実用化されているo
,

③ 処理効率の向上 汎用言語は国際的広がカを有するものである 8-")一 口

F

Φ 処理内容の高度化 ため、.言語仕様の設定は国際標準の動向を十.分 汎用会話型言語 ,

⑤ 並列処理機能の充実 踏まえ、.機能の拡充を図っていく必要があるo プ 四七 ブサ L

⑥ ハー ドウエア等の技術動向K対 処した言語 一方 言語 プロセ
7サ 自体 と して は、 利用 の容 「

.

の実用化、性能向上 易化を図るとともに処理効率の向上等を引 き続 .

「

⑦ 新高性能言語の試作、実用化 き図る必要がある。重た言語の開発については、
, ,

i 我が国ではこれまで皆無であるが必要友ものは
= ・

i 今後試作実用化するとともに、その普及を図る .

,

…

|
ことが望まれているo,

「

8一 ② 簡 易言 語 プ ・セ ツサ ⑨ 入力記述の容易化 コ ンピュ ー タ利 用者層の拡 大 に伴 い、 対話 形 8-11}一 八

(プ ロ グ ラムの内容) ② 対話機能及びガイダンス機能の充実 式等で簡単にプログラム作成が行える言語 プロ 問題記述用官話

表形 式記 述、 バ ラ メ ③ 日本語処理等使い易さと柔軟性の向上 セ ッサに 対す る ニーズが高 重っ てい るo プ ロ 馳セ ッ サ
.

.

一 夕記 述
、 コマ ン ド入 Φ 適用範囲の拡大 イ ンテ リジェ ン ト'一 ミ九ル等 に おけ る画面 8一 ω 一二 r

1

力等の簡易な手段に よ
「 ⑲ 語 の標準化 操作については、ひとと●りの機能の実用化が 表形式官話 プロ

.
「

夕、TSSや インテ リ ⑥ 処理効率の向上 な されて い るが、利 用の拡大 、利 用者 の増 大、
9

セ ッ サ
'

ジェ ン トター ミナル を 利用形態の多様化等に対しては機能、操作性と 8-U)一 ホ

利用 したエ ン ドユ ーザ
.

もに不十分であり、画面操作、画面縄集、問合

.

プ ロ グ ラ ▲ ・ ジ

や専 門の プロ グラマ で 」

.
せ処理 、 デー タ検索、 デー タ編集等 の機 能 の.向 エネ レ ータ

c

ない利用者に容易にア 上が必要である。一方利用者の増大に対 して個 も

.

プ リ ケ ー シ ■ ン ・ プ ロ
. … 別 システム毎にまちまちの仕様が存在ナること.

.

グラムの作成を可能 と は利用拡大に当たっての障害となるので標準化 L

F
」

一 ・一へ 」.-r ・ 、「

.:;

…

『 ・..噛...ノ

1
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.

分類番号 プログ,▲ 名お・よび内容 開 発 す べ き Φ 項 . こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考.

」

す る言 語 プ ロセ ッサ 1. を図る必要がある。-
.

」

F
.

.
7

8-(3) システム記述用言語 ブ
Φ 国原的な規格化の動向に準拠 し尭言語 プロ :

.9

組 み込 み型 の シス テム、特 に リア ル タイム制 8一 ω 一 へ

ロ セ7サ ・ セ7サ の 開発
9

「 御 シス テ ムな どの記述 は従来 主 と してア セ ンブ ペ ー シ7ク ・ ソ

(プ ロ グラ ムの 内 容)

P

o言 路の高水準化 ＼ ラに よ力行 われ て きたが、最 近 では マク ロア セ
フ トウェア記 述 用

'

組込 み型 の シス テ ム、Φ 記述機能範囲の拡大 ンプラや高水準言語の利用が進みっつある。
言語 プロセ ッサ

ベ ー シック ソフ トウ エ Φ 生成プログラムの処理効率の向上 今 後 ク ロス ソフ トウエ アの整備 に よ 恒 こ う

8-(2)一 八
.

「
マイ ク ロプ ログ

ア及 び フ7ー ム ウエ ア
,

⑤ 使い易さと柔軟性の向上 ・ した高水準への動 きは強まるものと考えられる
,ム 用言 語 プ 白毛 、

を記述する言語 プロセ ⑥ 多重割込処理機能の高度化 が、 ζれら高水準言語は不統一な状態にあるo
.

. 7サ
ッサ ⑦ 並列処理機能の充実 欧米では高水準 リアルタイム制御言語の標準化 7

.
層

⑧ 処理内容の高度化 :
・「

の動 きがみ られ て● カ、我 が国 と して もこれ ら .

.

、

・. ⑨ 対話機能の充実 : の動 きに対応しつつ標準化を推進する'必要があ

⑩ 保守性の向上
1『

る〇一
.

、

.
」

また ペ ー シ,ク ソフ トウエア あ るいは フ.アー

P

「 '

.

F ムウ エア を記述 す る言語 プ ロセ ッサにっ いて は、

,

.

現在 メーカ毎に自社用のシステム記述言語が開

発され利用されている。

L 今後 ソフトウエアの開発等をよヵ効率的に行

, 1・ 「 うためには、一層の性能向上を図りつつ言語の
「 :

F
高水準化、使い易さと柔軟性の向上等をひきつ

1

」

…
づき行 う必袈がある。

1

1

8一 ω 問題向き言語プロセッ Φ 形状モデル記述、曲面処理等の図形処理磯
:
. ひとと論りの機能については実用化されてい 8一 ② 一イ

サ 能の試作 るが、既存言語から呼出す方式が多く、操作性、 汎用図形処理用

8-(∋ 一 イ 図形処理用言驕プロセ ② 記述の簡易化、対話機能の向上等による使 性 能等 の 面で 向上 が必要 であ る。 ハ ー ドウエア 言語 プ ロセ ッサ
.

ッサ い易さと柔軟性の向上 ・ の多様化、応用範囲の拡大に伴い、さらに高度
..

.

分類番号 プログラム名お・よび内容 開 発 す べ き 事 項

F (プ ロ グラ ムの 内容) ③ 曾聴の基本部分の標準化 』

F

グ ラ フィ ック ・デ ィ ④'図 形 デ ー タベ ースのサ ポ ー ト機能 の 向上

スプレイ等を用いた高 ⑤8次 元図形処理機能の向上
・

度な図形処理のための

言語 フ'ロセ ツサ

3一 ④ 一 回 言語 ブoセ ッサ ジ ェネ ① 言語仕様記述言語の対応できるアーキテク
.

レ 　 タ
. チャの拡大

(ブ'ロ グ ラムの内 容) ② 官田}仕様記述言語の対応言語の拡大

言 語仕 様 とハ ー ドゥ ③ コンパイラの処理速度を早くするための曾

エア関連仕様とを与え 曙 プロセ ッサオ プテ ィマ イザの試 作

る こ とに より、 言 語 プ

ロセ ワサを生成 す る ジ

. .

エネ レー'o 「

8一 ω 一八 特定 ア プ リケー シ ョン. ① 専用化によるア プリケーシロン適合匿の向

プログ ラム ジェ ネ レー 上
L

' ② 処理効率の向上
.

(プ ロ グラ ムの内 容)
.

③ ア プリ ケー シ・ン プロ グラム ジ ェネ レ三夕

業務手順等を簡易に の適用分野の拡大

記述 す るこ とに よっ て .④ 対話方式ジェネレー ト機能の拡充

特定 分野 のア プ リケ 一 ⑤ 日本厨データ処理機能の拡充 ・
.

シ・ン プロ グラム を生 ⑥ 記述の簡易化を含む使い易さと柔軟性の向

成ナる専用のジェネレ 上

一 タ
、.

亀

・

F P

「
.■

「
.
1

.

1

'

'

(シ
「

.
}

'.
」t

盲

†

,

「

、

」

～

.「

.̀

11
.し
「
、{

rt

↑

」
一「」.

こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考

な図形処理機能の実現が必要であカ、また国際

動向等 も考慮して言語の標準化を図る必要があ
、

るo

F

一部の限定された言語の分野での実用化はな
`

8一 ω 一 ト

されて い るが、 全体 的に は研究 レベル であ る。 言語 プ ロセ ッサ

言語仕様並びにジェネレータの試作を行うと ジェネ レー タ
「

ともに、生成されたプ団七プサの処理効率向上

を行うためのオプティマイザの開発が必要であ
A

る6

「

特定用途でのみ、一部実用化がなされている 8一 ② 一二

が、性能、操作性等の面で不十分である。 問題向言語プロ
、

また ア プ リケー シ ョンプ ログ ラムジ ェネ レー セ ッサ

タの適用で きる分野が限られ.ていることによる
「

利用 の制 約 も あ カ、 多種、 多様 な アプ リ ヶーシ

ヨンプロクラムを利用者が安価かつ容易に利用

で き る 工うにす る ため、 ひ き続 き実 用化 、性 能

向上を行う必要があるC
'

幽
9
.

1

一131一

■

a

亀

ふ
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5.1.4シ ス テ ム 開発 ・運 用 支 援 プ ロ グ ラ ム
「

分類番号 プログラム名お・よび内容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 』状 況" 関連する旧高度化飾 厨 偏 、考L

4一 ω システム開発管理支

.

L
援 プロ グラム

《

4一ω一イ シス テム開 発 プロ ジ
.

」

.

L

エ ク ト管理 支援 プ ロ '

「

グ ラム .

(プ ログラ ムの 内容)
φ

⇔ 有効 な予測モデルの実用化 シ ステ ム開発 プ ロ必 【ク ト以 外の 用途 には各 新 規

シスデム開発に要
1「

⇔ 管理データ収集機能の実用化 種の プ ロ ジェク ト管 理 プ ログ ラムが開 発 されそ
」

す るマ ンパ ワー、 賢 ◎ 操作性の向上 れ らの うちの一部、 例 えばPERT的 な もの が

金等 の予 測 、シ ステ ④ 対話型機能の性能向上 システ ム開 発 プロジ ェク トに も利用 され てい る
・

'ム開 発 プ ロジ
ェ・ク ト ⑤ 複 数 シス テ ムに対す る プ ロジェク ト管理機 が、 シス テ ム開発 プ ロ ジェク トに用 い る もの と

の工程計画の作成及. 能の性能向上 して十 分 な機能 を有す る ものは な く、 シス テム
.

ぶ

び工程管理を支援す

「

開 発 プ ロジ ェク トを専 用 に管理 す る プrグ ラム
,

「

る プ ログ ラム を開発する必要がある。
-

.

..

,

、 一方 システム開発については計測指標が確立
-

.

1
.

されていないこと忙 よる管理の困趣性 も見 られ

.

るところから早急に指標を確立する必要がある。.
F

」

4一 ω■ロ プ ログ ラム管理 支援
.

L

プ ログ ラム
.

'

' ご

(プ ロ グ ラムの 内容) ◎ 更新履歴 などのメンテナンス情報管理機能 ライ ブ ラリア ン、PANVALETな ど各種 4一 ω
.・. ..

システム開発過程 の性能向上 パ ッケ ー ジ ド、 プログ ラムが 使用 さ れて いるが 、
'プ
・グ ラム管 理

「

・.

. 「 、

にを いて、 必要 とさ ⑨ 複数 ユーザに対するプロ.グラム集中管理機 日本語処理機能等に よるさらに使い易さの向上,.'

.メ ンテ ナン.ス用
・` :

れるあるいは作成さ 能の性能向上 が望 まれ る。 プログ ラム 、 .

:

れ るプ ログ ラム群 を ⑩ 日本語処理機能等に よる使い易さと柔軟性
.

, A.F
■ 、,. :

集中管理するプロク の向上 一

1

ラム ◎ 髄 保護機能の向上' 」 F

.'&

.
馳 汀

.`

7

」

;

分類番号 プログラ.ム名および内容 開 発 す べ き 事 項
-

4-(1ト ハ ドキ ュメ ン ト管理 支

援 プ ログ ラム
■

(プ ログ ラムの 内容) ⑩ ドキュ メ ン トフ ァイルの 集中管 理(複 数 ユ

プ ログ ラムκ関 す 一ザの同時使用、機密保護)機 能の性能向上

る ドキ ュ メン トを集 ⇔ ドキュメント内容の柔軟な検索機能の性能

中管理するプログラ 向上

ム
'③

日本文による管理機能の性能向上

④ プ ログ ラム変更 と同期 した、 ドキ ュメ ン ト

. データ等の管理機能の実用化

4一 ② システム設計支援プ

ログ ラム

4一②一イ システム設計要求定

義 支援 プロ グラ ム

システ ムに関 す る ⑩ 診断機能の性能向上

要求及び諸条件の記 ⑨ 対話的に使用し得るインタラクティブ機能

述 とその間の相互関 の向上

係、優先順位等を指 ⑧ 日本語による分析、定債システムの実用化
.

足 す るこ とに よ り、 ③ 多様 なア プ リケー シ ョンに 対処 し得 る汎用
F

要求間又は要求 と条 的機能の試作

件の間の矛盾を診断

す る プ ログ ラム F

F

4一 ② 一 ロ システム構成設計支 '

援 プ ログ ラム
■

要求仕様に基づ き ◎ 対話 的 に使用 し得 るイン タラク ティ ブ機 能

シ ステ ムの設計 仕様
二

の 向 上

こ1れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画
'備 考

.

.

.

日本語処理技術、データベース技術等の進展 4一 ω
.

に伴 い、 プ ログラ ムに付随 す る ドキ ュメ ン ト、 プ ログ ラム管 理
`

デー タ等の管理 も進歩 してきたが、今後 とざ使 ・メ ンテナ ンス用 、
.

」

.

い易さの向上等が望まれる。
・

プ戸 グ ラム

. ,

■F

「
.

..

,

「
■

,

L

F

、
「

.

ξ

1

噛

TRWのSREMに 開発の例が見られるが、 新 規'
「

一般 的 には試 作 レベル に とどま ってか り、機 能 .

.

、 「
■

的 に十分な水準のものは存在しなレ㌔
. .

.

1
.

F

-

・

噛
,

「
「

.
、

'
'1・
9

,

■F

,F
、

F

L.

. .

...L

7

TRWのSREMな ど特定の領域で一部利用 新 規
・

F.

されているものは存在するが汎用的なものはま
」ρ.

「

一132 一
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分類番号 プログラム触 よび内容 開 発 す べ き 事 項 1.

'

を チェ ック し、 要求 ② 日本語による記述機能の実用化 r

と設 計 された シス テ ③ 設計仕様のモジュール化を支援する機能の/

ム間 の矛 盾又は シス

,

試作

L テ ムの最適 化 .に関す

:④ 専用化による機能向上

…

る診断を行 うととも ⑤ 多様なアプリケーションに対処し得る汎用的機1
'

に、 対話 型式 に よる 能 の試作 ・

設計仕様作成を支援 ⑥ 分散 シス テ ムにお・け る ネ ッ トワーク リソー
7

す るプoグ ラム

ノ.亀

スの最適配置設計等ネシトワーク設計機能の :

性能向上

⑦ センターにお・け るハ ー ドウ ェア、7ア イル、
.

.

ソフトウェアの設計機能の性能向上
.

⑧ 分散データベース設計機能の性能向上

P

4・ 一(3) ソフ トウェ ア作 成支
7

援 プ 。グ ラム 「

4-(3)一 イ ソ フ トウ ェア設計要

求定鶴支援プログラム

(プ ログ ラムの内容) ⑩ 処理手続自動生成機能の実用化

プ ・グ ラム設計 仕 ② 対話機能の充実等による操作性の向上

様書に記述さ/れたプ ③ モデルのあいまいさの除去

ログラムの機能仕様 ④ ソフトウェア要求の実現可能性判定機能の

に対応する具体的な 実用 化 、

処理手続を理解 し、 ⑤ 適用分野の拡大

矛盾 を摘 出 しつ つ、 ⑥ 最適なモジュール分割機能の実用化

プ ・グ ラムの階層 的 ● モ た 一ル ・イ・ タフ ・一 ス決 定機 能 の実

分 解及 びデ ー タ管理 、 用化

`ジ

～ 】

で の 開 発 状 況

だ な く、 一般 的 には試作 レベ ルに とど ま って い

る。

PDLな どに開発の例 をみることができるが、

実用化されたものは殆んどなレ㌔

関連する旧高度

4一 ② 一 口

ドキ ュ メン ト作

成 用 プ ログ ラム

備

分類番号 プログラム名および内容 開 発 す べ き 事 項

入出力管理の体系的 Φ モジュール相関図の作成機能の実用化
F

記述を支援するプロ ⑨ 効率予測と最適化機能の試作
.

グ ラム '

4-(3)一 回 プログ ラ ミング支援

プ ログ ラム
ナ

(プ ログラムの 内容) ◎ プ ログ ラム、 モジ ュー ルの ラ イブ ラ リ管理

オ ン ライン対話 型 及び検索機能の性能向上
.

の開発壌境において、② プ 回グ ラム、 モ ジ ュー ルの修正 ・合成 の サ

プ ログ ラムの コー デ ポー ト ・ツールの実 用 化 ・性能 向 上

イ ング、 編集等 の支 ⇔ テス トデ ータ ジェ ネ レー ト機能 の 性能 向上

援 及びデ バ ックの定 。 プログ ラム と リンク した有 効 な検 査 デ ニ

債化、効率化等の支 タ生成

援 を行 うプ ログ ラム Oプ ログ ラムの 全ル ー トを検査 で きるデ ー

タ作成

④ プ 。グ ラムとデ ー タの静的 ・動 的 トレー ス

機能の性能向上

. ⑤ プ ログ ラムモ ジュー ル単位 での テス ト機能

の性能向上

⑥ インタフェース等の情報の検索機能の向上.・L

⑦ モジュール間結合テス ト機能の向上

, ⑧ 実行時間の予測機能の向上

⑨ 特 殊 プ ログラ ム(非 同 期 処理 プ ログ ラム

1/0エ ラールー チ ン等)の テス ト機 能 の性

能 向上

⑩ パ ッ.クトラッ キン グ機 能 の実 用化

1

⑪ 操作性の向上 ・'

「
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人

こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考

9

L

プ ログ ラム ・モ ジュー ルを結 合す る技術 、 ブ
`4
一 ω 一 回

ロ グラムの 構造 を解析 し、分岐 の 様子 な どテ ス プ ログ ラム ・テ
}

トの ための情 報 を提供す る よ うなプ ロ グラ ムは ス タ
.

我国においても精力的化研究開発が行われ、既

に実用化された部分も存在するが、今後更に性. 4-{4)一 ハ

能向上を図る必要がある。 プ ログ ラ ミン グ

特 に、既 存の プ ログ ラム ・モ ジュ ールの 再 使 ・ エ イ ド ・ プ ロ グ

用 率 を上げ るた め、 これ を支 援す る ツー ルの開P脚 ・.-..一
ラム

発 が強 く望 まれ てい る。
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分類番号 プログラム名および内容 開 発 す べ き 事 項 ・
㍗

こ れ11で の 開 発 状 況 関連ナる旧高度化計画 偵 』考 ・

4一 ④ システ ム検 査 ・評価
-

'

支援 プ ログ ラム

」

「

.
P

F

4一 ω一イ ソフ トウェ ア検 査 ・
・ ■

.

9

評価 支援 プ ログ ラム s

. 「
.

・: '

(プ ログラムの内 容) 0多 様友ソフトウェアに利用できる客観的評 プログラマ以外の者が行 う検査用のプログラ
F

4～(4)一 イ 7,

■ミ

開発者以外の者が
.

価基準の設定
ぺ

F

ムとしては通常デバック支援等のために開発さ
F

言 語 プ ロセ7サ
馳

行う仕様書とプログ

1

● 仕様書から検査基準、評価基準等 を指摘ず
L

、

.

れたものが利用されているのが現状であるが、
,

L

検 証 用 プ ログ ラム
■

ラムの突き合わせ検 る機能の実用化 ソフトウェアの流通促進等の観点から第三者が
>F

・

4一 ω 一 ・,

査、 プ ログ ラムの 品 O検 査基準、評価基準とプログラムとの突き 客観的にプログラムを検査評価することを支援 プ ログ ラム ・テ P

P
.

,

質測定 ・評価を支援 合わせ機能の実用化
L

す るため の ツ～ルに つい ての ニー ズが高 まっ て ス タ

す る プログ ラム ④ 性能予測プログラムの実用化 い る。 プ ログ ラムの 効率評 価 につい ては、 一部一 4一 ㈲ 一 口

⑤ 検査完了ルー トの定量的測定機能の実用化 実用化された ものとみることができるが、効率 ソフ トウェア性

⑥ デバプク結果を考慮した有効在検査データ
.

以外の評価基準について客観性の高い基準を設 能 評 価 プ ・グ ラム
9 .

.

. の生成機能の実用化
.

足することが困難な面 も多く末だ実用化される

「

.こ"

.
,

.
.

.

」
⑦ 言語プロセッサ検査機能の向上 .に至 っ てい ない・

.

P

⑧ プロいコル検証機能の性能向上
.

.

'

。 多様 な プ ロ トコルへ の適用
.噛,

・
'ご'
「.

P.L.L

O多 様 な検 査項 境の サ ポー ト
,

.

P
層

,

Oハ ー ドウ ェアか らの独 立性の 向上 F、

.",1'
■

「 〉

■
「

4一ω一口 システム性能評価支
「

.、F 、

'

・.F・ ・ ...`z
!

1P

,

.

援 プロ グラ ム
.

=:.
,._.●

.
.

'

,

(プ ログラムの内 容) ⑩ 多様な定量的評価レポートの作成機能 目的を絞った ものは若干実用化されているが、
'

4-(6)一 イ ・"ぐ

1

ハ ー ド ウ ェ ア 、 ソ ② シ ミュ レー シ ・ンに よる性能.予測 こ それらは システム性能の一部を評価するだけで コ ン ピ ュ ー タ ・

フ トウェア を含 む シ ③ 使い易さと柔軟性の向上 あって、 ポ トル ネ7ク 部分 の 指摘等 多様 な評価 システム性能評価
`

・ 「

ス テ ムの性能 、効 率 ④CPU、 チ ャネル、 メモ リ、 ソ フ トウェア レポー トを作成 す る機能 を有す る ものは ない。 プ ログ ラム

の評価の支援を行う モ ジュール等 の リソース利 用状況 の把 握機 能
巡
また、 シ ミュレー シ冑 ンに より性能 を予測 した ・

.〔

r
F

噛一

.

分類番号 プログラム名および内容 開 発 ナ ベ き 事 項

プ ログ ラム の性能向上 「
噛

P

⑤ ボ トル ネ ック部分 の指 摘機 能及び システ ム

.,F プユ一二ング項の指摘噛能の性能向上

⑥ トレー ス ・デー タに よる シ ミュレー シ.ン

■

・モデルの作成サポー ト機能の性能向上

・

4-(5) ソフ トウェア保 守 支

援 プロ グラ ム

4-(5}一 イ ソ フ ドウェア保 守 作
.

業 支援 プロ グラ ム
.「

(プ ログラムの内 容) ① プログラムの解析機能の性能向.上

プロ グラムの 解析 ② 変更事項の影●箇所の自動解析機能の実用

支 援及 び プロ グラム 化

の一部変更に伴 う影 ③ 操作性の向上

●範囲の自動解析等 ④ 変更結果検証機能の実用化

を行 うプロ グラ ム

4-{5}一 口 ドキ ュメ ン ト作成 支
・

援 プ ログ ラム
.

-

(プ ログラムの 内容) @プ ログラムか らの文書作成機能の性能向上

保守作業 に有効 な ◎ 日本語及び図形表示機能の実用化

仕様書、設計書、使 ⑨ 、ドキュ メン ト田集機 能 の性能 向上 ・

用説明書等の ドキュ ⑥ ・対話機能の充実等による操作性の向上

メン トの作成支援を
「

o入 出カ イン タフ エース、 使用 ファイル 及び

行,プ 。グ ラム その項 目名の表示機能の性能向上
.

」
.

'Lご

こ れ ま.で の 開 発 状 況 間遠する旧高度化計画 僧 考

ヵする高度 左機能を有するプログラムは未だ実 .
.

用化 され てい ない。
.

,.

,

.

.

.7

v

、

「 ・="

F ,∀
.」

.

亀
.

.

.

ソフトウェア資産の蓄積に伴い必要性は急速 4-(1ヅ
層.

;

9

.

. "

に高 ま ってい るが、部 分的 な ツール は一部 存在 プ ロ グラ ム管 理 .
」 .

する ものの システ ム化さ れた ソ フ トウェアは存 ・メ ンテ ナン ス用

在せず早期の開発が望まれている。 プ ログ ラム

F

.

.

-

・

-
.

'

ソー スプ ・グ ラムを解析 してプ ロPチ ャー ト、 4一 ② 一 口
「

,

・

ク ロス リフ ァレ ンス等 を 出力す る プロ グラムな ドキ ュメ ン ト作 .

F

.

ど利用分野が限定された形で実用化がなされて 成 用 プ ログ ラ▲
層,

.幽 Ψ. .

,

'

い るが、保 守作業 を行 うに十分 友 ドキュ メン ト ,.

1

を作成する機能が不十分である。
F. 「

:

`

.・.■

L

.
■

. 1

」.A.

・

,卜.
L .

.
1

.

㊨

F

」‥-r

,

'

ぺ

一134一
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L

分類番号 プログ,ム 名お・よび内 容 開 発 ナ ベ き 事 項 ～ こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考
1 「

4-(6} システム運用支援 プ r
、

.

ロ グラ ム'

…

i1

.(プ ログラムの内容) ⑩ 各種運用形態に応 じた柔軟性の向上
…
ト 実現 例 はあ るが、 コン ピュー タ.シ ステ ム運 4-(5)

制 御 プ ログ ヲ.ムの
7

② 無人化オベレーシ・ン機能の性能向上
:
用の合理化を求める声は強 く、様々力運用形態 オ ベ レ ー シ ・ ン

連用機能 に加えオペ ◎ 負荷に応 じた運転構成の決定機能の向上 泌応 じた利便峰の高いプログラムに対する二一
.

・ サ ポ ー ト ◆ プ ロ

レー シ● ンの 一層 の ④ オペレータ問い合わせ機能の性能向上
±

ズは 高 まって か り、 ユーザ のオ ペ レー シロ ンの グ ラム

自動 化、』簡 易化、 合 ⑤ システム運転情報の監視.管 理 ・分析機能
',

}
}
実態に即 した運用支援 プログラムの開発が必要

理化を支援す るプロ の向上 : で ある.

ク ヲム ⑥ 保 守計 画 ・運 用 計画 ・ハー ドウ ェア増設 計 」

.,

画等の計画作成機能の性能向上

・

..
F

4-m プログラム変換支援
・

〉

プ ログ ラム

(プ ・グラ‥の 内容) ⑩ 汎用高水準言語ソースレベルの変換事の向 1
　

プ ログ ラム資産の 有効 利 用を図 るた め、各 区 4-〔3)一 イ

異 システ ム間の プ 上1 | 一 力毎 に自社 機種 への 変換 プ ログ ラムは開 発 さ
.

ブ 。グ ラム変換

F

ログヲムの変換を行 ㊨ 汎用高水準言語に基づくデータ変換機能の … れ てい るが、 コン ビュー'ユ ーザ層 の拡大 に伴
用 プ ログラ ム.

うプロ グ ラム. 性能向上
…! いさらに汎用的な変換用プログラムが望まれて

⑧ 変換検証機能の性能向上 |

!
`「

いる。

F

…

…
i..

;

「

.

.

'

.

i.
]

9「

… :

」

:

.

声、 :

A
F

㌔ ・

Tl"5 .1.5

}

デ ー タ ベ ー ス 用 プ ロ グ ラ ム 」

'.‥

り ・ 」L・ リ ノ ノ1用 ノ ノ!.「L,

分類番号 プログラム名お・よび内容 開 発 す べ き 事 項
:

】

`こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化酎画 備 考

5一 ω デ ー タベ ース管理 シ
:

↓

..,

; 』

... ステ ム用 プ ロ グラム 1
,

(プ ログラムの内 容) ⑥ 柔軟性及び処理効率の向上等アクセス手法
.

DBMS(D8t息B88eM8n8gementSy一 1一 ㈲

複雑 、 大量 の デー の性能向上 stem)の 利用は最 近 とみ に高 まっ て治 り、国 デ ー タベー ス管

..

タを有機的に収用し

-

② リレーシgナ ルデ ー タベ ース管理 の 実用 化 }, 産DBMSの ほか、著名θ輸入DBMSが 多数 理 システム用制御
.

」

て、 共用 化 した デー ㊨ 分 散 デー タベ ース、 巨× デー タベ ース管理 利用されている。この傾向は今後とも続 くもの プ ログ ラム

タペ ース を効率 よ く の実用化 と考 え られ 、か な りのア プ リケー シ ・ンプ ログ

. 管理 す る プ ログ ラム ⑧ 機密保護等ファイル系の安全確保機能の性
… ラムが 、DBMSと 関 連 を持 って利 用 され る も

「

8一 ② 一 口
.」

能向上 の と考 え られ る。 デー タベ ース用

⑲ デー タベ ース用 胃語 の性能 向.上 .
この よ うなDBMS利 用 ニーズ の高 ま りを反 言語 ブ。セ ツサ

、
F

⑲.ユ ー ザ イン タフ ェースの改 善 に よる操作 性 . 映 して、OS側 の機能拡充への要求も高 まって
i

の向上 きてい る。
.

.

O.国 際的標準化動向鉛工びハードウェア等に
: 一 方取 扱 うデ ー'に つい て も、 ア プ リケー シ

鉛ける新技術の動向をふまえたDBMSの 性
:

!

ヨンの高 度 化か ら様 々な形態 を取 り扱 うニー ズ

F

能向上 が高 まっているが ζれ らについては現状では困
, i

.

「 ⑧ 図形、両像、音声、B本 語文章 などの情報 …
難 で ある。

」

に関す るデ ー タベ ースの高度 な取 扱 いを 可能 i また 新 しい動 き と して デー タベー スの 分散 化

とするDBMSの 実用化 i や様 々のDBMSの 競合 化 を図 る こと に より、
」 {

i.
:
利用の高度化を図ろ,と する動 きもあ〉、その

-

…

…

ための研究 も活発に行われている。

5-(2) デー'ベ ー ス運用 支 Φ データの発生、評価、利用等に関する論理

…

:

:. DBMS利 用の普及を図る観点から各種のユ 4-(3}一 回

的処理 の ための 各種 ユー テ ィ リテ、イの整備 : 一 テ ィ リテ ィの 整備 や、 マン マシ ンイ ンタ フェ デー'変 換用プ
援 プ ログ ヲ▲

、〉 (プ ログラムの内容)
「

O自 動 イ ンデク シ ング
i「
` 二三坐 等が進んでいるが・さらにより容易

ロ グヲ ム

デー タベー ス管 理 シ O自 動辞書作成
( にDBMSの 利用が行力えるように使い易さの
「 .

「 }
ステ」湶 効率よく遍 oシ ソー ラス 自動 作成 「 ための各種支援プログラムが望まれている竺

1「 .

4 .

{
.

i・.」 L■ →..一 .

、

一135r
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〆

.

L

「

:

馳】

9

分類番号 プログラム名および内容 開 発 す べ さ 事 項 こ れ 宣 で の 開 発 状 況
.

■遼†る旧高度化計画 備 考

用するための支援プ O貢 租 デー'ベ ース 間の デー'変 換等 、デ ー 「

ロク,▲ タ構造の動的変化への対応機能の実用化
・

、

0デ ー'ベ ース作成支援横能の性能向上
.

.

SP

,
④ デー'ベ ース再日成機能の性能向上 1

⑥ データの評価機能の実用化
..

.

@エ ンドユーザ言語の改善等による使い易さ
.

1

ξ
と柔軟性の向上 、

.

.

5-(3} 情報検索用プロクラ
「

.

ム

'
(プ ログラムの内 容) ⑥ 文章 ◆図形在どを含み効率の良い情報蓄積

・

多種のシステムが実用化され、汎用化の段階 6一 ω 一 八 ・

P

大量の情報の中か
・

・検索 シス テムの 実用 化 ・
.

.

に入 っ てい るが、 文章 ・図形 など を含ん だ シス

F

文献検索用プロ

ら必要 とする情報を ⑪ ガイ ダ ンス機 能等 、検 索時 の ユーザ ・サ'ボ テ ムが ζれ か らの問 題 で あるo グ ラ ▲ 、`
7

検 索 する プ ログ ラム 一 ト横肥の性能向上
A、 .

レ

.

③ 蓄積情報の構造と検索言語仕様の標準化の
「

「 ・

. 推進
.

層 … ':
④ 検 索後 の デー タの 処理 ・加 工 ・編 集 システ ▲

' 鳥P吊1
..P

F

ムの性能向上'
A

.

.

F■

.9

F,

,.、1

.

,/

a

;

、

「.

で

.L.、
.-

・.1'

プ
.

.

9【

..

ラ'

「

'

..

..

.
'

、

・ F

'
」 言

.'

|

一.

,.L.一.「L「...・....-'・..

5.1.6
-. .ア プ リケ ー ジ 日シ ・プ ロ グ ラ ム ー 當

.

・.

工

分類番号 プログラム名●よぴ内容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画
.

傭 ・考
.

6一 ω 基礎共通的情報処理 -

F

用 プ ログラ ム :
1

F

F

、 ・ 」 F

6一ω一イ パ ターン情報 処理 用
.

.

F■
馳
.

プoク ラ ム. 二'
.,.■,

「
㊨

(プ ・グラムの内容) ⑩ 音声認識機能の向上
・ 音声 ・文 字 ・画 像等 パ タ～ ン情報 につ いて は

P

5一 ② 一 イ,
,

「

.

・

・

音 声、㌦文字、 画 像
「

O不 特定話者の単語露原機能の性能向上 大 型 プロ ジェ ク トの開 発成果 に よカ、 紹貴 著の. パ ター ン情 報処 .Fi

「

. 等各種パターン情報 O不 特定話者連続t口語認識機能の実用化 アル ゴ リズ ムに つい ては確 立さ れ、一 部 の もの 理 用 プロ グラ ム' ・

」

層

「

の入出力を中心 とす o認 識できる単語数り拡大 については実用に供 されているが不特定多数の

る情報処理用プログ ● 文字読取機能の向上 . 音声 ・手書文字複雑な図形等については認織機.
「

ラ ム O書 物統取機能の性能向上
` 能が未だ十分 とは冒'えず、今後の利用を図るた

。 手書 きかな文字認頗機能の性能向上 めに、ζれら機能のより一層の性能向上が望ま 99 9

。 手書 き漢字認識機能の実用化 [ れ てい る。
,、
.

1

i.
..

, ▲
・ ⑧ 地図 ・図面 ・映像 ・その他画像の入出力、 F

」

;
.

処理の向 上
.」 ..

A

1

。 地図 ・図面処理機能の性能向上

O印 影 ・指紋 ・声紋処理機能の実用化
」

」 覧

O動 画処理機能の試作 ・実用化 ・

08次 元物体認蹟機能の実用化 ,
,

.

「F

「

r 「,
F

b'
④ 画像情報に●けるデータ圧縮・復元 ・管理

「

」

機能の性能向.上
.

⑤ ス ーパ ー コン ピュー タ利用 に よる処理速 度
| 「

, 〉

.
.

. -

. の向上 .

,

・ ..

〆
8-(1}一 口 文書処理用プロクラ 1

. 1

F

「 1 .

. ム 丁.

.
-

(プ ログラムの内 容) ⑨ 日本文 ・英文 ・図表を含めた総合的取扱機 日本文の処理プログラムに関 してはここ数年 5一 ② 一 回

. .

日本語、 図表処 理' 能の性能向上 目覚 ま しい進歩 を遂 げ、 実用 に供 され てい るが、 日本 文.処理用 ブ ,

'
, 1 .

、

. 、}1:. 」
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分類番号

∨

.,
W
]
〔

6-(1)一'・

プログラム齢 よぴ内容

を含む文書処理用プ

ログラム.・

、

知蹟情報処理用 プロ

グラ'ム

(プ ログラムの内容)

自然曾語の意味の

解釈 ・複雑な物体の

認識 ・推論 ・問題解

決 ・学習 ・連想 ・翻

訳等人間の頭脳活動

に近い知識情報処理

を行うためのプログ

ラム

開 発 す べ き 廓 項

。 日本語(苗 字 ・かな)入 出力の性能向上

。 音声入出力機能の実用化

。 画像処理機能(特 に文書 との混合処理)

の実用化

③ 索引付け、眠 り綴 力の訂正等田無機能の性

能向上,
オ

④ 文書管理機能の性能向上

⑤ 電子メール、メールボックス等の機能の実

用化

⑥ 会箇支援機能の向上

O会 阜スケジュール通知機能の実用化

。 議事録自動作成俄能の実用化

⑩ 自然語解釈機能の実用化'

② 機械翻訳機能の実用化

③ 文脈解析によるキーワード自動付加機能の

実用化

④ 複雑な物体の認識機能の実用化

⑤ 推論 ・学習 ・連想機能の実用化

⑥`知 識情報処理を効率的に記述できる言語の

試作

.

》-

・

今後は、図表、英文等を含めた総合的文書処理

・管理機能や索引付け、限 り訂正機能等、高度

な機能を付加することによカ、高度な文書処理

を可能に†るプログラムの開発が望まれている。

自然語の文脈処理、複櫨な物体の認識、推論

・学習辱知貰情報処理ニーズは高まっているが、

アルゴリズムは未だ研究段階にある。実現され

たときの効果は極めて×きなものであり、可能

なものから試作実用化を図っていくことが必要

である。

また、ζれらと合わせて記述書面についても

試作 を行い将来に傭えるζとが盟まれている。

づ'.一.

層 '= 」

分類番号 プログラム名および内容 開 発 す べ き 事 項 ・
: こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考
;

6一 ω一二 機密保護用プログラ i
『

,

F

ム !
ト

.
1

(プ ログラムの内容) ⑩ 標準的なデータ暗号化機能の実用化 ・性能 i: オンライン情報処理の進展に伴い、通信回線 新 規

通信データの機密 向上 i を利用した情報の交換、送信、受授等の機会が
.

」

あるいは蓄積された 標準暗号系の採用 }
i
増×するにつれ、送信情報の機密保護、あるい

「,

層 「

データの機密を保護 鍵管理方式の向上 =

ト.
は蓄積されたデータの機密保獲の要請が高 まり

」

す るため の プログ ラ ② ノラィパシー保護機能の実用化 　 っ っ あ り、 暗号化 専任 よるデー タ ・機 密保 護機L
」「

ム 能が重要性を増している。
1 : 層

i
拾い ては、標 準暗 号方 式(DES)s

1

9.■

: 公開鍵暗号系などの検討が行 われ、我が国でも

」 | その重 要 性に鑑 み、 ζれ ら とと もに、 ζれ らを
'.

1

. i
混合 した方式等について検討が行われている。

. … φ

「

…

.

F

=

6一 ② 社会公共用プログラ ① 自動検診 ・治療機能の性能向上 医療事務や医療機器用のプログラムについて 5一 ω 一 ホ

▲

.

② 遠隔診断機能の性能向上
…

～ はかなりの性能向上が行われた。検診の精度向 医療 用 プ ログ ラ

6-(2}一 イ 医 療 用 プログ ラム ③ 総合医療情報データベース機能の性能向上 :
;

上、 病院 管理 等検診治 療 プ ログ ラムに つい ては、 ム

(ブ 。グラムの内容) ④ 信頼性の向上 … 今後に期待するところが大きい。
合

.

検診・治療の合理 ⑤ マ ンマ シン イン タ フェー スの性 能向 上.
.

1』

地域医療システムについては実験 は行われて
F

5-(1)一 へ

化促進、地域医療の ⑥ 地域医療情報の提供機能の性能向上 :

ト

.
・

いるが本格的普及はこれからである。
-

医療事務用 プロ

増遵や新しい医療機 ⑦ プライバシー保護機能の性能向上 また医療機器は今後とも新機能 を有するもの ク ラム.

器の高度利用を図る
.

⑧ 診療機能、医療事務処理機能、医療情報管
～
が出現するものと予想され、これらを十分にサ

ため の プログ ラム 理機 能等 を組 み 合わ せた トー タル システ ムの 1': ボー トす る プ ログ ラムの 開発 が望 ま,れ る。 .

F し
ρ言

, 実用化 1

ト
.

6-(2)一 口 教 育用 プ ログ ラム
.

:

:r』

11

1

(プ ・グラムの内容) ① マイ コン等安 価 な ハー ドウェア との一体 化' ;} 本格的な教育用プOク ラムは、教師の有する 5-{1)一 ト
F

パ ー ソ ナ ル
.コ ン ビ ② 漢字処理、図形処理機能の性能向上

…

〉.
教 育 ノ ウハ ウの プ ログ ラム化に困 難 な面 もあ カ CAI用 プログラム

7
.

」 〔ツ」' _,一... "

.〆
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分類番号 プ・グラム名●よひ内容 開 発 ナ べ き 事 項 こ 「れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考

ユ ー タ、視聴 覚 機器 ③ 体系的 な教育を行 うための汎用的、標準的、 あ ま♪実 用 化され てい ない。
.

の活用等を可能なら 学習プログラムの整僧 マ イク ロコ ンピュー タを利 用 した簡 易 な教育
,

」 しめる教育の合理化、④ ガ イダ ンス機 能等 マ ンマ シ ンイ ンター フェ 機器Kつ いては急速に発展する気配をみせてか
-

,

教育機会の向上を図 一スの向 上
広 ζれらを中心にして性能の良㎞7ロ グヲム .

「 、.

るた めの プログ ラ ム
} の開発が進むものと考え られる。 .

。∫..
」

元
,

.

本格的教育システムは、職業教育及び社会教
「

㎡A

、之P θ
育分野を中心として進む ものと考えられるため、 ,

Cれ らをサ ポー トす る性能 の 良い プ ログ ラムの
A

層

開発 が今後 必要 で ある。 ・
.

6一 ② 一'・ 環境管理用プ・グラ ① 項境情報及び汚染情報等を用いて予測モデ 項境データを一定の基準 と照合して書報ずる 5一 ω 一 口
,

.

ム ル に よリ シ ミュ レーシ ・ ンを行い、 理想的 な プOグ ラムについては実用例は多数あるが、巳 壌境管理用プロ
、

ζプログラムの 内容) . 項境管理をサポー トする機能の性能向上 景 ・風向、地形等複雑な条件の もとで、拡散方 グ ラム

項 境 デー タのモ ニ ② オンライン項境情報及び汚染情報の収集、 程式をり7ル タイムで解 きなが ら適切な指示を 」㌧
.、
芯

-

タ リング結果 を リア 整理、蓄積機能の性能向上
.
与えるものは実用化されていない。

■ ・ ㌔

..

、 、

ル タ イムに処理 、蓄 ③ リアルタイム処理楓能の向上 予測 モデ ルの精 緻化 と、 これ を り・アル タ イム
,

'積 し
、 その 結果 に基/ ④ 信頼性の向上

'
で処理する機能の実用化 ・性能向上が今後望ま も

三

つ く必要な管理がで ⑤ データベース利用機能の向上 れ てい るo・

「

工事・

.

.

1
.

.

,

きる ようにす るた め 馳

.

の プログ ラム
」

■.

じ

.■

6一②一二 防 災 ・防犯 用 プ ログ ① 地域的 に集中 して防災 ・防犯情報を管理し、 高層ピル等限 られた区域では実用化されたも

.
.

5一 ω 一 ン・.・ ・.'

,・
L

:

ラム 災害あるいは犯罪が発生 した場合に避難のガ の もあ るが広 敏 をカバーす る もの は、未 だ実 用 ピル街 ・商店街 .}

(プ ログラムの内容) イダシス連絡等を行 う機能の性能向上
ぐ

化されていない。防災時の入間の挙動κついて コン ビナー ト等防
L.

.1

. ・ 7
n

地震・火災等の災 ② 広域災害情報の蓄積と予測モデルにエる最 は不明な点 も多々あるので、 これらの要因を盛 災 ・防犯情報用プ
':

'
.

害や犯罪に備えて、 適避 難経 路 シ ミュ レー シ ・ン機 能 の性能 向上 力込んだ広域にわたる防災ブOグ ラムの開発が ログ ラム

F

.F..

その被害を最小にと ③ リアルタイム機能の性能向上 必 要 である◆ ・
L

,.

1

どめ 、あ るいは その ④ 人間行動学 ・心理学等の成果の適用
』:

,
・

.

麻 工7〔 「'-LDny-VV－t.H-ir.T",' 'T7一
一'叩一 品{{、^一 ….・{～ 一 一 ～ 「

分類番号 プログラム名お よび内 容 開 発 す べ き 事 項
「

こ れ ま で の 開 発 状 況 関連ナる旧高度化計画 備 考
1

発生の防止のための ⑤ トー タル シ ステ ム化

監視、安全処理、最 ⑥ データベース利用機能の向上
・

F L

適避難経路のシミュ
1

「

び 乞 ・

レーシ ・ン等 を行 う '」 「.
、

プ ログラム .
,

・,

6一 ②一ホ 生活情報サービス用 , ・ 「

プ ログ ラム .
.

' ,

1

(プ ・グラムの内容) ① 病院、学校、催物など生活ニーズに応 じた CAPTAINシ ステムや都市及び地域計画 5一 ω 一イ
.

社会生活に直結し 種々の生活関連情報のサービス機能の実用化 サポ ー トシステ ムや地域 統計情 劔 システ ムな ど 生活 ・地域経済

た情報を提供するブ ② 地域全体の経済活動を中心とした情報(経 一部実用化されたものもあるが
、地域情報デー 情報 用 プ ・グラ ム

'

oグ ラム 済.、産業 、 人 口等)の 管理 及び サー ビス機能
層

'等 を広 くサー ビスする レベ ルに は至 っ てい な
ラ

,
の実用化

,

レ㌔ 5一 ω 一二.

③ プライバシー保護機能の実用化 基礎生活物資管

④ 各種情報提供機能(役 所情報、電子図書館 理情報用プログラ
,

,

等)の 実用化 '

ム
「

⑤ 統計 ・アンケート調査機能の実用化
]

,

⑥ 同一 端末 か ら各 種 シス テム忙 ア クセス で き 」
9

・ ..

る トー'ル ・シ ステ ムの実 用化 」

F
'

6一 ② 一へ 道路交通管制システ

ム用 プ ログ ラム ー
・

- .
.

F

(プ ログラムの内容) ① リア ル タイ ム機 能 の強 化
.

高 速道路 の交 通管制 につ い ては、 ト,フ イ ッ 所 規

牟
.マ

,

道路交通における ② 信頼性の向上
1

ク状況の表示等一部実用化されているが、一般

人事等の流れを円滑 ③ トラ ヒッ クを把 握 して、 管制 官 ない し、連 .

. 道路 に 拾1ナる トラフィ ック把田 機能 、最 適 な個 .1・.・:.

}.
に す るための プ ロク 転操縦者にデ～タを表示する機能の向上 号制御機能等の実用化が望まれる。,

ρ

」(`

ラム ④ ・トラ ヒッ クの 流 れ を最 適 化す るため のル ー
層

..=,

.

『.;

:・'

・

ト変 更 、進 入禁 止等 を行 う トラヒッ ク管 理機
.

畠.
P.

,・`,ぷ:

,

..・ ～・ £

N」 一戸一=..一.'一 「e'→ ・.竃}「t-t='『冶一一 【.

・'.♪..=ふ

「

.
'

-
、
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分類番号
.

プログク▲名および内容 開 発 す べ き 事 項
lF
' こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考.

能の性能向上
,

、 .

⑤ 各種交通管制碩能を全国的に統制する トー
.

9

'ル ・システ ムの実 用 化 噛

.

⑥ マ ン「「シン イ ンタ フェ ースの向 上
4

6-{2}● ト

.

家庭用プ目ク,ム
△

L

(プ ログラムの内容) ① ホ ーム ・コ ン ピュー タ システ ムの実 用化

1

}
.

マ イク ロコン ピ ュー タ、 パ ー ソナル コ ンビ^ 新 規 L

家庭内で用いられ 〇 二防 災 ・防犯 機能 の実 用 化
層

;
.

一 夕等の低 価幡 化 に伴 い、家 庭 の牛 虻 コン ビュ
「

」 .

,

99層 ・

る コン ビュー'の た 。 省 エ ネル ギ機能(.電 源 制御 ・ピーク カ ッ . 一 夕が浸透 しつ つ あ る。

めの プ ログ ラム ト等)の 実用化
,

「 現 状 では、 ホ ビー的 な使 われ方 が 多い が、技
㎡

.

。 家事 管 理機 能rキ ッ チ!・ 家 計、 電話 番 :

(
術進歩に伴い、各種機器の制御、教育、社会情

,

9

、 号笛の備忘録等)の 実用化 | 報システムの端末等に、多様 な活用が期待され
.二,

o余 暇利用機能(娯 楽、教育、健康等)の ! ている。'・
」 : 「

実用化 1
|

L

② ホ ー ムコ ンピ ュー タシ ステ ム とネッ トワ　 i
.

クとの接続機能の実用化 … ⑯

「 と
-

O生 活関 連情 報 デ ー タベー ス との 接続
…

'
.

7 O防 災 ・防 犯 シス テ ムとの接 続 }
。 ぎ ルチ メデ ィア網 との接続 〔

9

③ 家庭内就業機能の実用化 :

.

P 「

.

6-(3) 産業 用 プ ログラ ム ⑥ 組織内にかける異種 システム間の情報の相
1

ド

企業 内 におけ る計 画管理 のた めの アブ`)ケ ー 5一 ③

馳
かハ

-

互利用の高度化 シ ・ンプ ログ ラムは、 か な りの数 が開発 ・利 用 経営計画・管理

`

十6-(3)一 イ 経営計画 ・経営管理 O紬 の内容が定酬 ヒしつつある分野に・け されている。また分析 ・予測などのための個別 用 プログ ラム

㌔: 用 プ ログ ラ,ム る共 通的 プ ログ ラムモ ジュ ールの 抽出 及び再 の パ ッケー ジ ドプ ログ ラム も性 能 はか な り向 上

..「
...

(プ ログラムの内容) 利 用 を促進 す るため の モ ジュー ル間 イン ター
|
した。 5一 ③ 一 イ

▼
「'

㌔-.
「

財務計画、販売計 フ ェースの標 準 化 … 企業内外の情報(デ ータ)と の総合的なつな 経営計画用プログラム

㌧ ・ .

ト 噛

,"L'・"tp--v「 ▼1'一".一 一 一1'→ ←.T ・ 、ば}亨,L'一.一'「 ㎡・

.

「

分類番号 プログラム名かよび内容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画 備 考

6-(3}一 イ 画等経済活動を適切 ⑧ 業務内容が定型化した分野におけるパッケ が カを意識 した シ ステ ムは 今後の 課題 となる。 5-〔3}一 口

に展開 してい く うえ 一 ジ ドプロ グ ラム化
1

また 共通 モ ジュー ル として性 能 の良 く使 い易い 経営診断用プロ

で必要とされる各種 ④ マ イ コン、 オ フィ ス コン ピュー タ等安 価 な { パ ッケー ジの開 発が さ らに望 ま れ ると と もに、 グラム
.

;

の計画策定 を支援す ハー ドウェア の有 効利 用 … オ フ ィス環 境 にマ ッチ した マ ンマ シン イン タフ
r

.

るプ ログ ラム、人事
.

⑤ 対話機能 ・図形表現機能などを含んだマン,■.-F、

ト

ξ エースの 一層の改 善 が望 ま れ る。 5-(3)一 八

.'
.

A !
管理 し財務管理等組 マ シン イン'一 フェー スの 性能 向上 簿 に ょる. i 財務管理用プ・

. F
. 織を円滑に維持して 意志決定支援機能の向上 [ グ ラム

- 《

い くために必要な各 ⑥ 経営書面立案機能の性能向上・不連続豹変 }
「

」

.
. v

. 種の管理業務をコン 化、不測事態等の発生に傭えた積極的代替酎 … 6一 ③ 一 二
. 〔

,

ピュー タ化す るた め 画の策定機能の性能向上 人事管理用プロ
1

,
,

に 必要 とされ る プロ ⑦ 経営状況の把握、経営監査等の経営診断機 '

「 グ ラム

、,、 クラム等経営計画 ・ 能の性能向上、汎用化
F

.管理業務の高度化に ⑧ 経理 ・会計 処理 、会 計、 財務 デ ー タの 蓄積 、 5-(3}一 ホ

F

ち

資 す るプ ログ ラ竺' 財務賭表の作成等の財務管理機能の性能向上、
」■ 経営科学手法プ

」,

汎用化 モ

.

ロ グ.ラ ム

.

. ⑨ 人事情報の管理、要 員適正配置等の人事管

.
理機能の性能向上 ・プライバシー保護機能の :

L

向上 . : 「

⑩OP手 法、 シ ミュレ ーシ ・ン、数 理計 画法
7

'

等の各種経営科学手法の処理効率及び拡張性
.

「

「

の性能向上 .

r ρ .
層

6一 ③ 一 口 設計 ・生産 用 プ・ グ .=

..■ 層 F

ラム .
....

L

(プ ・グラムの内 容) O設 計の8十画 ・実施 ・管理機能の性能向上 　 設計 計算 につ いて は、 各種 の パ ッケー ジ.も実 5-(5}

コ ンピュー タに よ oCAD技.術 の応用 …

z
用化され性能向上がなされた。 生 産 用 プログ ラ

.

力設計に必要な図面、 。 技 術 デー タ、標 準 、規格 、仕 様 デー タ等 :'
'今後はこの適用分野の拡大 とともに計算値

、 ム

'
:
・4』 、

〆
一139-一

,

■

8

、

`

`
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.
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分類番号 プログラム名●よぴ内容 開 発 ナ ベ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化尉面 偉 者
1

文字、数値情報を管

.

の デー タベ ース との接 続(エ ン ジエア リン

9

図面、文字等設計に必要な情報を総合的に取 り 5-(5)一 イ

理 す る とと もに、股 グ デ一 夕ベ ース) 扱 え、 操作 性の よい シス テ ムの開 発 が望 まれ る。
.

生産管理用プロ

計忙必要な数値計算
'

o製 造工程制御プログ表ムとの結合機能の
' ; 工作機械制御プログラムについては、自動化 グ ラ▲

を行力い、設計業務 性能向上 の 着 しい進 展 に伴い、 徴多 くの プ ログ ラムが開
F

5-(5}一 回
.

- の.合理化を図るため ⑱ 製造工程制御機能の性能向上
.

発されておカ、一層の制御機能の高度化と信頼 設計 管理 用 プ ロ 』、

の プログ ラム O自 動適応制御機能の性能向上
性の向上が望まれる。 グ,▲

P 量

NC工 作機械、産 O工 程間の総合的制御機能の性能向上 工場内の設備装置群を全体 として効率良 く管
'

5-(5)一 八

業 ロボ フ ト等 製造局 O設 計支援プログラムとの結合機能向.上 慶 する ため のプOグ ラムはか な カの ものが開 発
F

製造工程制御用
.

.

面忙●ける各種の工 oマ ンマ シン イン タフ ェースの 改善 に よる
実用化された。 プロ グ,ム

作機械 を制御するプ
.

操作性の向上'
.

生産ユニ程の連続化、生産品種の多様化が続い 5一 ω 一 八

ロ ク ラ ム 。 。 数値制御機能あ性能向上
F

ており、大量の情報を迅速に処理する機能の一 コン ビュー'工 .、

,

各工程κ●ける殴億 。 自動 ・無人運転機能'の性能向上
層の向上が望まれている。 イデ ドデザィン用

装置を有機的 に結合 08次 元物体認識機能 との融合 =生産管理プ
ログラムについては各藁積に対応 、 、

、
、

.

して、工程全体の 自 .O信 頼性 の向 上 して、それぞれかなり高水準のシステムが実用
、

動化、合理化を図る 。 適用分野の拡大 .
化されているが大部分は個別の適用に限られ、

,

.

:
た めの プ ・グ ラへ ● 生産管理 ・品質管理機能の性能向上

,,

汎用性の高い使い易いモジ^一 ルの数は少なレ㌔

各業種の業態に応 じ O生 産計画作成機能の向上
"

た生産活動 を行,た O生 産活動忙おいて計画通力でない事態が

めに必要な計画作成 発生 した場合の処置を支援する機能の性能 .
F

「

とそれに基 く生産実 向上

績の管理を行,プ ロ ・ 需要予測 ・生産計画 との総合化
L.

. 「

グラム等設計 ・生産 。 製造工程制御プログラムとの総合化

業務の高度化に費す 。 各工程の品質管理、検査機能の性能向上
「

る プ ログ ラム 。 完成品検査機能の性能向上
「

・
.

O錨 の内容が定型化しつつある分野に・け

. 「r
噛

.る共通 的 プ ロ グラム モ ジュー ルの抽 出及 び再
.

「

1

', ,吟

分類番号 プ・グラム名および内容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化計画
7

但 考

利用 を促 適 す るため のモ ジ ュール 間 イン タフ
層

`

エースの 標準 化 .

.

1

⑤ 自動化機 器 、 ミニ コ ンピュ ー タ魯 と中 央 コ

ン ピュ ータ との一体 化 A

.

F

。CAD/C▲M/CATの 有機的な結合

6-(3)一 八 流通 ・サー ビス用 プ
L

ログ ラム F

、 (プ ・グラムの 内容) Φ 配送 ・在庫管理機能の性能向上 配送 ・在庫にっいては、必要に応 じた個別シ 5-(4}

顧 客 ・マー ケ ッ ト 。POSシ ステ ムの組込 ステムの開発が部分的につみ上げられておカ
、 流通 ・サ ～ ビス

♪

の ニーズい 販売計 画 O全 国的な集中在庫、配遂管理機能の性能 一 部に は汎用 パ ッケー ジ らしい もの も見 受け ら
用 プ ロ グラ ム

に従い製品の配送在 向 上 れ る。 しか し、 その 適用 率はそ う高 く危いの で、
.∴..

庫を管理するプロク 。 自動倉庫管理機能の性能向上 「
今後適用範囲の拡大が望1tれ る。

馳

5一 ω 一 イ .

F . 「

ラム、窓 口受 注業 務 。 操作性の向上' 窓口受注桑海については、オンライン端末0 配送 ・在庫管理

の改 善、 サ ー ビス の 0モ ジュー ル間 イ ンター フ ェースの 標準 化 普及によヵか凌クの部分が合理化されてきて倉 用 プ 。グ ラム

提供、桑海の合理化
・

oハ7ヶ ー ジ ドプ ログ ラム化 り、各 企業 シ ステムに つい ては相 当高度 な もの

を図 るた めの プ ロク O自 動 化機 器等 も含 め リアル'イ ム機 能の が 利用 され てい るが、企妻 問 に 】‖たが る ものや、 5一 ω 一 回

ラ ム 。 『 強化 i 企案内の異システムを統合するものは今後更に 保険 ・証 券 ・■

CD、PoS、ATM Oイ メー ジ情 報(地 図、 手書 き宛名)と の
1

性能向.上を図る必要がある。 .行 等窓 口 サー ビス

、

・ (Automatiete一 組み合わせ .ま た業務機器の制御比関 しては、蚕種、企業 婁 移用 プ ログ ラム

Uer8m8chine)、 ② 窓口・受注業務支援機能向上1 εとに個別 に対 処 して、か な1りの性能 向 上、機

自動販売機等窓口※ ・ 即答情報商 品牌 等のデヲ ベ一社 能 充実 が図 られ てい るo今 後 と もマイタ ロ 〆ロ 5一 ω 一八

.

.

務 を代替する機器を の接続機能の性能向上 セ ッサ技術 の進 歩や社会 の ニー ズに応 じて様 々 販売管理用機器
・

.
.

P

制 御す る プ ログ ラム 。 音声 入出 力機 能等 に よるマ ンマ シン イン なサ ー ビス機 能 を有す る ものが実 用化 され るで 制御プログ,ム

F

9.一
等の 流通 ・サ ー ビス: 'フ ェー スの改 善

. あろ うが、 これ らについ て も信 頼性 の維 持、 損 ・

幽

章動の高度化に資す
.

oイ メー ジ情 報(印 鑑 照 合等)と の リンク
作性の向上等を図ってい くζとが必要である. 「

.-

F

る プ ログ ラム .セ ⇔'私 信頼性の向上[
;

.

'」

.
」

1

一140 -・
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分級番号 プロダラム触 よび内容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化唇嫡 備 考
「,

.

幽

Oシ ステ ム問 の総 合化 ・

9

.

.

.

⑤ 業務機器制御機能の向上

.
。 信頼性の向上

㊨

F

。 マン マシ ン イン タフェ ースの向 上

F

,

O多 様 なサ ー ビス機能 の 付加
.

-ζ

脚
・

6一 ㈹ 研究開発用プ・クラ

L ''

ム'. L

8一ω 一イ 実験支援 ・解析用プ ,

,

ログ ラ ム
.

(プ ログラムの内容) ① 高遠多量の実験デー'収 集、データ管理の か な カの 実用 化、性 能向 上が は か られ 、 パ プ 新 規 F

実験計画の立案、 実用化 ケー ジ ドブ ログ ラム もある程 度普 及 して い るが

実験装置の制御、実 ② 実験 プ・セス制御機能の実用化 総合化、操作性の向上が望まれる。 「

.

験データの解析及び ③ 実験 データの処理機能 〔統計処理、回帰分
.

.
.

実験式の推定 ・検証 析等)の 実用化
.

F

を行,プ ログ ラム ④ 実験計画と実験スケジュールの総合化
」

.

【 ⑤ マ ンマ シン イン ター フェー スの向上
.

.

⑥ パ ター ン情 報処 理 、 日本 文処理 、 デー タベ

一ス、翻訳等の利用機能の実用化
L

6一 ω 一 目 シ ミユ レー シ ・ン用
:..'

.」

'三 、
プ

プログ ラム

(プ ログラムの内容) ① プ 白竜 スシ ミュ レー シ9ン 用 プ・グ ラムの ある領域では汎用プOグ ラムがかな力普及 し 5一 ⑥ 一 イ

プ ロセス シ ミ}レ
.

性能向上 てい るが 、一層 の 適用 分野 の拡 大 とマ シン効 率 構造解析用プ・

一 シ ● ン
、 ス ト ラ ク ② 構造解析用プログラムの性能向上 の向上が望まれる。 グ ラム

"

チマ アナ リシへ 有 ③ 非線形領域、流体モデル等への適用分野の
,

限要素法などの物理 拡大と性能向上

し

「

.....・
.' ÷{

分類番号 プログラム名および内容 開 発 す べ き 事 項 こ れ ま で の 開 発 状 況 関連する旧高度化罰画 備 考

9

現 象 シミュ レー シ ・ ④ 計算効率の向上 5-(5)一 目

ン用 プ ログ ラム ⑤ マ ンマ シ ンイン タ フェー スの性能 向 上 プ ロセス ・シ ミ

⑥ パ ッケ ー ジ ドプ ログ ラム化 ユ レー ン ヨン用 プ

⑦ モデル作成支援機能の向上. ログ ラム

⑧ ス ーパ ーコ ンピ ュー タ利 用に よる計算 精慶、
, .

速度等の性能向上
.

6一ω 一八 宇宙開発用プロクラ

ム
「 2

(プ ・グラムの内容) ① 信頼性の向上 宇宙開発の進展に伴って各種のプログラムが 5一 ㈲ 一 ホ ・ 6一 ω 一八以
F

ロケ ッ トの打 上制 ② リア ル.タイム機能 の 強 化 実用化されているが、本格的に宇宙開発時代を 宇宙開発技術計 降は、技術先
.

御、姿勢制御等の技 ③Cケ ット、人口衛星その他宇宙飛行体の運 迎 え て、 大 型 ロケ ッ トの打上 、誘 導制 御 や高度 算用 プログ ラム 端的 な分野の

術計算を行 うための 動 の ンミェ レー シ ョンと最 適化機 能の 性能 向 な機能を有する人工衛星の制御プログラムの性 技術計算用ブ
,

、

プ ログ ラム 上 能向上が今後とも必要である。 ログ ラムが挙
.

④ 振動 ・荷重 ・熱 ・電 波干渉等の試験データ
. げ られ てい る。

解析綴能の性能向上 ρ この部 分は、

⑤ 打 ち上 げ、誘 導 、追 跡 デー タの 実時 間取得 、
「

その発展のた

解析機能の性能向上 め κ コン ピュ
「

, ⑥ 飛行安全のためのロケフト落下域予測、被
一'利 用が必

害確率解析機能の性能向上
」

P
L 須 で、 また そ

⑦ 静止衛星管制 ・データ解析機能の性能向上 の た めに プ ロ

⑧ スー パー コン ピュ ー タ利 用に よる計 算精度 ク ラムが十 分

・速度等の性能向上 1 に貢献できる
、

6一 ω 一 二 原 子 力 プ☆グ ラム
' 分 野 で ある。

」

(プ ・グラムの内 容) ① 信頼性の向上 かなりの ものが実用に供されているが、原子 5一 ㈲ 一 二 また、 この 技

原子力利用の安全
.

② 燃料挙動、核的安定、熱伝導等の解析機能 炉の安全性の一層の追求が今後 とも必要であり、 原子力技術計算 術先端分野用
,

性の解析 ・核反応制 の性能向上 炉の安全性解析や核反応制御の技術計算を中心 用 プ ログ ラム プ ロ グラムの

、
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分類番号 プログラム名お・よび内容 開 発 す べ き 事 項

御等の技術計算を行 ③ 遮蔽、耐震解析等安全解析機能の性能向上

うた めの プOグ ラム

,

.

④.ス ー パー コ ンピュ ータ利用 に法 る計算 精度.

.連 詩 の性能向上 三ブ
イ「.
≠

⑤ デ ー タ入 力(ア ナ ログ情報 を 含む')即 時応

答機能の高度化1 「

6一ω 一ホ 資源探査用 プログラ

ム

〆ノ

〈プログラムの 内容) ① 探査精度の向上
'

震動解析、画像処 ② 新しい探査手法に適したアルゴリズムのプ

理等資源探査に必要 ログ ラ ム化

な解析を行,プoグ ③ 大量データ処理機能の性能向上
.

馳 ラム, 。 スー パー コ ンピュ ー タ利 用に よる計 算精

度 ・速度の向上

④ 画像処理機能の向上

」

6-(司 一へ 気象予測用プログラ

ム

(プ ・グ弘 の内容)

」

.

① 気象予測精度の性能向上.

気象予測を適確に 。 気象衛星か らのデータ処理機能の性能向

行 うた めの プ ログ ラ 上

ム O予 測 期 間の バ ラエテ ィ化
F

② スー パ ー コンピ ュー タ利 用に よ る大 量 デー
'

タ処理に金ける計算精度 ・速度等の性能向上

③.画 像処理機能の向上

一 ・'

.
分担番号 プログラム触 工び内容 開 発 す べ き 事 項

6袖)← ト
-

泊賃 予知 用 プ ログ ラ'

ム

(プ ログラムの内容) ① 地震現象のモデル化による地震予知機能の

地殻の変化等各種 実用化
馳

観測データか ら地震 ② ス ーパ ー コ ンピュ ー タ利 用に よる計 算精度

の発生を予知するた ・速度等の性能向上

め の プログ ラム

c-〔4)一チ 遺伝子工学用プログ

「

ヲム

(プ ログラムの内 容) ①X綴 照射パターン解析κよる8次 元分子構

遺伝子工学にかか 造(DNA構 造)解 析機能の性能向上

わる技術計算 を高精 ② 遺伝子組替操作(イ ンターフェロン製造等)

度かつ効率的に行 う の工種計画 ・管理機能の実用化

た めの プ ログ ラム ③ 遺伝子暗号解読機能の実用化'

④ スー パー コ ン ピュー タ利 用に よる計 算精度

・速度の向上

⑤ 無人長時間自動運転機能の向上

六

石油探査、鉱物資源探査にはかなり高度 なプ

ログラムが利用されているが、衛星による資源'

1探 査等 リモー トセンシング技術は今後ますます

進展すると考え られるため、 ζれ らを十分にサ

ポー トする性能の良いプログラムの開発が必要

である。

気象予測用の プログラムはかな力実用に供さ

れているが、予測精度の向上や、解析時間の頬

縮化に対するニーズは高 くこれらを可能にする

ためのプログラムの性能向上の必要がある。

一 … 一 、・一∨ 一"F"《 一 〔w

こ れ ま で の 開 発 状 況

試みられてはいるが、地震現象自体に対する

理論 も十分でなく、実用に在るものはできてい

ないが、周期からして、近い将来に大地震が起

る可能性が多分にあり、地麗発生の際の被害を

小さくするためにも、このような.プログラムが

早急に実用化されるζとが望〕tれている。

分子構造及びその機能を解析するためのプロ

グラムは、相当数実用化されているが、解析に

長時間を要するジ・プが多いため、処理効率 ・

速度の向上、無人運転化が望まれているρ

1

一142一
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